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　少年の雄叫おたけびと、猛牛の咆哮ほうこうが交差する。

　繰り広げられているのは激闘だった。

　命を賭として戦う雄と雄、打ち合うナイフと両刃斧ラビュリス、星のように鮮烈に散る火花。

　取り巻く大勢の人々が、都市が震えるほどの声をぶつけて、願っている。

　冒険に臨む少年の勝利を。

　あるいは新たな『英雄』の誕生を。

　迷宮街に広がるその凄烈な光景を、アイズは、静かに眺めていた。


「…………」



　側にいるのは狼人ウェアウルフの青年。

　更にエルフとダークエルフの剣士。

　第一級冒険者と謳われる者達が、一様にその戦いに視線をそそいでいた。

　三ヶ月前、ダンジョンで【ロキ・ファミリア】の冒険者を惹ひきつけた猛牛ミノタウロスとの一戦と同じ。少年の戦いは、咆哮は、意志は、沢山の者に『火』を灯ともすだろう。それこそ、この都市全体をも。

　しかし、アイズの胸は、あの時のように高鳴らなかった。

　闇に塞ふさがれていた。

　出口のない迷宮に迷い込んだように、帰る場所を失った子供のように、熱気が渦巻く世界と隔たる。

　血を流し、炎を纏まとう少年の姿だけを、ただただ瞳ひとみの中に映す。

　考える。

　あの少年は今、何を思って戦っているのかと。

　アイズと『異なる答え』を出した彼は、何を求めて、何のために『怪物』と争うのか。それは殺し合いでありながら、誰よりも互いを求めているようにすら映る。誰よりも、少年とモンスターは分かり合っているかのようだった。──今のアイズを置いて。

　どんなに考えても、どんなに思っても答えは出ない。

　けれど、わかることはある。

　彼は強くなるだろう。

　また走り出すだろう。

　この一戦を、今日あった『異端』の怪物達の夜を越えて、必ず。

　三ヶ月前、冒険者になった少年は、今日、『英雄』と呼べる者の道を歩み出した。

　──じゃあ、今の私は？

　アイズの剣には迷いが生じてしまった。

　怪物は殺すという誓いが、破られた。

　少年の意志とぶつかり合った結果、敗れたのだ。

　──私は、あの子のように強くなることができる？

　──私も、走り出すことができる？

　少年の勇姿に今のアイズの姿が重なることは決してない。縋すがる思いは儚はかなく消える。

　どんなに問いかけても、夜空に輝く月も星も、答えてはくれなかった。
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　闇が満ちている。

　何も見通せない暗澹たる闇だ。

　淀みを孕む冷気。耳鳴りが生じるほどの静寂。闇が生き物のように蠢動しゅんどうし、混沌こんとんを極めている。

　現実か、幻か、そんな不確かで、どことも知れない場所に『影』はたたずんでいた。

　その『影』はただ、『来るべき時』を待ちわびていた。

『──エニュオ』

　不意に、鋭い光が差す。

　声の主は種族も性別も知れない、『仮面の人物』だった。

　様々な肉声が折り重なったような不気味な声音が、その名を呼ぶ。

『【ロキ・ファミリア】ガ……人造迷宮クノッソスニ』

　名を呼ばれた『影』は、その報告を聞いて、確かに唇を吊つり上げた。

　大詰めだ、と『影』は告げた。

　愉快そうに、惜しむように、悦ぶように、寂さびしがるように。

　そしてやはり、打ち震えるように。

　押し黙る仮面の人物の前で、背を晒さらす『影』は、始めようと指揮者のごとく両手を広げる。

　──美しき狂乱オルギアを、と。



















「僕達は『武装したモンスター』と結託することにした」

　結論から言おう──。

　そんな前置きから入ったフィンの言葉に、場は水を打ったように静まり返った後、瞬またたく間に騒然となった。

【ロキ・ファミリア】本拠ホーム『黄昏たそがれの館』、その大食堂。

　派閥のほぼ全団員が招集され、椅子いすに座れない者が壁際にたたずむ中、団長からのまさかの宣言に動じない者がいる筈がなかった。状況を理解できず置いていかれる者が、いない筈がなかった。

　食堂最奥に用意された上座に立つフィンの背後に掲げられるのは、滑稽な笑みを浮かべる道化師トリックスターのエンブレム。彼の両隣にいるのはリヴェリアとガレス、そして主神のロキだ。その光景が、フィンの発言が独断でないことを告げていた。【ファミリア】首脳陣の総意であると。

　幹部候補のラウルやアナキティはもとより、ティオナやティオネも目を見開いて凝然としている。うろたえていないのはレフィーヤを始めとした『妖精部隊フェアリー・フォース』の面々や、二日前の『強襲』で人造迷宮クノッソスに突入した者達、あとは意外にもベートくらいだった。

「どういうことですか、団長!?」

「モンスターと結託とは一体!?」

　椅子を飛ばして立ち上がる団員達が続出し、幾つもの大声が上がる。そこには困惑と戸惑い、中には糾弾に近しい感情も含まれていた。

【勇者ブレイバー】という旗頭のもとで強く統率されていた【ロキ・ファミリア】には、まずありえなかった光景。叛意すら抱く彼等の姿は異様であり、それだけフィンが投下した『爆弾』の問題性を物語るものだった。

　轟とどろく複数の声と激しい剣幕に、まだ若い少女の団員達がびくっと肩を揺らし、怯おびえる。

　そんな叫喚きょうかんの嵐あらしの中で、フィンは表情を小揺るぎもさせず、問答に応じた。

「先日の迷宮街ダイダロス攻防戦の中で、『武装したモンスター』には高い知性があることが確認できた。それこそ僕達と『意思疎通』が可能なほどのものが」

「『意思疎通』って……まさかそれに絆ほだされたというんですか!?」

「ありえない。ただ僕はあの怪物モンスター達が目に宿す知性の光に、『価値』を見出した。その上で、結託するに足ると判断した」

「化物どもに敵意がないと、そんなこと証明できるんですか!?」

「怪物モンスターの『感情』を証明する手立てはない。いっそ神々にさえ。……が、今回の怪物モンスター地上進出にまつわる情報の中で、民間人及および冒険者の犠牲者がゼロという数字は厳然たる事実だ」


「……っ！」



「いくら都市中の冒険者が尽力したとはいえ、あれだけの大事になっておきながら命に関わる被害が出ていないのは不可解に過ぎる……僕達が知る通常のモンスターのことを考えれば、あまりにもそぐわない。そんな客観的な見解だけは、言わせてもらおう」

　フィンは一切いっさいの回りくどい弁明は垂れなかった。それらが逆効果だと彼は知っていた。

　故ゆえに、投じられる質問には全て応こたえた。

　団員達の戸惑い、不満、怒り、憎しみ、全てを漏もらすことなく受け止め、彼自身の言葉で説明する。揚げ足を取って論破することなどしない。『正論』を用いて上から押さえつけることなど絶対に犯さない。情報としての事実だけは訴え、声を荒げることなく、淡々と、よく通る声音で答えた。

　フィンが今、臨んでいるものは『話し合い』ではなく、『儀式』であった。

　説得ではなく、前へ進むための『意志』の共有。

「既に僕は、二日前の戦いの中で『武装したモンスター』の一団と『交渉』を済ませている。他ほかでもない、人造迷宮クノッソスへ突入したレフィーヤ達が証人になってくれるだろう」

「なっ……!?」

「本来ならば隠すべきだったのかもしれない。……いや、正直に言おう。僕はあのモンスター達の正体に感付いておきながら、君達には伏せるつもりでいた。今、目の前に広がるこの光景が、【ファミリア】の混乱する様が想像できたからだ」

　誠実に、真摯に、そして毅然と。

　偽いつわることはせず、フィンが考えていること、思っていたことを曝け出す。

　弾幕のように飛び交っていた団員達の声が、一瞬、途絶えた。

「……ならば何故なぜ……ここで、語ったのですか？」

「勝利するためだ」

　まるで縋すがるように顔を歪ゆがめる男性団員の言葉に、フィンは断言する。

「あの魔窟にひそむ闇の住人達に打ち勝ち、オラリオに平和をもたらすため。そのためなら僕は、『罪人』にもなろう」

　そして最後に語るのは『覚悟』。

　あれだけ固執していた名声を捨て、『人類の敵』にも堕ちる決意を掲げる。

　あのベル・クラネルと同じように。

　いや、もっと悲惨な末路を辿たどると理解してなお。

　実際、フィンは『英雄』への道を欠片かけらも諦あきらめてなどいない。リヴェリアやガレスに語ったように、『罪人』に堕ちようがより強い『英雄』に返り咲いてみせると心に誓っている。

　しかし、彼のそんな『成長』を知るよしもない団員達からしてみれば衝撃は計り知れなかった。いや知っていたとしても、より強い衝撃に見舞われただろう。

　団員達はフィンがどれだけ一族の復興につくしてきたか知っているからこそ、今度こそ言葉を失った。

　彼の掲げた『覚悟』が、何よりも彼等の心を揺さぶる。

「他に意見がある者はいないか？　僕は全て答える。君達の疑問に、感情に、偽りを用いず応じよう」

　長い時間、全ての者の声に理路整然と、淀みなく答えた小人族パルゥムの首領に、反感の声はあらかた出つくしていた。この頃ころになると、顰蹙ひんしゅく一方だった団員達の中にも重く唇を閉ざす者が現れるようになっていた。それ以外の者も他の団員と目を見交わし、戸惑うように声の行き場を失わせている。

　だがその一方で『あの団長フィンを論破できる筈がない』──そんな空気を醸成する者達もいた。

　どうしてもモンスターへの確執が捨てきれない団員達だ。

　愛する者を失い、割り切ることのできない者達の『溝』は深い。それはどんなにフィンが偽らざる言葉をつくしても、だ。

　今、一度ひとたび誰かが部屋を飛び出せば、触発されたように離反者が後を追うだろう。

　そんな時だった。

　ざわめきを断ち切るように、アナキティの細い腕が真まっ直すぐ伸びたのは。

「団長」

「なんだい、アキ？」

「体裁ではなく、建前たてまえでもなく、団長ご自身は『武装したモンスター』のことを、どうお思いになっているんですか？」
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　椅子からゆっくりと立ち上がった猫人キャットピープルの声は、試すような響きを帯びていた。

　彼女の問いに、フィンは先程までと変わらない声音で答える。

「利用、と言いたいが……あえて『信用』と言おう。僕はあのモンスター達が信じるに値する存在だと、そう捉とらえている」

　その『信用』という言葉に団員達の喧騒けんそうが膨らむ。

　アナキティは表情を変えず、問いを重ねた。

「私達の中には、モンスターに仲間を殺された者もいます。家族や、恋人だって。それを知っていてなお、信じると、そうおっしゃるんですね？」

「そうだ」

　エルフに仲間を殺されたドワーフがいたとして。

　ドワーフに同胞を奪われたエルフがいたとして。

　その時、彼等は仇かたきの種族全てを恨むのか？

　──などという陳腐な例え話を、そんな『愚策』をフィンは持ち出さない。

　モンスターは人類の敵。排除すべき下界最大の悪腫瘍。

　それの意味を理解した上で、『毒』を呑のむと明言する。

　小細工なし。万の言葉ではなく、一の意志を示すことを選んだ。

　でなければ、どうして『怪物』とともに戦うことができるだろうか。

　包み隠さず、偽りのない意志を宿すフィンの碧眼へきがんを、アナキティはじっと見据えた。

「……」

　髪の色と同じその黒い瞳ひとみは、真実フィンを『見極めていた』。

　地位が上の者に対し、下の者が向ける値踏みの眼差まなざし。それは不躾ぶしつけなどではなく、組織の下につく者にとって正当な権利だ。いや、それがなければ組織は閉塞感を伴って成長しない。

　そして今、アナキティ・オータムの『目』は限りなく団員達寄りだった。

　彼女こそが、他の団員達の代弁者ですらあった。

　うだつの上がらない青年ラウルが、敬愛する団長と同期の彼女との間で視線を何度も巡らせて情けない姿を見せているのは、もはやご愛敬だった。

「……わかりました。なら私は、これ以上なにも言いません」

　二人の視線が交わることしばらく。

　アナキティは静かに着席した。

　それは彼女がフィンの意志に恭順したことを意味していた。

　同時にそれに端を発して、団員達の思いが緩やかに傾く。

　アナキティが認めたのなら、という理解だ。

　その感情の動きはフィン達でも、第一級冒険者であるアイズ達でも成し得なかった。下位団員達と偉大な幹部陣を繫つなぐ、第二軍構成員メンバー筆頭のアナキティでなければ。

（彼女アキをこちらに引き込めたのは大きい……いや、上手うまく立ち回らせてしまったか）

　この時、決しておくびにも出さなかったが、フィンは『助けられた』と心の奥で思った。

　首領フィンが半端はんぱな覚悟を示したなら、アナキティは他の団員達のために彼を切り捨てただろう。優秀で『公平』な彼女はそれくらいはやる。

　派閥首脳陣を尊敬し忠誠を誓っているが、アナキティ・オータムは理にそぐわない事柄ならばフィン達にも楯突く意志を持っている。

　一方で、彼女は聡い。

　人造迷宮クノッソス攻略を前にして【ファミリア】が何をしなければいけないのか理解している。すなわち一致団結だ。

　フィンを試しながら、フィンの意志を汲み、発言したのだ。

　それはアナキティからのフィンに対する信頼の問いかけだったとも言える。

　結果的に見れば、彼女の如才じょさいない動きで派閥の総意が『統一』の方向に傾いた。

「発言を、よろしいでしょうか」

　最後に手を上げたのは、エルフのアリシアだった。

　フィンが頷うなずきを返すと、立ち上がった彼女は胸に手を置き、語り始める。

「私は、『武装したモンスター』に……この命を救われました」

　懺悔ざんげのようにも聞こえる彼女の告白に、ざわっ、と一段と大きなざわめきが広がった。

　彼女自身、未いまだ答えを出せていないように、その相貌そうぼうには深い苦悩と葛藤が刻まれている。

　レフィーヤ以下、一部始終を目撃した『妖精部隊フェアリー・フォース』のエルフ達が心配の眼差しを向けた。

「あれは単なる偶然ではなかった。無論、気紛れでもなかった。あの歌人鳥セイレーンは意志をもって私を庇かばいました。自分の身を挺ていし……およそ、『友愛』と呼べる心をもって。あの眼差しが、あの笑みが、今も私の心をかき乱しています……」

　年長者として温厚な一面がありつつ、妖精エルフの矜持きょうじを備えるアリシアの潔癖性は派閥の全団員が知るところだ。そんな彼女が、怪物モンスターに唾棄だき以外の感情を向けている。

　それが意味するところを理解できないほど、【ロキ・ファミリア】は愚鈍ではなかった。

「認めたくない。受け入れがたい。けれど……あれは気高き献身であったと……そう思わずにはいられない。あれを認めなければ、私達は怪物より汚らわしい『魔物』に堕ちてしまうと……そう、思ってしまいました」

　アリシアは何度も言葉を選び、何度も声に詰まりながら、発言を終えた。

　彼女が力なく椅子に腰を落とした瞬間、今度こそ完璧かんぺきな沈黙が落ちる。

　会議が始まってから最も声を荒げていた他のエルフ達さえも、一様に口を引き結んだ。

「……順番が前後したが、今回の結論に至った『前提』を説明しよう」

　静まり返る団員達に、フィンは現況について語り出した。

「明確に他のモンスターと分けるため、『武装したモンスター』は今後『異端児ゼノス』と呼称する。『異端児ゼノス』はその知性の高さから、【イケロス・ファミリア】に何度も仲間を狩られていた」

「！」

「『異端児ゼノス』にとっても、モンスターの密輸に関わっていた人造迷宮クノッソス勢力は敵対関係に当たる。敵の敵は味方、などと言うつもりはないが……『利害』は一致している。そして、今回の戦いに限り『御せる』と、僕はそう判断した」

「団長、それでは……」

「ああ。この結託は『今回限りの共闘』だ。あくまで人造迷宮クノッソスを攻略するため……都市の存亡を賭かけた戦いに、勝利するために」

　ここからは『建前』の話だった。しかしフィンの論法はこの上なく聡く、上手かった。

『爆弾』を落とされた後の大義名分。譲歩すべき優先順位の提示は心の障害ハードルを幾ばくか下げる。その証拠に、拒絶反応を見せていた団員達にも軟化の表情が浮かんだ。

『異端児ゼノス』が地上に進出した理由を始め、必要な情報も全て説明した。『異端児ゼノス』と老神ウラノスの繫がりは混乱を防ぐため流石さすがに伏せたが、それ以外はほぼ打ち明ける。

　フィンの説明を補足するように、ガレスとリヴェリアがここで初めて口を開く。

「何もモンスターに歩み寄れ、と言っとるわけではない。逆に、本当の意味で心は許すな、とまで言い含めさせてもらうぞ」

「今後、迷宮探索をする際、迷いはお前達を殺す。無茶なことを言っているのは承知の上だが、今回の件と冒険者としての在り方は切り離せ」

　ガレスの言葉は男性陣を中心に、リヴェリアの発言はエルフを中心に理解の色を広げた。

　最後に、見計らったようにロキが神意しんいを告げる。

「ま、要は何を使ってでも、リーネ達の弔とむらい合戦を果たすっちゅうことや」

　短い言葉。しかし効果は覿面だった。

　少なくとも、露骨な反発を口にする者はいなくなっていた。

「……この場はここで切り上げる。叶かなうなら、よく考え、よく話し合ってもらいたい。いいか、これは『命令』ではなく『提案』だ。その意味をよく考えてほしい」

　フィンはあらためて団員達の顔を見回す。

　その中に含まれる、とある少女の金色の瞳を最後に見返した後、告げる。

「脱退の志願者がいるなら、執務室まで来るように。決して止めはしない。ここで語ったことを口外しないことは守ってもらうが、それ以外は何も。僕は君達の意思を尊重しよう。それでは──解散」

　そう言い残し、フィンはロキ達とともに退出するのだった。
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　フィン達が去った後も、ほとんどの団員達は大食堂に居残り、活発に意見を交わした。

　話題がつきる筈もない。場の雰囲気に殺され己おのれの考えを述べることができなかった団員達も、ここぞとばかりに感情を吐露する。

　迷い、当惑、怒り、憎しみ、恐れ。全てが間違ってなどいなく、全てが正解には至れない。

　朝の招集からフィン達が退出するまでの昼、そこから日が落ち、暗くなった空に星が輝き始めても、人と怪物に関する議論は白熱の一途を辿っていた。

「こんな【ファミリア】の空気、初めてっす……。ひょっとしたら、みんな『遠征』の時より目をギラつかせてて……ううぅ……」

　亡者のようにふらつくラウルが、崩れ落ちるように椅子へ座った。Ｌｖ．４のアナキティ達たち二軍構成員メンバーと、ティオナやティオネがいるテーブルである。

　不平不満を受け止める役職のごとく、下位団員達の激しい語気に晒さらされていたラウルは──ベート達とは異なり『話も文句も言いやすい』と信頼（？）されている彼は──各団員の話を疲労困憊しながら、それでも親身かつ真剣に聞いていたのだ。

　卓に伏せる彼の後頭部を、アナキティがポンポンと優しく叩たたいた。

　表情を変えず、それもまた必要な役割だと労うように、あるいは『お疲れ』と言うように。

「ちなみに……みんなは、どう思ってるっすか？」

「……俺おれは、正直どちらでもいい。リーネやロイド達を殺した奴等やつらを討てるのなら。モンスターの力を借りるというのは癪しゃくだが……」

　大食堂に居座り、昼食も取らず議論を広げる団員達を見かね、レフィーヤやラクタなど女性団員達がサンドイッチの軽食を振る舞う中、ラウルが卓から顔を上げる。

　恐る恐る尋ねる彼に対し、答えたのはクルスだった。

　同じ第二軍メンバー、Ｌｖ．４の犬人シアンスロープは両腕を組みながら答える。

「でもでもクルスさ～ん！　モンスターですよ？　怖くないですかぁ～？」

「まぁ恐ろしくはあるよね。私達、『武装したモンスター』と戦ってるし……あの『黒い猛牛ミノタウロス』に出てこられたら……うん、ビビる！　私は気が気じゃない！」

「で、でも団長のことだから何か考えがあるのかもしれないし……いや流石に連携は無理かもしれないっすけど……自分達は信じるしかないっていうか、足並みを乱している時じゃないとうか……」

　そこに、レフィーヤの同室者ルームメイトであるエルフィが口を挟み、Ｌｖ．４の少女ヒューマンのナルヴィが迷宮街ダイダロスどおりでの『咆哮ハウル』の味を思い出すように両肩を抱く。ラウルが口にするのは、やはりどっちつかずの意見だった。

　と、そこへ、

「まだやってんのか、てめえ等」

「ベ、ベートさん……」

　灰色の髪を揺らし、食事を取りにきた狼人ウェアウルフがずかずかと大食堂を横切る。

　場に残って論争を交わす団員達を他所よそに、さっさと出ていった少ない者の内の一人だ。

　こんな時でも一匹狼の姿勢を貫くベートはしかし、『武装したモンスター』について意見を交わす団員達を今日ばかりは嘲あざける真似まねをしなかった。ラウル達のもとからテーブル一つ分の距離を置いて、乱暴に椅子を引く。

　同じ獣人のラクタに視線を向けると、兎人ヒュームバニーの少女は有り合わせの夕餉を用意しようと慌あわてて厨房に引っ込んだ。

「……ねぇベート。ベートは『武装したモンスター』について、どう思ってるの？」

「あぁ？」

　と、それまで黙って団員達の話を聞いていたティオナが、声を投げかけた。

　犬猿の仲である彼女に意見を求められると思っていなかったのか、ベートは胡乱な声とともに、珍しく純粋な驚きを見せた。

「……そういうてめぇの腹は決まってんのか？」

「う～ん……何だかみんな、思ってた以上にすごく悩んだり、怒ってたりしたから、あたしびっくりしちゃってさ。ちょっと頑張って考えてたんだけど……」

　自他ともに考えることが苦手と認めているアマゾネス姉妹の片割れは、椅子に胡坐をかきながら腕組みをしていた。瞑目めいもくしてうんうんと今も唸うなっている。

　が、やはり『答え』は変わらなかったのか、目を開いてさらりと告げた。

「あたしはあのモンスター達、怖がらなくていいと思った」

「！」

「フィンも言ってたけど、『武装したモンスター』って誰も傷付けてないんでしょ？　それにあたし、あの中にいた一匹が子供を庇うところ、見たよ」

　ティオナはその一匹が竜女ヴィーヴルということこそ言わなかったものの、自分の見たものを語った。

　驚くのはラウル達だ。アリシアの話と同様、『モンスターが人を守る』というのはそれだけ驚天動地の事柄である。『世界の矛盾』と言ってもいいかもしれない。

　周囲にいる団員達の耳は自然と、幹部達の会話に向けられるようになっていた。

「あたしはあの『武装したモンスター』……『異端児ゼノス』だっけ？　一緒に戦えると思ったけどな～」

　にへら、とティオナは笑う。

　締まりなく笑う彼女にナルヴィ達がうろたえる中、呆あきれた表情を浮かべるベートは、次にティオネを見た。

　妹にせがまれ、うんざりとしながら大食堂に残っていた彼女は、その視線に気が付くと──ハンッ、と盛大に鼻を鳴らした。

「団長の決定でしょ！　薄汚ぇ怪物モンスターとの共闘だろうと、従うに決まってんでしょうが！」

「本当にぶれねぇな、てめぇは……」

　全く疑問を持たないティオネに、ベートは辟易を通り越していっそ尊敬の眼差しを送る。

　ラウル達も乾いた笑みを共有した。

「そういうあんたは結局、どっちなわけ？　私、あんたが真っ先に暴れ出すと思ってたんだけど？」

　そんなティオネの切り返しに、ベートはくだらなそうに答える。

「とやかく言って都市ごとやられたら、笑い話にもならねぇ。それだけのことだ」

「……」

「不満も殺意も、全部終わった後、好きなだけダンジョンに吐き出だしゃあいい。ジジィもババァも言っただろうが。俺達は『冒険者』だ。今までと何も変わらねえ。違うか？」

　ベートが告げたのは単純シンプルな回答だった。

　一方でその琥珀色の瞳は、二日前の迷宮街ダイダロス攻防戦の中で見た『何か』を思い出すように、言葉を選んでいた。そのようにも見えた。

　単純シンプル過ぎて反論の余地もない彼の定義に、耳を立てていた団員達は黙りこくる。

「ごちゃごちゃ不満を抜かす連中は【ファミリア】を出ろ。それだけのことだ」

「カッコつけ～。気取っちゃってさ～」

「そっちから聞いといて何をほざいてやがる、糞くそアマゾネス!?」

　喧嘩けんかをおっ始める第一級冒険者と、慌てて止めにかかったラウル達を見て──いつも通りの【ロキ・ファミリア】の光景を見て──今日一日ずっと眉間みけんに力を入れっ放しだった団員達の顔から、ちらほらと笑みが漏れるようになる。

　それから、しばらくして。

　ベートと散々取っ組み合って髪をぼさぼさにしたティオナは、くるりと振り向き、最後に一人の少女へ問いかけた。

「レフィーヤはどう思ってるの？」

「私は……」

　軽食を配り終え、一歩離れたところでやり取りを見守っていたレフィーヤは、今日まで胸の内にあった素直な思いを語った。

「怪物モンスターは、やっぱり怖いです……でも、あの『武装したモンスター』は、違う気がします」

「違う？」

「私達がダンジョンで遭遇する、どんなモンスターより……嫌悪感が生まれなかった」

　思い浮かべるのは、やはりアリシアを守った歌人鳥セイレーンだった。

　あの闇派閥イヴィルス残党との撤退戦で見たものが脳裏から離れない。

　今から口にしようとしている言葉が、周りにいる仲間に疎うとまれてしまわないか、非難されないのか、そんな恐怖と戦いながら、はっきりと述べた。

「あのモンスター達は……私達エルフや、他の皆さんと同じように……同胞を想おもう『心』がある気がします」

　レフィーヤの声が大食堂に響く。

　静寂は束つかの間まだった。

　ティオナが破顔しながら、抱き着いてきたのだ。

「うんうん、あたしもそう思う！　あのモンスター達、仲間思いだったよね！」

「ティ、ティオナさん……！」

　モンスターが仲間思い。

　これ以上なくおかしい言葉だが、そう思うに至る材料は確かにある。

　他の団員達も迷宮街ダイダロスどおりの攻防戦を思い出すように思考に耽ふけった。

　何の空気も読まない天真爛漫てんしんらんまんのティオナに、けっと吐き捨てるベートも、溜息ためいきを吐くティオネも、苦笑するラウル達も空気を弛緩しかんさせられる。

　ティオナの無邪気な言動に、レフィーヤも釣られるように笑って、そして安心してしまった。

「……」

　けれど、すぐに、その相貌を曇らせる。

　レフイーヤの視線の先。

　フィン達が話を終えた後、誰よりも早く大食堂を出ていった金髪金眼の少女の席が、空白となっていた。
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　月の光が差し込んでいる。

　窓の外に広がる蒼然そうぜんとした夜空は、灯あかり一つ付けていない部屋を深い藍色に染めていた。

　大食堂から今も発せられている喧騒が遠い。同じ館とは思えないほど、少女の部屋は世界から隔たっているかのように静まり返っていた。

「……」

　純白の部屋着ワンピースに身を包むアイズは、何をするわけでもなく、寝台ベッドの上で両足を抱えていた。

　両の膝ひざに軽く顔を埋めながら、長い睫毛を揺らし、敷布シーツに視線を這はわせる。

　少女の細い足首を、月明りが儚はかなく濡ぬらしていた。

「アイズ。入るぞ」

　木製の扉を叩く控えめなノックが響く。

　返事をしないアイズに構わず、リヴェリアが入室してきた。

　彼女は閉めた扉の前で立ち止まると、寝台ベッドの上にいるアイズの表情を、物思いに耽る少女の横顔を見つめ、押し黙る。

　この二日、【ロキ・ファミリア】は『異端児ゼノス』地上進出の後始末に忙殺されていた。

　戦場となった『ダイダロス通り』の後処理が最たるもので、街の修繕が急速に行われている。【ロキ・ファミリア】も休みなしにそれに積極的に参加した。参加しなければならなかった。

　更に老神ウラノスの手回しによって管理機関ギルドが、『武装したモンスター』は【ロキ・ファミリア】が全滅させたと公式発表したことで、フィンを始め首脳陣であるリヴェリアやガレスも対応に追われていたのである。ことリヴェリアに限って言えば、『異端児ゼノス』と接触したアリシア達たちエルフの配慮ケアもあったため、多忙を極めた。

　明らかに様子がおかしかった目の前の少女から、話を聞く暇もないくらいには。

「……アイズ。あの事件の日、一体何があった？」

　アイズはあれから口を閉ざしたままだった。

　誰とも接触しようとせず、レフィーヤやティオナ達の呼びかけにも短く返事をするだけ。

　ただずっと、懊悩おうのうの牢ろうに囚とらわれている。

　それがリヴェリアにはわかってしまった。

「……」

　翡翠色の長髪を揺らすハイエルフに問いかけに、アイズは答えない。

　その代わりに、彼女は問いかけを返していた。

「リヴェリア……英雄は、いるのかな？」

　アイズが発していたのは、そんな問い。

　アイズ自身も、何故尋ねてしまったのか理解できないものだった。

「誰かにとっての英雄は……その人にとっての英雄は、いるのかな？」

「……」

　それは要領を得ない質問だ。答えなどない問いかけだ。

　アイズの脳裏に過るのは、怪物の少女を守るため自分の前に立ちはだかった少年。

　そして幼き日の自分と重なった、竜の娘の涙。

　二日前の光景が、今も心をかき乱している。

「……英雄を待つ者は朽ちる。少なくとも、多くの者は。見つけてもらえるのは一握りだ」

　迷子のような、それでいて縋るようなアイズの問いに対し、リヴェリアは道理を説いた。

　それが自明だ。それが真理だ。

　人形のような表情で目を伏せるアイズは、ぽつぽつと呟つぶやき始める。

「斬れなかった……モンスターを」

「……」

「喋しゃべったから、じゃない。人間みたいだったから、じゃない。……泣いていたから」

「……」

「あの時の、私みたいに……」

「……」

「ベルと、あの竜女ヴィーヴルが間違っていないと……そう、思っちゃった」

「……」

「私は……私との約束を、破った……」

　その独白は、まるで罪を犯した聖女が己の罪状を読み上げるかのようだった。

　抑揚もなく、覇気もない透明の声音が月明かりの下に響く。懺悔にも似た声音の中には、己を責める響きはなく、ただただ失意があった。リヴェリアでさえ見たことがないほど、今のアイズ・ヴァレンシュタインは不安定になっていた。

　うつむいて目を隠し、孤独を纏まとうアイズの姿に、リヴェリアは沈痛の面持ちを浮かべる。

　だが、次には、派閥副団長としての表情を纏った。

「アイズ──迷いがあるなら、私は今後の人造迷宮クノッソス攻略の作戦からお前を外す」

「！」

　その言葉に、アイズははっと顔を上げた。

　厳しい眼差しをそそいでくるリヴェリアは、いっそ突き放すように通告する。

「『鍵かぎ』を入手した今、次の作戦は本格的な攻略戦、闇派閥イヴィルス側との『全面戦争』に突入する。あの怪人クリーチャー達も含めてな。剣を振るう気概のない者を連れていく余裕はない」

「で、でもっ……」

「確かに、剣姫おまえがいなければ攻略作戦は厳しい。だがそれ以上に、第一級冒険者おまえが落ちると部隊の人間に影響が出る」

　今のお前では足手まといになりかねない。リヴェリアは、はっきりと告げてきた。

　アイズは何も口答えできなかった。今の自分の状態は誰よりもわかっている。この不安定な心のまま戦闘に参加しても、リヴェリアが危惧する事態になりかねない。

　アイズは不甲斐ふがいなさを堪こらえるように、うつむいた。

「……アイズ、正直に言おう」

　副団長としての意向を伝えたリヴェリアは、そこで、声音を変えた。

　まるで母親のそれのように。

「私個人としては……今のお前の迷いを歓迎している」

「……？」

「答えは一つではない……お前はお前に取りつく黒い炎に疑問を覚えた。道は決めつけられたものだけではないんだ」

　同時に、歩み寄る。

　寝台ベッドの上で膝を抱えるアイズのもとに。

　向けられる金の眼差しを、翡翠の瞳で受け止めながら。

　隣に腰を下ろし、金の髪をそっと手で梳きながら、ゆっくりと諭す。

「迷え。考えろ。納得が行くまで」

「……」

「そして忘れるな。お前はもう一人じゃない。……私は、何度だってそれを言うぞ」

　この時、アイズの瞳が初めて見開かれた。

　常に自分を見守ってきたリヴェリアの言葉が、はっきりと心に届く。

　彼女の慈愛と呼べるものに包まれ、あれほど凝り固まっていた絶望と不安が、不思議なことに和らいでしまう。

「……私は、その……お前を愛している」

　と、リヴェリアは不意にそんなことを言ってきた。

　アイズは先程以上に、びっくりしてしまった。

　かくいうリヴェリアも突拍子もないことを言っていることに自覚があるのか、頰ほおを赤らめ、視線を明後日あさっての方向に外していた。普通の彼女からはまず見れない表情だった。

　まるで今から言う言葉に酷ひどく抵抗があるように、散々言いあぐねた後、口を開く。

「お前の英雄には、さすがになれはしないが……その、だな」

　そこまで言われ、アイズはリヴェリアが何を言わんとしているのか理解できた。

　アイズの力になろうとしてくれている真心が、伝わった。

　それと同時に恥じるリヴェリアの姿がおかしくて、アイズは小さく笑ってしまった。

　久々の笑顔だった。

「ありがとう、リヴェリア……」

　感謝の言葉が唇から自ずとこぼれる。

　今も抱えている迷いに何も決着はついていない。

　だが、ほんの少し前とは気持ちが雲泥の差だった。

　迷路の中で立ちつくすだけだった体が、前に進もうと顔を上げようとしている。

　幼い頃のように笑みを浮かべたアイズに、挙動不審だったリヴェリアも動きを止め、優しい微笑を浮かべる。

（迷って、悩むのは……終わらせないと）

　自分が抱える闇を解消する答えは何も得ていない。ひょっとしたら一生手に入らないものかもしれない。

　だからアイズは、この不毛の時間を断ち切ることにした。

　今、自分が何をやりたいのか胸に問いかけ、もっと単純になることにした。

　自分の思いに、素直になる。

「リヴェリア……【ヘスティア・ファミリア】が今どうなってるか、知ってる？」

「……？　『異端児ゼノス』との関係は表沙汰になってはいない。現在は、ほとぼりが冷めるまで大人しくしているようだ。神ウラノス側と関係を結べた今、我々の【ファミリア】からも接触する予定はないが……」

　事件の日以来、己の内側に埋没していたアイズは今のオラリオの状況を把握していない。

　リヴェリアは怪訝けげんな表情を浮かべながらも説明してくれた。

「ベル・クラネルへの敵意や悪評も、ほぼ払拭ふっしょくされたようだ。私は目にしていないが、黒い猛牛ミノタウロスとの一戦が大衆の世論を傾けたらしい」

「そっか……」

　頷きを返しながら、目を横に向ける。

　窓の外に広がる蒼然とした夜空、そして月を見上げながら、アイズは決めた。

　この迷いに答えを出すために。

　前に進むために。

　彼に、会いにいこうと。
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　早朝。

　まだ日もでていない暁闇の時間帯。

　市壁の奥にうっすらと見える山の稜線が陰影を纏い、更にその奥が朱色の光を帯びている。

　そんな刻限に、レフィーヤは目を覚ましていた。

　正確には、ある人影を窓の外に見つけ、本拠ホームの廊下を走って進んでいた。

「……アイズさん」

　辿り着くのは本拠ホームの塔と塔の間にかかる空中廊下。

　そこに、金髪金眼の少女はたたずんでいた。

　手すりの側で、レフィーヤに横顔を見せながら、前だけを見つめて。

「ねぇ、レフィーヤ……」

「……何ですか？」

　アイズは昨日までの暗然とした空気を背負っていなかった。

　その代わりに、清冽な雰囲気を身に纏っていた。

　季節は夏にもかかわらず肌寒い朝の空気が、そう感じさせるのかはわからない。

　ただ、手を伸ばせば消えてしまう『精霊』を前にしているような、そんな感覚をレフィーヤを覚えてしまった。

「『武装したモンスター』……『異端児ゼノス』、だっけ」

「はい……」

「私は、あのモンスター達が……気持ち悪いって、思う。……ううん、気持ち悪いって、思いたいんだと思う。迷わないで、剣を振れるように」

「……」

「あのモンスター達を……レフィーヤは、どう思う？」

　アイズは心の内を告げて、問うてきた。

　それはアイズがレフィーヤに行う、初めての相談だったのかもしれない。

　日常生活で困ったことは質問もするし、頼りもする。だが本当の意味で、アイズがレフィーヤに悩みを打ち明けることはなかった。

　誰よりも美しく、強い【剣姫】の助けを求める声。

　レフィーヤはそれが嬉うれしくて、悲しかった。

　こんな時であるということが。

「……私は」

　意見を求められたレフィーヤは、口を開こうとして、もう一度閉じた。

　人造迷宮クノッソス攻略を前に【ファミリア】の足並みを乱すわけにはいかない。そんな至極真っ当な建前を言おうとして、止めたのだ。

　都市の命運も関係ない。

　レフィーヤ・ウィリディスという一人のエルフの意見を求められていると悟った少女は、ありのままの言葉をもって、アイズに伝える。

「私は……私も、本当はあのモンスター達が恐ろしいです。下界をひっくり返しかねない、あの怪物達の存在が」

「……」

「でも、そんな『彼等』の在り方を、身を擲なげうって訴えようとしている者がいるなら……『彼等』の声にも耳を貸すべきだと、そう思います」

『怪物』を心から信頼することも、信用することもできない。それが偽らざる本音だ。

　だが、そんな『怪物』を証明しようとする者達を──あの少年を信じてみることはできる。

　いくら罵られようが、いくら傷付こうが、竜女ヴィーヴルを庇った少年の姿を見ているレフィーヤは、人類にとって都合の悪い事柄だけ目を閉じて耳を塞ふさぐ行為は卑怯ひきょうだと捉えていた。心を揺さぶられた当事者としての意見だった。

　きっとアイズも今、同じ人物のことを想起している。

　非常に認めたくない類たぐいのものであったが、そんな予感があった。


「………………そっか」



　長い沈黙を経て、アイズは頷いた。

　美しい金の髪が揺れる。その横顔から迷いが完璧に消失する。

　自分の言葉が、彼女を決断させた。

　彼女の決心を促うながす最後の一押しとなってしまった。

　それが無性に申し訳なく思った。

「……ちょっと、行ってくるね」

　背を向けて、アイズは歩き出す。

　どこへ、とレフィーヤは尋ねようとしなかった。

「はい……いってらっしゃい」

　その後ろ姿を、ただ見送った。




　眠りこける街並みを歩く。

　視界には人っ子一人映らない。モンスターが地上に現れ、散々都市を騒がせたばかり。夜通しで飲み明かす冒険者や、酔い潰つぶれて路上で眠る酔客は流石にいなかった。

　まるで世界に一人きりになったような感覚を味わいながら、アイズは静まり返った都市を一人で進んでいく。

　夜は明けようとしていた。

　東の空が白み始め、地平線の彼方から青く染まろうとしている。

　やがて行き着くのは、オラリオ北西の外縁部付近。巨大な市壁の目前。

　アイズは隠されている入り口をくぐり、長い階段を登って、外に出た。

「……」

　風が吹いていた。

　蒼あおい東の空から流れる朝風だ。

　そしてそこには、朝焼けの光を浴びながらたたずむ一人の冒険者の姿があった。

　白い髪に、深紅ルベライトの瞳。

　都市中央、白亜の巨塔を見つめながら、少年は立っていた。

「アイズさん……？」

「うん……おはよう」

　アイズが黙って近付くと、少年は──ベルはこちらに気が付く。

「……どうして、ここに？」

「なんでだろう……ここに来れば、君に会える気がしたから」

　それは本当だった。

　あの黒い猛牛との一戦を見て、リヴェリアから話を聞いて、目の前の少年はこの市壁の上に来るような気がした。

　アイズと何度も鍛練に励み、強くなろうとしていた場所に。

「そう、ですか」

「うん」

「……」

「……」

　生まれる空白。生じる沈黙。

　けれど決して居心地は悪くない透明の時間。

　風が二人の髪を揺らす。

「アイズさん」

「？」

「また、戦い方を教えてくれませんか？」

「……あんなことがあったのに？」

「はい」

　頷くその横顔に迷いはない。

　天を衝く雄大な白亜の巨塔に──そしてその下で眠る地下迷宮に。

　まるで『約束』や『決着』に、思いを馳せるように。

　アイズはこの時、少しだけ、置いていかれたような気がした。

　まだ自分よりずっと弱い彼に。高過ぎる高嶺の花を見上げているだけだった筈の少年に。

「……君は、ずるいね」

「……ごめんなさい」

　だからアイズは、正直に心の思いを口にする。

「……いいよ」

「……いいんですか？」

「うん……同じ目をしてる」

「？」

「私が、鏡の前でいつも見ている目」

　けれどアイズは、安心する。

「あ……でも、君はその、別に……私みたいにおかしくなくて、もっと目は綺麗きれいで、その」

「……ぷっ」

「……なんで笑うの？」

「す、すいませんっ」

　道を違え、一度は争った自分達の絆きずなは、まだ途切れてなどいなかったから。

「私……やることがあるから、いつできるかわからないけど」

「はい、大丈夫です……ありがとうございます」

「ううん」

「……」

「……」

「アイズさん」

「なに？」

　最後に、少年は言った。




「僕……強くなりたいです」




　その言葉が、今のアイズの胸を最も強く叩いた。


「…………そっか」



「はい」

「行くね」

「はい」

「……またね」

「……はい」

　背を向けて、歩き出す。

　遠ざかっていく少年の気配に、今だけはアイズは振り向かなかった。

　眼差しは前に。

　自分が行かなければならない場所へ、為さねばならない道へ。




「私も……強くなりたい」




　少年と会って、アイズが手に入れられたのは、そんな言葉。

　答えは出ない。

　やはり迷いの森は抜けられない。

　ただ触発されたものは確かにあった。

　少年は進むべき『道』を決めたのだ。

　ならば自分も少年に置いていかれないように、前に進む意志を新たにする。

「今……君に会えてよかった」

　少年は走り出そうとしている。

　だから私も走り出す。

　迷いを越えて、今だけは。

（私も……見習おう）

　それと同時に、アイズが得たのはそんな心構え。

　なりふり構わず強くなろうとしている少年の姿勢。それは今の自分に必要なものだ。

　強くならなくてはならない。

　人造迷宮クノッソスに打ち勝つため──あの赤髪の怪人クリーチャーに二度と負けないために。

　市壁の階段を下りたアイズは、走り出した。

　本拠ホームがある北ではなく、とある『最強』が居座る南の方角へ。



















　日が完璧かんぺきに地平線から上がり、市壁から顔を出す。

　都市も重い瞼まぶたを開けて朝の喧騒けんそうを徐々に広げていく中、アイズはオラリオの南方、第五区画にいた。

　彼女の前にそびえるのは見上げるほどの門に、塀と言うにはあまりにも堅牢けんろうな四壁。

　オラリオの中でも最も賑にぎやかで雑多な『繁華街』の中心にありながら、それは『城壁』もかくやという壮観を誇っている。門衛はおらず、ただ『嵐あらしの前の静けさ』とでも言うような張り詰めた空気が漂っていた。それは『近付くな』という警告であったのかもしれない。

　そんな空気を一切いっさい読もうとせず、アイズは仰ぐのを止め、門の前に歩み寄った。

　覚悟のほどが窺うかがえる、とても真剣な顔付きで、まるで扉をノックするように叩たたく。




「……たのもー」




　ゴンゴン、と荘厳な門に絶対そぐわない、鈍く間抜けな音が響く。

　アイズは『道場破り』もとい他ほかの家の門を叩く時はこう言えと主神ロキに教わっていた。だからこれで合っている筈だ。糞くそ真面目まじめな表情を浮かべる天然アイズはそう信じていた。『この状況』ではそれがロキも泡を吹くほど致命的に間違っていることに気付かないまま。

　ほどなくして。

　重い音を立てて、門が左右に開く。

「……」

　足を進め、門をくぐったアイズの視界に広がったのは、緑の原野だった。

　白や黄の小輪が揺れる、これもまた都市の中にあるとは思えない美しい野原。同時にいくら踏み潰つぶされようが花が咲き誇る、たくましき大地でもあった。

　そして原野の奥、敷地の中心には丘があり、その上には『神殿』あるいは『宮殿』と見紛う巨大な屋敷が建っていた。煩雑はんざつな都市の街並みと切り離された雄大な光景は、一枚の絵画のようですらある。

　初めて足を踏み入れた領域にアイズが目を奪われていると──背後で門が大きな音を立てて閉じた。

「！」

　刹那せつな、アイズは『包囲』された。

　宙から、遮蔽しゃへい物の陰から、一斉に現れた数多あまたの冒険者。

　円陣を組み、誰もが武器をもって、その切っ先をアイズに向けている。

　一糸乱れない包囲網は芸術的ですらあり、彼等の練度を物語っていた。

　それと同時に醸成されるのは、剣呑けんのんな『殺気』である。

「──単身で乗り込んで来るとは、抗争でもおっ始めに来やがったか」

　数多の武器に取り囲まれるアイズのもとに投じられるのは、害意を隠そうともしない乱暴な声だった。

　包囲網の奥から現れるのは一人の獣人。

　黒と銀の毛並みを持ち、背がアイズより低いにもかかわらず凄すさまじい威圧感を放つ猫人キャットピープルの男性だ。

　アイズは覚えがある。

　およそ三ヵ月以上前、少年と市壁訓練を終えた際、街中で黒装の襲撃ブラック・レイドを仕掛けてきた刺客の一人。あの時は顔もバイザーで隠していた夜襲用の装備だったが、今は通常の戦闘衣バトル・クロスで、その鋭い双眼と鋭い顔立ちをあらわにしていた。

　彼の名は、都市を代表する第一級冒険者──【女神の戦車ヴァナ・フレイア】アレン・フローメル。

「何の用だ、人形女」

　そう。

　この領域の名は『戦いの野フォールクヴァング』。

【フレイヤ・ファミリア】の本拠ホームである。
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「用件があるなら二秒以内に答えろ。自殺志願ころされてぇなら、そのまま口を閉ざして突っ立てろ」

　問答無用の通告。

　抜けるような青空と暖かな日差しに反して殺伐とした空間に閉じ込められるアイズを、アレンは槍やりの穂先のように尖とがった眼差まなざしで貫いてきた。

　いや、アレンだけではない。他の冒険者達──【フレイヤ・ファミリア】の団員も親の仇かたきのように、敵意溢あふれる瞳ひとみでアイズを睨にらみつけている。

　敵対派閥の幹部が早朝から現れたのだから、彼等の反応はもっともなのだが──

（……おかしい。お邪魔する時、『たのもー』って……ちゃんと、言ったのに……）

　天然アイズは一人混乱の極致にいた。

　ロキに教えられた通りのことをした。

　それがどうしてこんな殺し合い一歩手前のような空気に。

　自分は何か作法を間違ったのか。

　それとも謀ったのか、神様ロキ──。

　天然アイズの頰ほおに冷たい汗が伝う。竜の少女との一件以来、疎遠になっていた心の中の幼女アイズもこの時ばかりは謎シュールな姿勢ポーズで合掌していた。

　感情が見透かせない表情の下で、ひたすら動揺を重ねるアイズが何も言い返せないでいると、

「よし、死ね」

　きっちり二秒後。

　アイズの事情など歯牙にもかけず、アレンは手に提げていた銀槍ぎんそうを神速で放った。

　剣も抜かず無抵抗の少女を、串刺しにする──

「──何をやっているの？」

　その寸前。

　竪琴ハーブを鳴らしたかのような、美しい声が場に投じられる。

　アイズは見る。

　視界の真正面、丘の上。屋敷から伸びる白い階段を下ってくる人影を。

　まだ距離があるにもかかわらず、よく通る声を響かせた呼びかけの主は、一人の従者を連れてまさに女王のようにアイズ達のもとへ近付いてきた。

　たちまち、周囲を取り囲んでいた冒険者達が臣下のごとき拝礼の姿勢を取る。アイズに対し欠片かけらも警戒を緩めていないのは流石さすがといったところか。

　アレンだけが、アイズの眼前で静止させた長槍を突き付け続けている中、都市最大派閥の主神、フレイヤは目の前までやって来た。

「何か騒がしいと思ったけれど……ふふっ、こんな珍しい『客人』が訪れたのなら、それも当然ね」

　フレイヤはローブで顔以外を全て覆っていた。『美の神』が変装もなしに街へ出れば混乱が巻き起こるので、恐らくはこんな朝早くから外出する予定でもあったのだろう。見れば背後、門の側には馬車が停められている。【フレイヤ・ファミリア】のアイズへの過剰なこの対処もそれに起因しているのかもしれない。

「目汚しを晒さらし申し訳ありません、フレイヤ様。すぐに片付けます」

「アレン、いいわ。槍を下ろして頂戴」

「必要ありません。ここで首を落とします」

「アレン」

「……」

　フレイヤが微笑ほほえみ、名を呼ぶ。

　それだけで狂犬、もとい狂猫のごときアレンはゆっくりと槍を下ろした。

　絶大のカリスマを誇るフレイヤは、まさに眷族けんぞく達の女王であり、尊崇の対象だ。

　守護せねばならない象徴でもある彼女の命令は、絶対である。

　槍を下ろしてなお、ありありと不満を発散させる猫人キャットピープルを他所よそに、フレイヤはアイズに目を向ける。

「それで、何か用かしら？　【剣姫けんき】」

「……頼み事が、あって」

「貴方が頼み事？　しかも、私達に？　ふふっ、おかしい。一体それは何なのかしら？」

　アイズの答えにフレイヤは最初に純粋な好奇心を見せ、次に子供のような笑みを浮かべた。

　促うながされたアイズは、フレイヤから外した視線を、そのすぐ斜め後ろに向ける。

　従者の位置に控えているのは、一人の猪人ボアズだ。

　同時に『都市最強』の名を欲しいままにする、『頂天』だった。

【猛者おうじゃ】オッタル。

　錆色の双眼でこちらを見つめてくる武人に──アイズはぺこりと、頭を下げた。




「私と、訓練をしてください」




　風が流れた。美しい原野を過ぎ去る透明な風が。

　オッタルがその眼を見開き、アレンも動きを止め、フレイヤさえ銀の瞳に驚愕きょうがくを映し、他の団員達が例外なく愕然がくぜんとする。

　彼かの【フレイヤ・ファミリア】の時を奪ったアイズは、足もとの草原だけを見つめ、頭を下げ続けていた。


「ふっ……うふふふっ……！」



　最初に声を上げたのは、やはりフレイヤ。

　口もとを押さえ、小鳥の囀さえずりのように笑い声を漏もらす。

　次いで口を開いたのは、苛立いらだちを隠せないアレンである。

「馬鹿ばかか、てめえは。敵対してる派閥に訓練をつける阿呆あほうがどこにいる。あぁもういい、死ね」

　アレンの痛烈な罵倒は、全て的を射ていた。

　顔を上げるアイズは彼の言葉に釈明しない代わりに、心の中にあるものを吐露した。

　アレンでもなければフレイヤでもない、その武人に向かって。

「私はもう、負けられない。ううん、負けたくない。あの怪人ひとに。……もし負けてしまったら、全てを失ってしまうかもしれない」

「……」

「だから……私は強くなりたい」

　やはりアイズの言葉は足らず、人造迷宮クノッソスと怪人クリーチャーの存在を知らない者からすれば要領を得ないものだった。

　だが、そこに込められている『覚悟』だけは本物だった。

「あの怪人ひとには、フィン達でも勝てなかった」

「……」

「私より……フィン達より強い人を、貴方以外に知らない。だから貴方に、教わりたい」

　ぴくっ、とアレンの頰が震えた。それが殺意であると、アイズでもはっきりわかった。

　厚顔無恥な頼みごとをしているのは理解している。

　フィン達への裏切りにもなるかもしれないことを。

　だがアイズは、あのベルの『強くなりたい』という言葉を聞いて──体裁とかしがらみとか、そんなものを全て放り投げることを決めたのだ。

　人造迷宮クノッソスに勝つために。

　あの怪人クリーチャー、レヴィスに勝つために。

（私も──強くなりたい）

　顔を上げ、その意志をもう一度反芻はんすうする。

　剣を執った時に抱いた最も純粋な初志に、己おのれの原点に回帰する。

　アイズの眼差しに、果たして都市最強の冒険者が何を思ったかわからない。

　だが、彼は他の団員達とは異なり、凪のような面持ちでアイズの『覚悟』を受け止めていた。

　まるで世界で一人だけ、アイズに理解を示すように。

「──いいわ。許しましょう」

　そして、もう一柱ひとり。

　見守っていた女神もまた、アイズの『行動』を評価した。

「フレイヤ様っ」

　目の色を変えるのはアレンと、その他の団員達だ。

　それはそうだろう。都市の双頭とまで比喩されている最大の敵対派閥ライバルに稽古をつけてやろうというのだ。飴をくれてやる道理などない。

　アレンが荒げる声は、動揺、というより、やはり苛立ちだった。

　アイズが途方もない気まずさを覚えるほどの。

　だが、フレイヤはアレンの咎めるような眼差しも意に介さず、アイズの瞳を見返す。

「剣姫？　確認するけれど、貴方の目的は人造迷宮クノッソスを攻略するためで合っている？」

「……はい」

　フレイヤの口から出てきた人造迷宮クノッソスという単語に一瞬うろたえるも、頷うなずく。

　女神かみの瞳もアイズが噓うそをついてないことを見抜いたのだろう。フレイヤは笑みを深め、一人異議を唱えているアレンを見返した。

「ロキに言われてしまったの。余裕そうに振る舞っていて、足もとをすくわれないようにって。それこそ迷宮都市オラリオがなくなった後で後悔するな、ってね」

　フレイヤは気まぐれの風のように言葉を続けた。

「アレン？　私はロキが言うような間抜けな女王にはなりたくないわ。それとも、貴方達がロキの子供達と『共闘』してきてくれる？」

「……死んでも御免です」

「なら、こういう『協力』なら、まだ呑のみ込めるでしょう？」

　主神の言葉にアレンは口を噤んだ。しかしその表情には怒気が浮かんでいた。

　いっそ爪つめで主の手を引き裂いてしまう、気性の激しい猫のような気配が。

　が、結局、アレンはそこから何も口出ししなかった。

「オッタル、貴方はいい？」

「フレイヤ様がお許しになられるのなら……一介の冒険者として引き受けるのも、やぶさかではない、そう思っております」

　オッタルの返答に、フレイヤは満足そうに頷く。

　心の中では固唾かたずを呑んで成り行きを見守っていたアイズが、なんとかなりそうなのだろーかとそわそわしていると──唐突にフレイヤは身を乗り出してくる。

「でも、ただじゃあ、できないわ」

「……！」

「アレン達の言い分はもっともだもの。だから、それなりの『代償』がないと」

　顔を寄せるフレイヤに、不意を打たれたアイズは動揺する。

　顎あごに細い指が添えられ、視線を上げられる中、女神は目を細めた。

「『契約』よ、剣姫」

「けい、やく……？」

「そう。貴方の言う訓練にオッタルを貸してあげる。その代わり、貴方は私達に『借り』を一つ、負ってもらう」

「……」

「そんな警戒した目をしないで。『借り』はいつ、どこで、何を支払ってもらうかは決めてないけれど、無茶な要求はしないわ。少なくとも、今回の貴方の申し出に見合わないことは求めない。私の名に誓うわ」

　フレイヤの甘い声音がアイズの耳朶じだをくすぐる。

　神をも恍惚こうこつとさせる眼差しがアイズの瞳を射抜く。

　彼女が何を考えているのかわからない。その程度の『貸し』が、全てを手に入れることのできる彼女の『何を』満たすのか見当もつかない。

　だが、これは相応の対価だ。相応、の筈だ。

『美の神』の魅力に抗うように、アイズはぐっと奥歯を嚙かみ、見つめ返した。

「……【ファミリア】じゃなくて……私だけの『借り』にして、ください……」

　アイズが何とか絞り出したその言葉に、フレイヤは笑みを浮かべ、頷いた。

　その細い指を顎から放し、上体を戻して、じっと見つめ合う。

　アイズは無意識のうちに、己の首に手を添えていた。

　ある筈のない『首輪』が、嵌はめられたような気がした。

　知れず、ここに金髪金眼の少女と銀髪銀眼の女神の間に、『契約』が結ばれた。

「もうこんな時間、私は行くわ。オッタル、後は任せるわね」

「はッ。ですが、フレイヤ様……従者の方は……」

「ヘルンにお願いするわ」

　一人の女性団員を連れ、フレイヤは停めてある馬車に乗り込んだ。

　アイズからはもう関心を失ったように、女神は一瞥いちべつも投げないまま、開かれた門の外へと消えていく。

「……申し出通り、お前と剣を交わしてやる。準備はできているな？」

「はい」

　フレイヤが立ち去った後、従者の任を解かれたオッタルはアイズのもとまで歩み寄り、見下ろしてきた。腰に愛剣デスペレートを佩いているアイズは迷うことなく顔を縦に振る。

「お前達、今回の件は一切の口外を禁ずる。これはあの方と【剣姫】が結んだ密約、下賤げせんな噂うわさの餌食えじきとなることなど罷まかり通らん。この『戦いの野フォールクヴァング』から情報を漏らすな」

　オッタルは無骨な団長らしく、団員達に厳命した。

　主神がいなくなった途端、戸惑いの喧騒を広げていた【フレイヤ・ファミリア】の団員達も一寸の乱れなく、「「はッ！」」と直立して承諾した。

　そんな中でただ一人、アレンだけが、怒りが滲にじむ背をアイズ達に向けていた。

　既に屋敷へと踵きびすを返している彼に、オッタルが制止の声をかける。

「アレン。お前も加われ」

「指図するんじゃねえ、糞野郎。てめえ等だけで勝手にやってろッ」

　機嫌の悪さを隠そうともせず去っていく猫人キャットピープルの青年を、オッタルは黙って見送った。アイズもアイズで、無茶なお願いをしている自覚があるので気まずく思った。

「それにしても……」

　そこで、ふと。

　オッタルがこれまでとは違う声音で言葉を口にした。

「よく、フィン達が許したな」


「………………………………」



　素直な感心を宿すオッタルに、アイズはそっと目を逸そらした。

　その額に汗を湛えながら。

　──どうしよう、何も言ってない。
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「アイズが修行を始めたらしい」

　リヴェリアは広げた巻物スクロール──自分宛の手紙を見下ろしながら言った。

　場所は【ロキ・ファミリア】本拠ホーム『黄昏たそがれの館』、その執務室。

『異端児ゼノス』との結託を告げて既に二日が経たっていた。ラウルやアナキティ達、第二軍メンバーが上手うまく立ち回ってくれたおかげで【ファミリア】が団結に向かっていた中、アイズが一人消息不明となっていたのだが──つい先程、この手紙が届いてきたというわけである。

「酷ひどく塞ふさぎ込んでいたし、作戦からアイズを外すというリヴェリアの申し出もやむなしかと思っていたけど……どうやら立ち直ったようだね」

「それにこの時期に修行とは、普段の調子をすっかり取り戻しておる。がはははっ！」

「さすがリヴェリアママやー！」

「言葉は確かにかけたが……何をどうしたら修行などという発想に辿たどり着くのか理解できん」

　フィン、ガレス、ロキと言葉が続くのを他所に、リヴェリアは複雑そうな表情で手もとを見下ろす。

　手紙には『さがさないで　ください　がんばって　ひみつの　くんれん　してましゅ』と何故なぜかやたらとガタガタな字が書かれていた。あと誤字が酷い。それはもう超酷烈ハードな特訓をしているせいで羽根ペンを握る手にも力が籠こもらないかのような筆跡である。

　品よく眉まゆをひそめるリヴェリアであるが……手紙そのものは本人が直接『ギルド本部』に伝達を依頼してきたと受付嬢のミィシャ・フロットから聞いている。「何だかボロボロになってすっごく疲れてましたー」と彼女も言っていたが、まぁ大丈夫であろう。それだけ行っている訓練が『過酷』なのだと解釈する。きっとダンジョンにこもっているに違いない。

「ともあれこれで、最後の杞憂が取り払われた」

　そう言って、フィンが部屋の中央に出された机を見下ろす。

　リヴェリア、ガレス、ロキ、この場にいる面々もそれに倣ならう。

　彼等が囲んでいるテーブルの上には複数の地図と、様々な情報が列挙された『作戦書』が広げられていた。

　フィン達が行おうとしているのは、まさしく『作戦会議』である。

　先日告げられた『異端児ゼノス』との結託を聞いてなお、脱退者はゼロ。

【ロキ・ファミリア】は毒を飲む覚悟を決め、人造迷宮クノッソス攻略に臨む。

「四日前の奇襲で、リヴェリアが地図マップを作成したのは大きいのう。モンスターの簡易苗花プラントも潰したのだろう？」

「とはいえ、地図作成マッピングした地帯エリアは広大な人造迷宮クノッソスの一部に過ぎん。苗花プラントの方もあれで終わりということはないだろう。敵には十分な地の利と残存勢力があると見るべきだ」

「リヴェリアの言う通りだが、僕やガレス達が進攻アタックした際の情報もある。それらも含めて作戦概要をまとめる」

　派閥の首脳陣だけで行われる作戦会議の中で、活発な情報確認と意見交換が行われる。

　しかしやはり、中心となるのはフィンだ。

「前提条件として、今いま僕達には複数の『鍵かぎ』がある。『異端児ゼノス』……神ウラノス側が所持しているものを合わせれば数は五。この五つの『鍵』を駆使して、攻略を進めなければならない」

　まずはアナキティが同胞リリを協力させて奪った最初の『ダイダロス・オーブ』、二つ目はリヴェリアが人造迷宮クノッソス内で奪取したもの、三つ目は地下通路内で接触してきたヘルメスがクルス達に授さずけたもの──こちらは美神フレイヤが隠し持っていたものでもある──、そして残る二つは『異端児ゼノス』達が所持していた『鍵』だ。

　ロキがほぼ『ご意見番』に回って見守っている中、小人族パルゥムの首領は脳裏に描く戦略を語っていく。

「攻略作戦を行う上で、最も欲しいのは人造迷宮クノッソス内の完全な地図だ」

　天板の上に広げられている、団員ラクタが地図作成マッピングした地図をトントンと指で叩く。

「経路及び万が一の退路、何より『目標』のもとへ直行できる最適な潜入ルート。これを把握できていなければ、『精霊の分身デミ・スピリット』撲滅は困難を極めるだろう」

　地図の隣にあるのは、ダンジョン59階層と、最初の人造迷宮クノッソスの進攻アタックでガレス達が交戦した『精霊の分身デミ・スピリット』の素描ラフだった。フィンが描いたもので、植物型と雄牛型、どちらもリヴェリア達の記憶の中にあるものとそっくりだ。絵の隣には攻撃手段や弱点、特徴など細やかな情報が記載されている。

　都市オラリオ崩壊を招きうるこの『精霊の分身デミ・スピリット』が、フィン達が討たなければならない至上の『目標』である。

「人造迷宮クノッソスには厄介やっかいな罠わなもある。できればこちらも無力化したい」

「聞けば聞くほど、時間と労力がかかるのぉ……」

「人手も、だ。ダンジョンの中層域にも届く領域だからな。覚悟していたことではあるが……」

　既に追放された神イケロスやウラノス側の情報から、人造迷宮クノッソスの深度は18階層に達していることが判明している。到底【ロキ・ファミリア】だけでは攻略しきれない。だからこその『異端児ゼノス』共闘、でもあるのだが。

　一筋縄ではいかない敵拠点の規模にガレスとリヴェリアの嘆息が重なる中、フィンは作戦の核心に触れた。

「故ゆえに──作戦は『二段階』に分ける」

　リヴェリアとガレスが軽く目を開き、ロキがヒューと愉快そうに口笛を吹く。

「人造迷宮クノッソスの構造を網羅するための第一進攻。そしてルートを掌握した上で目標討伐にかかる第二進攻。言うなれば前者が『威力偵察』、後者が『総力決戦』となる」

　フィンは理論立てて作戦の方針を語った。

　第一進攻の『威力偵察』では地図作成マッピングと並行し、敵戦力と障害の駆逐。

　第二進攻の『総力決戦』は言葉の通り。第一進攻で丸裸にした敵の居城を蹂躙じゅうりんし、『精霊の分身デミ・スピリット』を掃討する。

　フィンの作戦の方針に、ガレス達は唸うなった。

「大胆な方法を取るのぅ。敵の戦備、いや『精霊の分身デミ・スピリット』の地上召喚が完了してしまえば実質儂等わしらの負け……時間との戦いではなかったのか？」

「いや、迷宮街ダイダロスどおりでの戦いの中で、アキが敵別動隊から『鍵』を奪取する際に情報も聞き出している。計画内容の詳細こそ知らされていなかったものの、『精霊の分身デミ・スピリット』による破壊作戦開始は少なく見積もっても二十日後を想定していたそうだ。まだ猶予はある」

「なるほど……ちなみに、捕えた捕虜どもは今どうなっておるのだ？」

「自害された。仲間の内に呪詛カース使いがいたらしい……。自身は呪詛カースの代償で、他の者は強力な呪のろいで殺害された。団員達の目の前で、な。死を恐れない敵……いや神タナトスとの『誓約』を信じ率先して死にゆく使徒……全くもって歪いびつな連中だ」

　リヴェリアが嫌悪を堪たえられない表情で、捕えていた敵別動隊の末路を語る。

　ガレスも顔をしかめる中、フィンは脱線していた話をもとに戻した。

「ともあれ、だ。猶予はあっても悠長にしている時間はない。第一進攻が完了次第、速やかに第二進攻に移る」

「フィーン。あくまで一回めの作戦は下準備、本命は二回めの作戦ってことでいいんかー？」

「ああ。第一進攻で目標を落とせるなら試みるべきだし、そこは臨機応変だけど……59階層で遭遇した『精霊の分身デミ・スピリット』と同等の個体が既に『羽化』しているとすると、並の冒険者では対応できない。万全を期すなら、やはり第二進攻の方に部隊は温存しておきたい」

　間延びするロキの質問に答えながら、フィンは彼女の朱色の瞳を見返した。

「よって、できるだけ『ギルド』を介して戦力を募る」

「他の【ファミリア】と協力する、っちゅうことやな。まぁ、都市の存亡がかかった～、なんて冗談みたいな話や、他のもんの力を借りない道理はないなぁ」

　悲壮ぶって【ロキ・ファミリア】だけで背負う事柄ではない、とロキも賛同する。

　リヴェリアとガレスも異存なく頷いてきた。

「事情を知った上で、協力してくれるのはファイたんとことガネーシャ。あとは強制参加でヘルメスんとこやなぁ。役職柄フットワーク軽いし、地図作成マッピングの方じゃ大いに役立ちそうや」

「『異端児ゼノス』を巡って色々しでかしてくれたようじゃが、信じてよいのか？」

「信用は薄いけど、流石にここでやらかす真似まねはせんやろ、あの優男も」

「【フレイヤ・ファミリア】は……期待するだけ無駄か」

「ああリヴェリア、都市の危機だと伝えても素直に動かないだろう。動く時は神フレイヤの意志か、あるいは気紛れになるかな」

「あンの色ボケなんざ、ハブいてボッチにしとけばええんや。ふんぞり返ってる裸の王様を、全部終わった後プークスクスって笑ったる」

「ははは……。あぁ、それとロキ。【ディアンケヒト・ファミリア】にも協力を仰ぎたい。この際、冒険者依頼クエストという形でもいい」

　事務的な手続きは管理機関ギルドに任せるとしても、主神として他派閥の神々との交渉という仕事がロキには発生する。ガレス達と会話しながら、今から協力を得たい派閥を選出リストアップしていく。

　ことがこと故に、必要以上の派閥に今回の件を報せるべきではない。闇派閥イヴィルスの残党が再び悪事を企くわだてていると漏れてしまえば、都市中が恐慌に陥おちいりかねないからだ。

　まだオラリオの住民達は、『悪』が蔓延っていた『暗黒期』のことを覚えている。

「……闇派閥イヴィルスが栄えていた当時もそうだったが、【ファミリア】同士の関係が歯痒いな。明確な都市の危機が差し迫っているにもかかわらず、速やかに一致団結することができない」

　ふと、リヴェリアは五年前まで続いていた『暗黒期』と今の状況を照らし合わせる。

　神々も一枚岩ではない。

【フレイヤ・ファミリア】が顕著なように、何か建前たてまえがなければ手を取り合えないことを、もどかしそうに述べた。

「今は嘆なげいていてもしょうがない。僕達はやるべきことをしよう」

　フィンは切り替えながら、第一作戦の打ち合わせを再開させた。

「第二進攻に戦力は温存したいとは言ったけれど、流石に僕達【ロキ・ファミリア】はどちらの作戦にも参加しなくてはならない。言い出しっぺというのもあるが、人造迷宮クノッソスの脅威を経験しているのは現状、僕達だけだ」

　混合部隊を率いる道案内ガイドの役割をしなければならない。フィンは言外にその前提を告げながら、作戦内容について語った。

「先程も少し触れたように、第一進攻に必要なのは質ではなく、数。ダンジョンに匹敵ひってきする人造迷宮クノッソスを地図作成マッピングするための人手だ」

「部隊を複数に分けて進攻アタック……超ウルトラ人海戦術ってとこやなー」

「ああ。近道は存在しない。多くの先人がダンジョンの道を書き記してきたように、今回の進攻作戦で人造迷宮クノッソスのルートを把握する」

「目標は？」

「八割。最悪七割」

　己の確認に対するフィンの答えに、ガレスは素直に閉口する。

「あの広大な迷宮の七割以上の地図作成マッピング……はっきり言って目眩めまいを覚えるぞ」

「だが二回目の進攻作戦で決着をつける以上、今回はそれだけの戦果が欲しい。まぁ『裏技』はあるんだけど……こちらは【ヘルメス・ファミリア】辺りに任せよう」

　今から辟易するガレスに、フィンは肩を竦すくめてみせた。

　そんな時、黙っていたリヴェリアが、その『最大』とも言える懸念事項を口にする。

「例の怪人クリーチャーは、どうする？」

　怪人クリーチャー──赤髪の女レヴィスである。

「フィンが欲する戦果を求めるなら、普通に考えれば長期戦……時間がかかる。そしてあの怪人クリーチャーに時間を与えることは、こちらの部隊の危険性リスクを格段に増やす」

「……」

　敵が持つ駒の中で、レヴィスはまさに女王クイーンだった。

　縦横無尽にして途方もない脅威。彼女の襲撃は接敵した者の死を意味する。地図作成マッピングのために人海戦術を駆使しなければならないからこそ、散開した部隊などレヴィスの前では一溜ひとたまりもない。むしろ各個撃破される可能性の方が遥はるかに高まる。

　ましてや広大な迷宮の中からレヴィス一人の動きを捕捉し、十分な戦力をもって対応する術など存在しない。状況がもつれ込むだけ、被害は確実に増えるだろう。

　一度口を閉じるフィンに、リヴェリアは低く押さえた声音で問うた。

「……犠牲を覚悟の上で、作戦を完遂するつもりか？」

　目的のために一部の味方を『切り捨てるのか』。

　その言外の問いに、フィンは、

「切り捨てるつもりはない」

　はっきりとそう答えた。

「人員の損失は認められない。一つの部隊が壊滅すれば、その部隊が行った地図作成マッピングも水の泡となる。士気は言うまでもない。怪人クリーチャーの蹂躙を許せば瞬く間に味方が瓦解していくだろう」

「……！」

「失うことを前提にした作戦展開はなしだ。あの怪人クリーチャーにくれてやる犠牲は、ない」

　フィンは、そう言い切った。

　リヴェリアとガレスは今度こそ瞠目どうもくする。

　動きは止めたロキは、唇の端を上げる。

　フィンは言葉にこそしなかったが、『最善』ではなく『最高』の方法を模索すると、そう言っているのだ。

　かつてのフィン・ディムナならば間違いなく目的のために切り捨てていただろう。『現実』に打ち勝つために『理想』など端から追いかけなかった筈だ。犠牲を最小限にとどめる制御コントロールに努めていただろう。その前提を、フィンは捨てたのだ。

　その姿勢は楽観的になったという意味ではない。

　切り捨てる以上の困難な道を目指し、理想を摑つかみ取るという『覚悟』の表れだ。

　フィンは現実主義者リアリストの自分の中に、選択という名の秤を壊す『勇気』を持てるようになったのである。非情をもって切り捨てるだけではなくなった。

『異端児ゼノス』の事件を巡ってフィンが出した答えの成果を、リヴェリアとガレスは肌で感じた。同時にそれが彼女達には眩まぶしく映る。

　何だかんだで、派閥首脳陣の中ではフィンが一番年少なのだ。

　年長者であるリヴェリアとガレスはこの時ばかりは、子の成長を嬉うれしく思う親の気持ちというやつを感じてしまった。

　ロキもまた、フィンの変化を歓迎するように、にんまりと笑っている。

「アイズが作戦に参加できるというのなら、怪人クリーチャーに対しては考えがある。ひとまず僕に任せてくれないか」

　毅然と述べるフィンの眼差しにこれまで以上の頼もしさを覚えながら、リヴェリアとガレスは笑みを浮かべ信用した。

　フィンはそのまま攻略作戦の説明を続けていく。

　机上に広げた人造迷宮クノッソスの地図やモンスターの素描ラフを指差し、要点を的確に語っていった。

「差し当たって、揃そろえなくてはならない『必需品』がある。これがなければ作戦は決行できない」

「対専用呪詛アンチ・カースの秘薬だな？」

「ああ。第一進攻から戦闘は熾烈を極める。『不治の呪い』に対応しきれるだけの物資が不可欠だ」

　人造迷宮クノッソス内の兵士は呪道具カースウェポンを装備している。それに対し唯一解呪が可能な聖女アミッドの『秘薬』は、文字通りなくてはならない道具アイテムだった。

「逸って玉砕しては元も子もない。作戦開始までは十分な時間を設ける。それまでの間は、人造迷宮クノッソスに『嫌がらせ』をしよう」

　人造迷宮クノッソスにこもっている敵は『籠城』しているのと同義だ。

　兵糧攻め、不意かつ断続的な襲撃による精神的苦痛、与えられる攻撃はいくらでもある。

　まだフィン達が把握していないダンジョンの出入り口はあるだろうが、バベルに『検問』を置いて押さえてしまえば地上には出れない。精々、ダンジョンから微々たる食料を採るのがやっとだろう。

【ガネーシャ・ファミリア】と連携して、包囲網を徹底させる旨をフィンは伝えた。

「第一進攻に参加する面子は、僕達【ロキ・ファミリア】と【ヘルメス・ファミリア】。あとは、なるべく人員が多い派閥に協力を呼びかけたいが……」

　そこで言葉を切ったフィンは、おもむろに主神へと目を向けた。

「ロキ、【ディオニュソス・ファミリア】は？」

　フィン達と同盟関係にある【ディオニュソス・ファミリア】は、構成員のＬｖで言えば実力不足の面は否いなめないものの、その団員数はかなり多い。地図作成マッピングを手伝ってもらうためには打ってつけの派閥だ。

　確認するように尋ねるフィンに対し、ロキは間を置いて答えた。

「……保留やな」

「何故だ？　今更腹はらの読み合いで足を引っ張っている場合ではないだろう。老神ウラノス側の最大の隠し事も解消された今ならば、神ディオニュソスが『ギルド』を警戒する理由もない筈だ」

　横から投げかけられるリヴェリアの疑問に、ロキは答えない。

　黙りこくる主神を見つめていたフィンは、「まぁいい、その件に関してはロキに任せよう」と話を切り上げる。

　そして、もう一方の『パートナー』に言及した。

「第一進攻には彼等……『異端児ゼノス』にも参加してもらう」
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「ダイダロス通り、そして18階層からの『挟撃』か……」

　フェルズの確認の声に、ウラノスは「ああ」と厳かに頷いた。

　ギルド本部地下『祈禱きとうの間ま』。

　四炬よんきょの松明たいまつが燃える祭壇で、ウラノスとフェルズは【ロキ・ファミリア】から届けられた書状に目を通していた。

「冒険者達と『異端児ゼノス』は混成せず、別々の部隊で運用……つまり『異端児ゼノス』は18階層から、冒険者達は地上から人造迷宮クノッソスを攻める……本当に仕事が早いな、【勇者ブレイバー】。味方に付ければ頼もしいことこの上ない」

　割り切れないモンスターへの悪感情から、冒険者達と『異端児ゼノス』を別々に運用するのは理に叶かなっている。『理想』を追い求める一方で、【勇者ブレイバー】は決して『理想』を盲信していない。更に書状には、『異端児ゼノス』側の指揮はフェルズが取るよう記されていた。

　自分の魔術師メイジとしての腕も見込んでいるフィンの采配に、フェルズは漆黒のローブの内から感嘆の気配を漏らした。

「私はこの申し出を呑める。ウラノス、貴方は？」

「異論はない」

「ならば、こちらからは『眼晶オクルス』を提供する。人造迷宮クノッソス内で連絡を取り合えるなら、この第一進攻の地図作成マッピングも精度が増すだろう」

　黒衣から取り出されるのは視覚情報と音声を届けられる拳大こぶしだいの水晶だ。貴重な魔道具マジックアイテムを預けるということは、フェルズ側からの信用の証であり、同時に何としても人造迷宮クノッソスにひそむ者達を打ち倒すという決意の表れでもあった。

「フェルズ、『異端児ゼノス』はどれだけの戦力が参加できる？」

「蜥蜴人リド、歌人鳥レイ、石竜グロスを含め、動かせる『異端児ゼノス』は三十ほどといったところか。唯一、猛牛アステリオスは制止する間もなく『深層』へと向かってしまったらしい。いつ戻ってくるかはわからない以上、第一進攻への参加は期待しない方がいいだろう」

　ギルドの公式発表でＬｖ．７にカテゴライズされることとなった漆黒の猛牛ミノタウロス。その力を運用できないことを惜しく思いながらも、フェルズは拘泥せず意識を切り替えた。

　今回の人造迷宮クノッソス攻略戦限定とはいえ、フィンが『結託』の申し出をしてきたことでウラノス達のしがらみは取り払われていた。都市を守るためにも【ロキ・ファミリア】との連携、協力を惜しむつもりはない。

　フェルズ達が話し合いを進めていると、そこで、新たに祭壇に訪れる影があった。

「やぁ、作戦会議中かい？　その調子だと、ロキのところとは手を取り合えたようだね」

「神ヘルメス……」

　現れた神物じんぶつに、フェルズが振り返り、ウラノスが目を向ける。

「いやー、肩の荷が下りたよ。今まで二重諜報ダブル・スパイでもしてるような心境だったからさ」

「……」

「これからはロキ達に怪しまれることもなくなって、胃が痛まずに済む」

　頭の上から帽子をとり、皮肉のようにのたまう。嫌味が感じられないのは本当に安堵あんどしているからか。

　実際『異端児ゼノス』の件に嚙んでいたヘルメスがやっていたことはそれとほぼ同義だった。ロキ達と同盟を組みながら闇派閥イヴィルスの残党を追っていた彼の仕事ぶりはウラノス達も評価はすれど責められるものではない。彼が独断で『異端児ゼノス』を葬ろうとしていたことを除けば。

　フェルズは迷宮街ダイダロスどおりの攻防戦の一件もあってヘルメスを快く思っていないのか、反発然とした気配を醸し出していた。ウラノスは流石というべきか動じる素振りを見せない。

「……色々言いたいことはあるが、神ヘルメス、なぜ顔に蹴けられた跡があるのか聞いていいだろうか？　それはもう綺麗きれいな両脚飛蹴ドロップキックを頂戴したような……」

「はっはっはっ、それは空気を読んで聞かないところだぜ。あえて言うなら、某幼女の神にけじめをつけてきたと言っておこう」

　めちゃくちゃ胡乱な声を飛ばすフェルズに、顔にくっきり赤い跡を刻む優男の神は空笑いをした。

「用件はなんだ、ヘルメス」

「本当に世間話の一つもしないなぁ、都市の創設神様は。じゃあ、遠慮なく切り出させてもらおうか」

　ウラノスが問うと、ヘルメスはおちゃらけた空気を消して、申し出る。

「近いうちに人造迷宮クノッソスの攻略が始まると思うが……ベル君達を、【ヘスティア・ファミリア】を遠ざけてほしい」

　フェルズがぴくりと反応するのを他所に、ヘルメスは言葉を続ける。

「あの迷宮街での戦いで、彼はまた一つ階段を上がった。それこそ道化と化した神オレなんかの神意しんいを飛び越えるほどに。そんな一皮剝むけたばかりの彼を、間を置かずこんな殺伐として戦いに巻き込みたくない。少なくとも、今はまだ」

　ギルドからベル・クラネルの『Ｌｖ．４到達』の報は既に公式発表された。

　凄まじい速度で『成長』する少年を尊び、その『輝き』を曇らせまいとするかのように、ヘルメスはそんな提案をしてくる。

　動きを止めていたウラノスとフェルズもまた、それを拒絶しなかった。

　むしろ賛同の意を示すように、提案を受け入れる。

「いいだろう。『異端児ゼノス』の件で尽力したベル・クラネルにこれ以上負担を強いるのは、我々も本意ではない」

「だが遠ざけると言っても、具体的にはどうするつもりだ？　神ヘルメス？」

「【ヘスティア・ファミリア】に『遠征』へ行けと強制任務ミッションを出せばいいさ。ベル君が昇格ランクアップして派閥の等級ランクはＤ、ダンジョンの攻略義務が発生する筈だ」

　フェルズの問いにヘルメスは軽い調子で答える。

　ウラノス達が共同で行う人造迷宮クノッソス攻略、大規模作戦の期間中に、ダンジョンに行ってもらえばいいと。

「等級ランクが昇格したばかりで性急かと思うが……『ギルド』側も【ヘスティア・ファミリア】に期待しているということで対外的には納得してもらえるか。わかった、手を回しておこう」

「ああ、頼むよ」

　少年の話を終えると、ウラノスが話題を本筋に戻した。

「ヘルメス、人造迷宮クノッソス攻略作戦はどうするつもりだ？」

「勿論、オレの【ファミリア】も加わるさ。というより、ここで一抜けなんてロキ達も、ウラノス達も許さないだろう？」

　肩を竦めてみせるヘルメスは、そこで橙黄色とうこうしょくの瞳を細めた。

「回り道もしたが、いよいよ大詰めってやつだ。今回の戦いをもって『エニュオ』の正体を明らかにする」

『エニュオ』。

　神々の言葉で意味するところは『都市の破壊者』。

　闇派閥イヴィルスの残党はおろか、『穢けがれた精霊』以下地下勢力とも結託し『迷宮都市の崩壊』を目論む謎なぞの人物。今回の事件の始まりにして、首謀者と考えられている。

「ド派手な攻略作戦そのものは【ロキ・ファミリア】と『異端児ゼノス』達に任せるとしよう。オレの子達は裏方でこそこそやらせてもらうさ。……手がかりを押さえるためにね」

　ヘルメスが懐ふところから取り出すのは、盤棋チェスの駒だった。

　黒の王キング。

　まるでそれを『都市の破壊者エニュオ』に見立てるように、くるくると手の中で弄もてあそび、握り締める。

　人造迷宮クノッソスを包囲しヘルメス達がかけたのは、王手チェック。

　そして、このまま決着チェックメイトまで進める。

　この事件の中で己の子を失っているヘルメスもまた、強い神意を瞳に宿していた。

　ウラノス達は、無言で首肯の意を返す。

「それで、開戦の日時は？　最後の作戦だ、準備も多いだろう？」

　ヘルメスが飄々ひょうひょうとした空気を纏まとい直し、フェルズの持つ手紙に視線を移す。

　フィンの作戦概要が綴つづられている書状に視線を落とす黒衣の魔術師メイジは、「ああ」と答えた。

「作戦開始の予定日は──」
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「れれっ、Ｌｖ．４……!!　おおおっ、追いつかれっっ……!?」



　レフィーヤは、とある冒険者の昇格ランクアップ一報が記された情報誌を両手で握り締め、ブルブルと全身を震わしていた。

　紙面には白髪の少年の精緻な似顔絵、そして『遠征』の強制任務ミッションが発令されたことが大々的に報じられている。

「さっきからレフィーヤ、どうしたのよ？」

「アルゴノゥト君が【ランクアップ】して、喜んでるんじゃないかなー」

　情報誌を顔の前に持ち上げ高速震動しているレフィーヤにティオネが怪訝けげんな顔をして、ティオナがからからと笑う。

　今日までアイズのことを気にして不安そうだった少女が元気を取り戻したと勘違いしているアマゾネスを他所に、当のエルフは衝撃と戦慄せんりつに見舞われていた。

「──お前達、揃っているな」

　そこへ、リヴェリアが現れた。

　レフィーヤ達がいるのは本拠ホームの大食堂。

　重要な情報伝達があると告げられ、幹部から下位団員まで【ファミリア】のほぼ全ての団員が集められていた。いないのはアイズくらいである。

「人造迷宮クノッソスの攻略作戦、その全容が固まった。今から言うことは一字一句聞き逃すな」

　多忙なフィンに代わって、団員達の前でリヴェリアが作戦内容を通達する。

　伝えられる内容に、剣幕にも似た真剣な表情を浮かべて団員達は耳を傾けた。

「リヴェリアー。その作戦って、いつ始まるの？」

　空気を読まないティオナが挙手をして、尋ねる。

　それに対し、リヴェリアは頷きをもって答えた。

「作戦開始は──十日後だ」



















　朝霧に包まれる道を、一柱ひとはしらの神とその眷族けんぞくが進んでいる。

　一方は金の髪に端正な相貌そうぼうを持つ男神。

　もう一方は、濡羽色ぬればいろの長髪と赤緋せきひ色の瞳ひとみを持つエルフの少女。

　神が持つのは複数の花束はなたばだった。白を主にした大輪が小刻みに揺れている。

　そんな彼等を、道の先で待つ人影があった。

「……ロキ？」

　ディオニュソスの呟つぶやきに、護衛のレフィーヤを伴うロキは「おう」と、片手を上げるのだった。




「よく来とんのか、ここには？」

　花束を手向ける男神の背を見ながら、言葉をかける。

　ディオニュソスとフィルヴィスに同伴したロキ達は都市南東区画『第一墓地』──通称『冒険者墓地』に足を運んでいた。

　落命した冒険者達のために用意された埋葬地には、白の墓石が数えきれないほど並べられている。早い時間帯もあってロキ達以外に人影はなく、静謐さがあった。

「ああ……この想おもいを忘れないように、時間を見つけて通っている」

　立ち上がったディオニュソスの前には複数の墓石がある。他ほかならない、彼の眷族の遺体が収められた墓標だ。

　四ヶ月以上も前、ディオニュソスは眷族を失っている。恐らくは『極彩色のモンスター』にまつわる事柄を目撃してしまったために。

　彼は眷族の雪辱を晴らすために、ロキ達と手を組んで仇かたきを追っていたのだ。

「……」

　花を手向けるという行為が無意味であることを、神であるロキは知っている。

　既に子供達の魂は天に還った。この墓石の下に埋まるのはただの肉の塊かたまりであり、鎮めるべき無念も、報われる者もいない。ディオニュソスの行動は下界の者達の慣習に倣ならっているだけのものである。

　だが今のロキはそれを無駄な行為だと、そうは思わなかった。

　ロキもまた、愛しい眷族達を人造迷宮クノッソスの中で失ったのだから。

「何を言ってやったんや？」

「謝罪さ。それ以外はない」

　地上に残る神々が唯一ゆいいつ示せる子供達への謝罪の意に、ロキも倣おうとして、止めた。

　そんな感傷めいたものを行うのは、少女リーネ達を奪った悪の根源を断った後だと、そう決めた。

　代わりに、隣にいるレフィーヤが目を伏せ、フィルヴィスは感情を見せないよう両の瞼まぶたを閉ざしていた。

「ロキ、私は言ったな。都市にいる神は全て容疑者、子供の仇だと」

「……ああ」

「私は、必ず子供達の仇をとる。全てを仕組んだ神に、報いを受けさせる」

　しばし墓を見つめていたディオニュソスは、意思表明をするように口を開いた。

　それは彼が胸の内に秘めていた誓いの言葉のようにも聞こえた。

「ロキ、貴方が考えてることを当てようか？　私の【ファミリア】は足手纏まとい、近日行うであろう人造迷宮クノッソスの攻略作戦に協力させるつもりはない」

「……」

「だが、あえて言おう──作戦に参加させてもらいたい」

　ゆっくりと振り返ったディオニュソスの瞳が、真まっ直すぐにロキを射抜く。

　ロキは糸のように細い片目をすっと開いた。

「ウラノス達の話は、聞いた。彼等の秘事は私が追い求める真相ではなかったことを。結局、私は場をかき乱すだけの道化だった。信用がないのも知っている……けれど、連れていってほしい」

　それは切願にも、哀願にも似ていた。

　今まで甘い相貌マスクを被かぶり、言動で誤魔化ごまかして、心の内を見せようとしなかったディオニュソスが明かす強い意志。

　決して声を荒らげず、一つ一つの言葉に力を込める。

「これは闇派閥イヴィルスの残党と『穢けがれた精霊』を倒すだけの話ではない。『都市の破壊者エニュオ』を名乗る者の正体を暴かなくてはならない」

「……確かに、大本を潰つぶさん限り、また今回のような騒動は起こるやろうな」

「そうだ。そして、神を下すには神の手が必要だ。……子供達には荷が重すぎる」

「……」

　それは、暗に攻略作戦にディオニュソス自らも参加することを告げていた。

　人が神を殺めることは最大の禁忌タブー、下界の大罪とされている。

　もし『エニュオ』の正体が神の一柱だとすれば、眷族達が危害を加えるのを躊躇ためらうことで取り逃がしてしまうことは十二分にありうる。故ゆえの神の同行である。

　まさかの申し出にレフィーヤとフィルヴィスがはっと顔を上げる中、ディオニュソスは決然とした表情を浮かべた。

「全ての黒幕を暴き、討たなくては私の目的は果たされない……どうか頼む、ロキ」

　巨大市壁の影に隠れていた墓地の一角にも、一筋の朝日が差し込むようになる。

　こちらから片時も視線を逸そらさない男神おとこの硝子色の瞳を見つめていたロキは、ややあって、口を開いた。

「……わかったわ」
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『冒険者墓地』から引き上げ、街へと戻る。

　一日の始まりを受けて人々が賑にぎわい始める街角を、ロキ達は四人で移動していた。

「作戦の決行日はいつになる？」

「まだ詳しい日取りは決めとらん。ただ、いつでも動けるようにしといてくれ。今回はフィルたんだけやなく、【ディオニュソス・ファミリア】御一行ごいっこーさんの力も借りることになるからな」

「わかった、すぐに準備を整えていく。【ファミリア】の者達には大方の事情は話すが、構わないな？」

　足を進めながら両主神が確認事項を交互に交わす。

　そのすぐ後ろを歩くレフィーヤはロキ達の会話に細長い耳を揺らし、「あれ？」と小首を傾かしげたが、「フィルたん……」と無様な呼称が定着し隣で凹んでいるフィルヴィスに気が付き、慌あわてて慰めた。

「あっ、ディオニュソス様ぁ！」

「本当だ！　朝から会えるなんて！」

　と、そこで。

　すれ違おうとしていた亜人デミ・ヒューマンの少女達に、声をかけられる。

　主にディオニュソスが。

「こんな朝早くからデートですか？　女の子を三人も侍らせて！」

「それとも、もしかして朝帰り？　やっらしいー！」

「ちょ、待ってっ、カワイコちゃん達待ってっ！　うちをこんなアンポンタンのハーレム要員に数えんといてー！」

「ははは、それなら私も嬉うれしかったんだが、生憎あいにく彼女達とはそんな仲ではないさ。それに、約一名受け入れがたい男か女かわからない女神がいるからね」

「自分も自分でブン殴るぞ！」

　ロキの悲鳴やら怒声やらも何のその、ディオニュソスは足を止めて甘い笑顔を振りまく。それに少女達は黄色い声で騒いだ。

　散々キャーキャー言った後、仕事場へ行く途中だった少女達が名残惜しそうに去っていく中、面食らっていたレフィーヤは、隣にいるフィルヴィスが見たことのないような氷点下の眼差まなざしで主神の背を串刺ししていることに気付き、「ひっ」と悲鳴を漏もらす。

　ディオニュソスは鉄の精神で眷族フィルヴィスの眼差しを意識の外に置き、少女達に手を振り返した。

「オイ、なんや今の」

「なに、私と交流のある娘むすめ達さ。彼女達が開いている店に、よく花を買いに行くんだ」

「死ねばいいのに……」

「不可抗力だよ、ロキ。私も神の一柱だ。そして他のふざけた神より、私の方がちょっぴり紳士的で、魅力的に映るだけということだろう」

「死ねよイケメン詐欺。あとド屑」

「なぜ言い直した挙げ句、内容が酷ひどくなってるのかな、ロキ」

　優雅に前髪をかき上げてくれたところで、ロキは真顔になって暴言を吐いていた。

　だが、これで終わりではなかった。付近を通りかかる住民の多くがディオニュソスに声をかけてきたのだ。

　これが女性だけなら、「不可思議ミステリアスと胡散うさん臭さを履き違えているイケメン詐欺め」とロキは罵れたのだが──

「おっ、ディオニュソス様！　お久しぶりです！」

「あぁ、ガンド。朝から精が出るな」

「お陰様で！　あ、そうだ、ぜひ一杯試していってください！　ジジアの国の大壺製法を試してみたんですが、これまたいい味に仕上がったんでさぁ！」

「なにっ、本当か？　どれ、飲ませてもらおう！」

「ディオニュソス様ぁー！　うちの店にもぜひ寄っていってくだせぇ！」

　──ディオニュソスは男性にも人気だった。

　主に野太い声を出し、やたらと体格のいいヒューマンやドワーフ達に。

　ロキはこれにも「はぁ？」という顔を浮かべ、動きを止めてしまう。

「……驚きました。ディオニュソス様って、こんなに神望じんぼうがあるんですね……」

「神望じんぼうというか……全て葡萄酒ワイン繫つながりなのだがな……」

　レフィーヤが瞬きを繰り返す横で、フィルヴィスが何とも言えない顔で嘆息する。

　視線の先ではディオニュソスが瞳を輝かせ、杯にそそがれた葡萄酒ワインを舌で転がしていた。すぐに感嘆の言葉が続き、その声の調子は先程少女達と交わしたものより心なし高い。あたかも子供のように。

　意外に過ぎる顔を見せるディオニュソスに、それまで驚いていたレフィーヤはくすっと一笑を漏らしていた。

「あらディオニュソス様、来てくださったんですか？」

「やぁジェーナ。スゥとホリィはもう五歳になったか？」

「えっ……覚えていてくださったのですか!?」

「美味うまい葡萄酒ワインを作る醸造家と、その家族を、私が忘れるわけがないだろう？」

「身に余る光栄です！　スゥ、リーナ、こっちにおいで！」

「あっ、ディオニュソスさまだー！」

「ねぇねぇ、わたしたちをファミリアにいれてください！」

　場所は石畳と石造りの建物が並ぶ商店街。

　様々な店が存在し、家族ぐるみで経営している者達が多いようだった。路傍ろぼうでは駆けずり回っては遊んで怒られる子供達の姿が多く見受けられ、下町という言葉を彷彿ほうふつさせる。

　そんな場所で、明るい声が何度もディオニュソスの名を呼んだ。

　老若男女、種族関係なく。

　誰もがディオニュソスという神を慕っているのが見て取れた。

　ロキは半分呆あきれて、醸造家の一家からようやく解放された男神の横に並んだ。

「……意外やな。ほんまに」

「私にこんな子供達との交流があるのが、かい？　まぁ私も中小【ファミリア】の主神、地域活動くらいはやっているさ。それに……このような戯れもまた、下界の醍醐味だろう？」

　前半の言葉は肩を竦すくめながら、後半の言葉は心なし尊ぶような響きをもって告げられる。

　賑やかな商店街を眺めていたディオニュソスは、そこで目を鋭く細めた。

「幸せなのだろう。今、私達の目の前に広がるこの光景は。だが、この光景を壊し、『オルギア』を起こそうとしている者がいる」

　ディオニュソスが発したのは、神々の言葉。

　その単語の意味をロキは呟く。

「『オルギア』……狂乱の宴、か」

　ダンジョンの『蓋』である神塔バベル、そして迷宮都市オラリオそのものが崩壊すれば、地上は再びモンスターで溢あふれ返る。それこそあらゆるものが蹂躙じゅうりんされた『古代』のように。

　その暁に訪れるのは、ディオニュソスの言う通り『狂乱オルギア』に違いない。

　男達は怪物どもの哀れな贄にえとなり、女子供は泣き叫びながら背中に迫る爪牙そうがから逃げ惑う。阿鼻叫喚あびきょうかんの叫びは血に彩いろどられ、理性と秩序は下界から消え去るだろう。

　ロキの隣でディオニュソスは義憤に駆られるように、眼前の光景を見据えていた。

「……まっ、そんなことより先に、うちは自分が街の人気者っちゅうことが気に食わんけどな～。なんや、あの将来有望な可愛かわいいロリっ子達！　『大きくなったら【ファミリア】に入る～』なんて『大きくなったら神様パパと結婚する～』の次くらいに嬉しいやつやん！」

　衆目がある手前、ロキは話を入れ替えるように茶化してみるが、

「彼等には悪いが、私は加わる眷族は選ぶ。……今のような状況なら、尚更ね」

　ディオニュソスの反応は、先程まで子供達に見せていた笑顔から一転、冷淡と呼べるものだった。いっそ現実的なまでに。

　ロキは、それを薄情とは思わない。

　二枚舌や仮面外交は神でなくともやることだし、むしろこっちの方がずっと神らしい。

　慈愛に満ちて、いつもニコニコ、裏表のない神の方が胡散臭いと思ってしまう。


「うわぁぁぁぁ！　バイトに遅刻するぅ～!?」



　……まぁ、何事にも例外はあるのだが。

「いつも騒がしいやっちゃな……ドチビ」

「げげっ、ロキ!?　こんな朝早くから出くわすなんて……ま、まさか、遅刻するボクをあざ笑うために待ち伏せしてたのか!?」

「んな暇なことするか」

「今日はヘルプで姉妹店の初出勤日なんだ！　よりにもよってそんなところを嗤わらいにくるなんて、この外道っ、いや暇神ひまじんめー!!」

「聞きたくもない説明するなや！　知るかぁんなもん！」

　慈愛をもって、全くもって裏表のない、というか笑顔だろうが怒りだろうがド直球一直線に投げつけてくる女神ヘスティアは、ジャガ丸くん屋台の制服姿でロキを指差してきた。

「ふんっ、どうだか！　君なんて一日中酒浸る暇神ひまじんの権化じゃないか!!」

「大体合ってて否定できへんけど、やっぱ決め付けんなやぁドアホ！　最近のうちは多忙の極みや！　都市のそんぼーを決める戦いに巻き込まれて日夜大忙しやー！」

「はい噓うそー!!　つくんならもっとマシな噓をつけよバーカバーカ！」


「言うたな腐れおっぱいィ～～～～～!?」



　売り言葉に買い言葉、まるでそうすることが自然の摂理であるかのようにロキ達は取っ組み合いを始めた。

　身長差を生かし「おらおらおらぁ！」と両の頰ほおを引っ張りまくるロキ。ヘスティアはヘスティアで抵抗するも抗えず「ふみゅぐううう!?」と奇声を上げながらその餅のような頰を引っ張られまくった。レフィーヤが慌てて止めようとするも女神達は諍いを止めず、フィルヴィスは呆れ返っている。

　と、驚きの表情を見せていたディオニュソスが笑みを浮かべ、礼を取った。

　ヘスティアに対して。

「こんなところで出会うとは。ヘスティア、壮健かい？」

「あっ、ディオニュソス！　久しぶりだね！」

　敵視するあまりロキしか視界に入っていなかったのか、赤く腫れ上がった両頰を押さえるヘスティアは、ディオニュソスにようやく気が付いた。

　一方、ロキはレフィーヤともども驚いてしまう。

　あのディオニュソスが、それこそ貴族のように、ヘスティアに恭しく礼を取ったからだ。

「おい、ディオニュソス……自分、ドチビとどういう関係なんや？」

「なに、天界で領地が近かったというだけさ。いわゆる、ご近所の関係だ」

「そういえば……ドチビと自分は同郷やったか」

「ああ、天神峰オリンポスの栄光ここにあり、とね」

　ディオニュソスの同郷といえばヘスティアの他にも同盟を組んでいるヘルメスもそうだし、ヘファイストスやデメテル、先日都市を追われたイケロスなどもそうだ。最も有名どころは男神ゼウスと女神ヘラだろう。ロキは思い出すも腹立たしいが。

　そう考えると、このオラリオにはヘスティア達の同郷出身が多くいることになる。

「え～～!?　ディオニュソス、ロキとつるんでるのかい!?　一緒に遊ぶ相手は選んだ方がいいぜ！　いや本当に！　マジマジ！」

「この腐れドチビ……」

　大声を上げて過剰反応オーバーリアクションをする幼女の神に、ロキはプルプルと震える片手を振り上げる。

　再び喧嘩けんかでもしそうな二人に、ディオニュソスは苦笑して、場をとりなすように説明した。

「ヘスティアは素晴らしい神だよ。私も彼女の慈愛を賜った一柱だ。天界にいた時の恩は、感謝してもしきれない」

　本当にそう言っているディオニュソスに、ロキは顔面の筋肉が崩壊したかのごとく盛大に顔をしかめた。

　有り体に言えば酷い顔だった。間違っても女神が浮かべてはいけない類たぐいのものだ。

　一方のヘスティアは、腰に両手を当ててドヤ顔である。

「当時、私達の領地では十二神……代表者を選ぶ決まりがあってね。その十二席に列せられなかった私は酷く絶望していたんだが……そこでヘスティアが手を差し伸べてくれたんだ」

　神々が住まう天界にも、下界の国々と同じようにそれぞれの『領域』があり、規則ルールがある。

　ディオニュソス達の『領域』では十二神という肩書きが何にも代えがたい重要な地位ポストであったらしいが、ヘスティアはそれを何の未練もなくぽーいと放り出し、ディオニュソスに譲ったということだ。

「そうさ！　ボクが代わってあげたんだ！」

「ど～せ神殿に引きこもってぐーたらしたかっただけやろ、自分」

「な、なにを馬鹿ばかな！」

　図星を刺されたようにロキから顔を背けるヘスティアは、そこで感慨深そうにディオニュソスのことを見上げた。

「あの時のディオニュソスは尖とがってたもんなぁ。今にも『私の右手に眠る邪気が貴様等を破滅の彼方へと消し飛ばすぞぉー！』とか言い出しそうだったもんねー。いやぁ、見てられなかったよー」

「ヘスティア、私のイメージを粉砕する発言は止めてもらおうか……いや、本当に、マジで」

　両目を瞑つむり、ふっ、と髪をかき上げて笑うディオニュソスだが、その手は震えていた。

　本当にいったい彼等に何があったのか。

「ディオニュソスさまぁ～！　来てきてー！」

　と、幼い子供達が頻りに呼んでくる。

　ディオニュソスはロキ達に「やれやれ……失礼」と断りを入れた後、満更でもないように、快く彼等のもとへ向かった。

　フィルヴィスも護衛の務めを果たすために、それに同行する。

「……あの調子だと、ディオニュソス、神望じんぼうがあるみたいだね」

「そうやなぁ。意外にもほどがあるけど」

　肩を竦めるロキとは対照的に、ヘスティアはじっと男神を見つめていていた。

　そして、




「ディオニュソスの『病気』、治ったみたいだね」




　そんなことを言った。

「……『病気』？」

　ぴたり、と。

　動きを止めたロキは、ゆっくりとヘスティアの方を見る。

　幼女の神は笑顔を浮かべるでも顔をしかめるでもなく、ましてや冗談を言う風でもなく、ただ男神のことを眺めていた。

「……ドチビ、『病気』ってどういうことや？　自分、何を言うとる？」

　ロキがそう尋ねると、ヘスティアは振り向く。

　幼女の神は怪訝けげんそうに眉まゆを曲げ、一段低い視点から見返してきた。

「ロキも似た者同士だから、つるんでいたんじゃなかったのかい？」

「似た者同士……？　うちと？　ディオニュソスが？」

「不思議な組み合わせだなーと思ったけど、すぐに納得しちゃったし」

「おい、コラ、待て。だから、何を言うとる？」

　ロキは今、自分が戸惑っていることに気付いた。

　妙な胸騒むなさわぎが生じていることも。

　どういうことだ？

　自分とディオニュソスが同族？

　自分達には共通点がある？

　人を振り回すという点？　それとも酒が好物なところ？

　ヘスティアは、何を言っている？

　つっかえるように言葉を何度も区切って、目の前の女神を問い詰める。

「『殺し合い』をしようとしてたんだ。神々同士のね」

「!!」

「だから君と『似た者同士』だって言ったんだ。ロキだって、他の神々に『殺し合い』をけしかけてただろ？」

　じろり、という音が聞こえてきそうな目付きでヘスティアが見上げてくる。しかし彼女の咎める眼差しに構う余裕が今のロキにはない。

　確かに、ロキは天界で神々の殺し合いを扇動していた。

　下界に降り、【ファミリア】を得たことで丸くなった彼女からは到底想像できないような、それこそ凶暴で破天荒、破滅的な神だったのである。天界きってのトリックスター、などという噴飯物の呼称を頂いてしまうほどに。

　一度も耳にしたことのなかった情報にロキは驚愕きょうがくした。

　それは側で話を聞いていたレフィーヤも同じだった。

「……『殺し合い』を吹っかけた連中、誰か覚えとるか？」

「誰と、というかみんなとかなぁ？　あの頃ころディオニュソスは癇癪かんしゃくを起こして、手当たり次第に当たり散らしてた。普段の温厚な姿が噓みたいにね」

「……」

「まぁ、強いて挙げるなら、ゼウスとか……十二神以外なら、ウラノスかな」

　黙りこくるロキの様子に気付かないまま、ヘスティアはほっそりとした頤おとがいに指を当てる。

（ここでウラノスか……）

　ディオニュソスはロキと結託する前から、『ギルド』が怪しいと目を付けていた。

　もっと言うと、その背後にいるウラノスのことを。

『異端児ゼノス』の件が発覚するまで、頑かたくなに信用しなかったほどだ。

　天界で殺意を向けるほどの何かが、ディオニュソスとウラノス達にはあったのだろうか？

「ディオニュソスが、ウラノス達に喧嘩を売った理由は？」

「だから、『病気』なんだって。あるいは『発作』かな。昔、ディオニュソスは尖ってたって言っただろう？」

「……」

「ウラノス達に食ってかかったのも些細ささいな理由だったよ。ディオニュソスが一方的になじっていたし。まぁでも、『発作』を起こすだけの理由が、当人達の間にはあったのかもしれない」

　流石さすがに個人の因縁までは把握していないとヘスティアは軽い調子で言う。

　同時に、当時の剣呑けんのんとした光景でも思い出したのか、嘆願者の庇護ひご者たる幼い女神は少し悲しそうにした。

　退屈に過ぎる天界で溜たまった『膿うみ』が、下界に降りることで消えるというのは神々の中でも意外にも多い。他ならないロキもそうだった。

　だが、しかし、今までのディオニュソスはそんな気配を微塵みじんにも滲にじませなかった。ロキも想像ができないほどに、だ。

「……自分は、天界の頃のディオニュソスを見て、何か感じたか？」

　ロキは質問の方向を変えた。

　同郷で、彼を近くで見ていた女神の目には、当時のディオニュソスはどう映っていたかと。

「ん～……ボクはディオニュソスのこと、『怖い』って思ってたかな」

　再三、ロキは驚く。

　ヘスティアが『怖い』という言葉を使ったのが意外だったからだ。

　このグータラ女神は変なところで神望じんぼうがある。

　有名どころは、天界では頑固一徹で知られていた鍛冶神ヘファイストスだろう。あとは貧乏神ペニアなんかもそうだった。彼かの最強最悪クレイジーサイコ、超絶残虐破壊衝動女ハイパーウルトラヒステリーの女神ヘラだって。他の神々にロリ神など馬鹿にされているが、妙なところで神交しんこうがある。

　いい意味でも悪い意味でもヘスティアは平等フラットなのだ。誰も差別しないし、区別しない。無論ロキのように喧嘩を売ってくる相手や馬鹿にしてくる連中にはしっかり怒り返すが。

　彼女自身の権能もあって、確かウラノスや、あのゼウスだって一目置いていた気がする。

　地味ではあるのだが、聖火ほのおを絶やさない『不滅』を司る彼女の『神格』は本来高い。

　そんなヘスティアが……ディオニュソスを『怖い』と言う。

「だから十二神の席で揉もめたあの時も、喧嘩するくらいならボクが下りるよ、って言ったんだ。あんな張り詰めた空気、嫌だったしね」

　当時のヘスティアはぴょーんと椅子いすを下りた後、「仲良くやりたまへー」とすたこらさっさと十二神の神殿を後にしたそうだ。普通に想像できてしまう光景にロキはつい脱力してしまう。

　だが彼女が辞退して空席ができたため、その時のディオニュソスの『病気』も事なきを得たらしい。

「まぁ、誰も気付いてないみたいだったし、ボクの勘違いかもしれないけど」

　ヘスティアはそう締めくくった。

　顔を上げ、前を向けば、子供達の笑顔の輪に囲まれるディオニュソスがいる。

「でも、あの様子ならもう心配ないみたいだ。良かった」

　隣に立つロキは何も答えられなかった。

　代わりに、他にも情報を聞き出そうと口を開こうとしたが、

「おいドチビ、もっと詳しく話を──」


「って、あぁぁぁ!?　いけない、バイトに遅刻してしまう～～～～!?」



　自分の状況を思い出し、悲鳴を上げたヘスティアは、ぴゅーん！　と去っていってしまった。

「言いたいことだけ言って、去りよって……」

　止める暇もなく行ってしまった小さな背中に、伸ばしかけた手をだらんと下ろす。

　残されたロキは、今もうろたえているレフィーヤと一緒に、ディオニュソスのもとに視線を戻す。

　貴公子然とした男神は、今も泰然としながら、しかし愛おしそうに、子供達と戯れているのだった。
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　太陽が中天から西に傾きつつある昼下がり。

　都市のメインストリートは多くの人でごった返していた。

　種族ばらばらの亜人デミ・ヒューマンの往来は、常より心なし多いように見える。それを証明するように、貧民街スラム出身の者達が集団となって最低限の買物を済ませていた。

『ダイダロス通り』が『武装したモンスター』の出現によって戦場となったのは記憶に新しい。管理機関ギルドや【ガネーシャ・ファミリア】、そして【ロキ・ファミリア】が中心となって復興作業を続ける中、迷宮街の住民には修繕が済むまで仮の住居が与えられていた。彼等は貧民街スラムから離れた表通りの生活を余儀なくされているのだ。

　しかし、迷宮街の住民を始め、通りを行く者達の顔に苦痛や悲嘆といった色は見られない。

　地上に進出したモンスターの脅威が消え、安らかな日常が帰ってきたと安堵あんどしているのだ。

　そうだ、誰もが平和を享受している。

　本当の脅威──刻一刻と迫っている『都市崩壊の刻限カウントダウン』に気付くことなく。

「天界のディオニュソス様が、危うい神様だったなんて……」

　笑顔が咲く人通りを見るともなく眺めながら、レフィーヤは呟いた。

　大型の魔石街灯の下、こぼれ落ちた声の欠片かけらが、雑踏に吸い込まれて消える。

（フィルヴィスさんは、この話、知っているのかな……？）

　女神ヘスティアの言っていたことを振り返り、そんなことを考えると、

「すまない、レフィーヤ。待たせたか？」

「あ……フィルヴィスさん！」

　当のエルフが人混みを縫って目の前までやって来た。

「……？　どうした、何かあったのか？」

「あ、いえ、何でもありません」

　ディオニュソスの件が脳裏にちらついたレフィーヤは、苦笑と一緒に誤魔化した。

　彼を敬愛するフィルヴィスに、このような話をするのは気分を害すだろうと思ったからだ。それに高潔な彼女なら、主神の過去に何があろうと支え続けるだろうと理解もしていたから。

「ごめんなさい、無理を言って時間をもらって……」

「いや、私もお前と話をしておきたかった。人造迷宮クノッソスの作戦が始まる前にな」

　最後の方は声をひそめながら、待ち合わせた大型街灯の下から移動を始める。

　打ち合わせを終えたロキが館に帰った後、レフィーヤは護衛の任を解かれていた。今はフィルヴィスがディオニュソスを本拠ホームに送り届けるのを待っていたところである。

　自ら誘っておきながら、レフィーヤは別段相談があるわけでもなかった。

　ただ、ここのところ忙しく、まともに会話する機会もなかったので、久々にゆっくりとフィルヴィスと話しておきたかったのである。

　どこか茶房カフェでも入るか提案すると、フィルヴィスは顔を振ってレフィーヤを連れ立った。

　市街を抜けて辿たどり着くのは、街並みを見渡せる高台。

　人気ひとけはなく、話を聞かれる心配もない、そんな場所だった。

「先程、私以外の団員……【ディオニュソス・ファミリア】の作戦参加が本格的に決まったそうだ」

「そう、ですか……そうですよね」

　街の眺めを見渡すフィルヴィスの言葉に、レフィーヤは深く頷うなずく。

　今回の作戦は人手を必要とする。戦闘能力は【ロキ・ファミリア】と比べるまでもないとはいえ、人員の多い【ディオニュソス・ファミリア】が参加するのは必然といえた。

　今までのようにフィルヴィス一人ではない。ディオニュソスも本気だ。

「レフィーヤ……お前も今度の作戦に参加するのか？」

「……？　はい、勿論です」

　背を向けたまま尋ねるフィルヴィスに、レフィーヤは眉を怪訝の形に曲げた。

　同時に、既視感も覚えた。

　そう、あれは約四ヵ月前、『遠征』前の特訓の際にも同じことを尋ねられた。

　あの時は、フィルヴィスは障壁魔法ディオ・グレイルをレフィーヤに授さずけてくれた。

　そして今は──

「──レフィーヤ、オラリオから離れないか？」

　そんなことを提案してきた。

「なっ……」

「この作戦が終わるまで、都市の外にでも。どこか遠い街、あるいは同胞の里でも構わない。一人が嫌というのなら、致し方ないが私も付いていこう。ディオニュソス様の護衛を外れるのは避けたいが、仲間アウラ達が作戦に参加するというのなら任せられる。お前一人外れても、【ロキ・ファミリア】ならば大きな痛手には──」

「ま、待ってっ。待ってください、フィルヴィスさん！」

　レフィーヤは、気付けば声を荒げていた。

　こちらも見ず言葉を重ねてくるフィルヴィスに向かって、身を乗り出す。

「何でいきなり、そんな!?　確かに私は半人前かもしれませんけどっ、決戦を前に一人で逃げ出す卑怯ひきょうな真似まねなんて、できません！　私だって、高潔な種族エルフなんです！」

　突然の提案に混乱を来し、何を言っているのか発言の真意を問うてしまう。

　そんなレフィーヤに対し、フィルヴィスはしばしの沈黙の後、振り向いた。

「お前は、死ぬ」

「え……」

「前回の侵入で、それがよくわかった」

　そこで、じろり、と。

　フィルヴィスは真剣シリアスな空気を霧散させ、非難の半眼でレフィーヤのことを見つめてくる。

「あ、あれ？」と汗を滴らせるレフィーヤは、フィルヴィスの言うところに覚えがあった。

　一度目の人造迷宮クノッソス侵入の際、レフィーヤは相当な『無茶』をやったのだ。

　それこそ行動をともにしていたフィルヴィスに大声で怒鳴られるほど。当然その後は敵派閥主神のタナトスと出くわし取り囲まれるわ、雄牛型グガランナの『精霊の分身デミ・スピリット』と対峙たいじするわ、控えめに言っても死んでもおかしくなかった。

　フィルヴィスは当時のことを根に持っている、もとい危惧しているのだろう。

「お前は自分のことを蔑ないがしろにする。そして、犠牲を払う」

「そ、そんなことは……」

「いいや、わかる。お前は必ず……絶望する」

　そこで初めて、フィルヴィスは感情をあらわにした。

　声音に込められるそれは悲観にも、懇願にも、レフィーヤには聞こえた。


「私は、あの日から初めて…………そう、初めて、失うのが怖いと思っている。私の執着はディオニュソス様だけの筈だったのに……お前が失われてしまうのが、怖い」



　あの日、というのが『27階層の悪夢』であると、レフィーヤは察してしまった。

『死妖精バンシー』という忌いみ名で蔑さげすまれ、心を凍てつかせていたフィルヴィスは、そんなにもレフィーヤのことを想ってくれるようになっていたのか。

「頼む、レフィーヤ……私の願いを、聞いてくれないか？」

　とても嬉しい。本当に、とても。

　けれど。

　フィルヴィスの切実な眼差しを前に、一度うつむいたレフィーヤは、顔を上げた。

　揺るがない意志を伴って。

「ごめんなさい、フィルヴィスさん」

「……」

「私は、逃げません」

　フィルヴィスの赤緋の瞳が悲しみに細められる。

　それに胸が疼うずくのを感じながら、レフィーヤはぐぐっと、眦まなじりを吊つり上げた。

「それに──あのヒューマンだってＬｖ．４になったんです！」

「は……？」

「ベル・クラネルです！　ベル・クラネル!!　新しい二つ名までもらって、『遠征』の強制任務ミッションが確定！　『冒険者期待の星』なんて鼻で笑ってしまうようなことまで言われて！　あのヒューマンはそういうんじゃないんです！　あの男は、もっと、もっと……!!　フィルヴィスさんだって噂うわさくらい聞いたでしょう!?」

「あ、ああ……」

「別に平気ですし!?　私だってロキにお願いすればすぐにＬｖ．４に昇格ランクアップできますし！　決して追い抜かれたわけじゃないですから！　追いつかれはしてしまいましたがぁ……!!　まっ、まだまだっ、勝負はこれからです！」

「レ、レフィーヤ……？」


「そうですっ、だから私は逃げるわけにはいかない！　あのヒューマンは、あの黒い猛牛ミノタウロス相手にも逃げなかった！　とても熱くて、強くて、お腹なかの中が煮えくり返るほど気高かった！　わ、私だってあれくらいっっ……！　それともあれですか、フィルヴィスさんもあのヒューマンにできて私にはできないっていうんですか!?」



「い、言ってないぞっ」

「私だって！　やれば！　できるんです！　いいえ、やってみせます!!」

　地団駄じだんだに合わせて、吠ほえる。

　目をぎゅっと瞑り、両手で拳こぶしを作って、顔を真まっ赤かにしながら。

　途中から怒りとか悔しさが再燃して歯止めが利きかなくなったが、偽いつわらざる本音であった。

　ふんがっ、ふんがっ、と志を新たにする同族の姿に、切願していた筈のフィルヴィスは汗を流していた。

「……だから」

　やがて。

　ようやく頭から熱が去ったレフィーヤは、目の前の赤緋の瞳を見つめ、最後に言った。

「私は、アイズさん達の力になります。恐怖にも、絶望にも立ち向かって……みんなを救ってみせる」

　それは魔導士の矜持きょうじでもあった。

　自分を守る冒険者達を救う剣にも、盾たてにもなりたい。

　リヴェリアや、アイズに教えられた言葉が、今はレフィーヤの『誓い』になっている。

　もう心が弱い魔導士はどこにもいない。

　とある少年と同じように、強く成長している少女は、フィルヴィスの望みを断った。

　一瞬、風が流れる。

　絹のような滑らかな濡羽色の髪と、山吹色の髪がともに揺れた。

　街の喧騒けんそうが遠い高台の上で、フィルヴィスはややあって、笑った。

「お前は本当に、我儘わがままで、頑固で……気高いエルフだ」

「ぁ……」

　まるでレフィーヤの答えなどわかりきっていたように潔く、同時にどこか儚はかなく。

「ならば、私がお前を守る。お前だけは、決して死なせない」

「フィルヴィスさん……」

「この身に代えても」

　それはいつか、どこかで聞いたことのあるものと同じ言葉だった。

　レフィーヤと同じように、フィルヴィスにも『誓い』になっているものがある。

　この身に代えてもなんて、そんなことを言わないでほしい。そう言おうとしたレフィーヤは口を噤む。自分と同じように、それだけは譲れないと赤緋の瞳が言っている。

　だからレフィーヤは、眉を下げて笑った。

「勝ちましょう、この戦いに。そしてちゃんと二人で……戻ってきましょう」

「……そうだな。そうなるよう、つくそう」

　彼女らしい返答に、微笑を交換する。

　青空の下、レフィーヤとフィルヴィスはどちらともなく歩き出した。

　決意を交わした高台を後にして、前へと進み始める。

「でも……都市の外に出るっていうのは、いいかもしれませんね」

「えっ？」

　肩を並べながら、レフィーヤはふとそんなことを口にしていた。

　意外そうな顔をするフィルヴィスに、笑みを見せる。

「フィルヴィスさんと知り合ってから、ずっと戦いっ放しでしたから。だからこの戦いが終わった後、二人で旅行でもしませんか？」

「レフィーヤ……」

「どうせなら私の里なんていかがでしょう？　あともう少しすれば、大聖樹が『光冠』を宿すんです。他の里では見られない『ウィーシェの森』だけの特徴らしくて、とっても美しいんですよ！　花冠を被ったみたいに、きらきらと光の破片が散って……」

「……極東の、桜のように？」

「はい！　それに私しか知らない花園もあるんです！　そこもびっくりするくらい綺麗きれいなんです！　だから……一緒に行きましょう」

　故郷である『ウィーシェの森』を語る。

　二人で見るレフィーヤのとっておきの光景はきっと素晴らしいものだろう。もしかしたら花園の方はもう誰かに見つかってるかもしれないが、それでもいい。そこで作ることのできる思い出は、レフィーヤとフィルヴィス、二人だけのものになる筈だから。

　この戦いを乗り越えて。

　必ず見に行こうと。

　レフィーヤは約束を持ちかける。

「ああ……」

　花のように笑うレフィーヤの目の前で。

　フィルヴィスは、透明な笑みを湛えた。

「全てが終わったら、行こう。約束だ」
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【フレイヤ・ファミリア】の本拠ホーム『戦いの野フォールクヴァング』では、その名の通り日夜、団員同士の『熾烈な戦い』が繰り広げられている。

　模擬戦というには激し過ぎる戦闘、鍛練という名の『殺し合い』。主神フレイヤの寵愛を勝ち取るため、誰もが誰よりも強くならんと激しい剣戟を交わすのだ。

　──だが、その日、【フレイヤ・ファミリア】の団員達は動きを止めていた。

　四壁に囲まれた原野の中、武装しておきながら立ちつくし、同一の方向を向いている。

　時刻は西の空を茜色あかねいろに染める黄昏たそがれ時どき。

　彼等は一様に、その『戦い』に目を奪われていた。

「ぬんっ！」

「くっっ!?」

　巻き起こる轟音ごうおん、めくり上がる大地。

　弾はじけ飛ぶ草花と土塊つちくれの中を、衝撃によって吹き飛ばされる金髪金眼の少女の体が泳ぐ。

　猪人ボアズの繰り出した大上段の振り下ろしを間一髪のところで回避したアイズは、原野を砕く一撃に戦慄せんりつすることも許されず、瞬時に側面へ迫った追撃に対処を余儀なくされた。

「ふっっ！」

　迫りくる大剣に、愛剣《デスペレート》を叩たたきつける。

　目を細めるオッタルを前にアイズは加速し、周囲で見守る【フレイヤ・ファミリア】達の呼吸を奪うほどの壮烈さをもって、斬り結び、斬り結び、斬り結んだ。

　オッタルとの『鍛練』。

　都市最強のＬｖ．７に申し込んだ訓練が、今日も激しい旋律をかき鳴らしながら続けられている。

　特訓を求められたオッタルは、アイズに助言などしなかった。

　ただひたすらに打ち合う。それだけだ。

　酷烈な実戦形式。己おのれとの戦いの中で全て学べと言わんばかりの剣と剣の打ち合いである。口下手なアイズも少年ベルとの鍛練の時に同じ形式を取ったが、こちらと比べてしまえば遥はるかに可愛いものだった。

　なにせオッタルには導く意志がない。

　アイズ自ら切り拓くことが当然であるかのように、猪人ボアズの武人はただ強過ぎる力を叩きつけてくるだけだ。武器は刃など潰しておらず、下手を打てば命などあっさり失う。事実、オッタルはアイズがくだらない失策ミスを犯せば容赦ようしゃなく一刀両断するだろう。

　アイズは連日、ボロボロだった。

　日が上る前から特訓を開始し、日が沈んだ後もなお戦い続ける。大地に転がって月夜を仰ぐのが許されるのは日付が変わる頃。一日が終われば大地に横たわり、束つかの間ま意識を落としては早朝から再び訓練を開始する。ベッドさえ与えられない。フレイヤお付きのヘルンと呼ばれる少女が、流石に見かねて着替えや水拭ふきを用意してくれなければ、身を洗うこともままならなかっただろう。

　特訓が始まって既に七日目。

　アイズは自分が、かつての白髪の少年と同じ立場になっていることに気付いた。

　本来ならばそれがおかしくて、くすぐったくて、小さく笑っただろうが、今はそんな余裕すらない。

　絶え間なく迫りくる剛撃の嵐あらしに、右手が持つ剣を閃ひらめかせ続ける。

「遅い」


「～～～～～～～～っっ!?」



　強力な一撃が見舞われた。

　防ぎきれず吹き飛んだアイズは何度も地を転がり、ようやく止まったところで片膝かたひざをつく。肩で息をする彼女に対し、オッタルは汗一つかかず涼しい顔をしていた。
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　既にアイズの『風』は品切れ。

　訓練開始から発動していた【エアリエル】は昼前には精神力マインドが切れ、純粋な白兵戦を演じている。強力な『魔法』がもたらす肉体への負荷だけは、オッタルに押し付けられた万能薬エリクサーの山で誤魔化し続けていた。

　ここでも驚嘆するのはオッタルの底なしの強靭力タフネスだろう。

　こちらが『風』を纏おうと纏うまいと、アイズを完封し、圧倒する実力。

　アイズは悔しさを滲ませながら、傷をこさえ泥に汚れた頰を腕で荒々しく拭ぬぐった。

「……【剣姫】」

「……？」

　と、そこで。

　構えを解いたオッタルが珍しく、というより鍛練の中で初めて問いを投げかけてきた。

「お前がこうまでして戦わんとしている相手は、どれほどのものだ？」

　今日までの特訓の日々の中で、死に物狂いで挑みかかってくるアイズの覚悟と迫力は、オッタルも認めるところなのだろう。

　己との特訓の先に待ち受ける『目標』に、都市最強のＬｖ．７は初めて興味を示した。

「……わからない。相手の底が、見えない」

　対して、アイズは正直な感想を述べた。

　脳裏に想起するのは血のような赤髪を揺らす怪人クリーチャー。

　Ｌｖ．６の昇華ランクアップ時に追い抜いたかと思えば、まさに人外の速度でアイズを上回っていった『強化種』。アイズの目の前でそうしたように、『魔石』を取り込むことで更なる力を付けているのだとしたら、もはや安易な戦力想定などできる筈がない。

　その上で、アイズは何度も言い淀んだ後、己の見解を打ち明けた。

「でも、純粋な能力ステイタスなら……きっと、今の貴方より、強い」

「……」

　人造迷宮クノッソスで戦った時点での力量を振り返るアイズに、オッタルは双眼を細めた。

　まるで己の闘争心があおられたかのように。

　恐ろしいのは、目の前にいる猪人ボアズも『全力』ではないということだ。

　この武人は『魔法』はおろか『スキル』も一切いっさい使わず、純粋な能力だけでアイズと渡り合っている。アイズの『風』を、アイズの必殺さえも、その肉体だけでねじ伏せる。

　凄すさまじい戦闘経験に基づいた圧倒的な『技と駆け引き』をも駆使して。

　何より──アイズはオッタルの『種族』を顧みて、彼にはまだ『切り札』があるということを確信している。

「怪人クリーチャー、か……タンムズから聞いてはいたが……」

　ふとした呟きの中に、怪人クリーチャーの名が出てきたことにアイズが驚いていると、オッタルは気にせず言葉を続けた。

「【剣姫】。お前と打ち合って、わかったことがある」

「？」

「お前は自分で思っているほど、対人戦に秀でていない」

「!?」

　突如として言われ、アイズはぎょっとした。

　同時に、がーん！　と衝撃を受けてしまった。

　自惚うぬぼれというわけではないが、一応アイズにもここまで頑張ってきた自負というか、まぁ周囲から【剣姫】と呼ばれるくらいには色々自信みたいなものはあったのだ。

　それを自分より格上──都市最強の男から否定されれば、衝撃の一つや二つくらい受ける。

「周囲と比べれば遥かに突き抜けている。お前は十分強い。……だが、俺おれやフィン達と比べれば、温い」

「……！」

「俺達の時代には男神ゼウスと女神ヘラがいた。俺達の反攻などものともしない化物達が……。あの時代、あのオラリオにいた者達は、否応いやおうなく対人戦を突き詰めざるをえなかった」

　昔日せきじつの記憶に浸る武人の言葉は、アイズの胸を穿うがった。

　フィン達もくぐり抜けてきた激動の時代。都市の『暗黒期』──闇派閥イヴィルスとの抗争が終結するまで続けられた過酷の時代だ。

　やはり『経験』の重みは覆くつがえすことはできないのか。

　冒険者としてレヴィスに打ち勝つことはできないのか、そんな風にアイズは唇を嚙かむ。

「だが、勘違いするな。お前の本領は、そこにはない」

　しかしそこで、オッタルは語調を変えた。

　そして告げる。




「お前の剣けんの本質は『人と戦う剣けん』ではなく──『怪物を殺す剣けん』だ」




「!!」

　驚愕する。

　顔を振り上げると、そこにはアイズのことを見据える錆色の双眼が変わらず在あった。

「ダンジョンで戦うお前を何度か見たことがある。そして今回の鍛練を経て確信した。お前の剣けんはモンスターを殺すためだけに特化した業わざだ。……効率を突き詰め、雑念を廃し、傷を顧みず、執念を極めている。その一点に関して、お前は俺やフィン達を上回る」

　怪物を殺すためだけに振るわれる剣技。

　数多あまたのモンスターを屠ほふり、怪物の山を築く殺戮の刃。

　それだけは自分達でさえ後塵を拝すると、オッタルはそう言ったのだ。

　アイズは瞠目どうもくし、動揺する一方で、次に言うオッタルの言葉が予見できてしまった。

「お前は例の怪人クリーチャーと戦う際、相手を『人』として捉とらえているのではないか？」


「っ……！」



　そうだ。

　アイズはレヴィスを自分と同じ冒険者──あるいは『戦士』として剣を交わしてきた。

　ひとえにそれは彼女が人の形をしているから。意思の疎通が可能だったから。

　怪人クリーチャーという正体を知った後も、アイズはレヴィスを戦士として対峙してきた。

「真実『怪物』だという敵を『人』として捉えている以上、お前に勝機はないだろう」

　断言される言葉に、握っている剣が震える。

　オッタルは、アイズの『能力』を知っているわけではないだろう。

　背中に刻まれし『スキル』の全貌ぜんぼうを知り得ているわけでは。

　確かにレヴィスにその力を発揮すれば、これまでとは違った戦いができるかもしれない。

　だがアイズの『力』の根源は──『執念スキル』の力は今、迷っている。

　他でもない、あの月下で戦った少年の覚悟と竜の少女の涙によって、行き場を失っている。

　先程までより深い懊悩おうのうをあらわにするアイズに対し、オッタルは目を鋭く細めた。

「……『武装したモンスター』と相対して、迷っているか」

「！」

　この武人ひとは、どこまで──。

　ことごとく見透かされる心の内。

　汗を流し、喉のどが乾くアイズは、気が付けばもつれかける舌を動かしていた。

「貴方は、どうして、私のことが……」

「お前の事情など知らん。知らんが、わかる。お前の煮えきらない意志を、他ならないお前の剣けんが映し出す」

　火花を散らし、衝突し合う剣が全てを教えてくると、武人はそうのたまった。

　アイズは視線を手もとに下げた。

　そこには迷いを秘めた相貌を映す、銀の剣身があった。

「俺はお前の葛藤に決着をつける答えも、術すべも持ち合わせていない。そも興味もない。が、言うことがあるとすれば──」

　アイズより強い都市最強の冒険者は、言った。

「──己の全てをつぎ込まずして、何故なぜ己より強大な敵を打ち倒せる？」

　その言葉は、アイズの心をこれ以上なく強く揺さぶった。

　アイズは迷っている。正確には、先送りにしている。

『異端児ゼノス』という存在を。モンスターは必ず滅ぼすべき絶対悪と見なすべきなのか。

　しかし目の前の武人は、そんなものすら『些末』だと切り捨てた。

　超えるべき『壁』があるというのなら、己の全てをもって超えにいけと、そう言い渡してきたのだ。

　次の瞬間、オッタルは纏う空気を一変させ鋭く踏み込んできた。

　目を見張るアイズは何とか《デスペレート》を振り上げ、その強力な一撃を受け止める。

「お前には『炎』がある。一つ間違えれば己を滅ぼしかねない『黒い意志』が」

「……！」

「それに呑のまれるな。統べろ。そして、思い出せ」

　仮借かしゃくない剣撃、果てしない衝撃とともにもたらされる言霊。

　驚愕をあらわにする少女に、猪人ボアズの男はその『真理』を叩きつける。

「今からお前が立ち向かう難敵てきは──『通過点』に過ぎないことを」

「!!」

　アイズの脳裏で、一つの光景が再生される。

　荒れた冬の景色が。全てを失い、泣き叫ぶ一人の少女が。

　そして、辿り着かなければならない、たった一つの『悲願』が。


「──ッッッ!!」



　アイズは吠えていた。

　轟音をかき鳴らしながらオッタルの一撃を弾き返し、烈火のごとき反撃に乗り出す。

　背中が疼く。その背に刻まれる神の文字が。

　しかしそれは、アイズを呑み込む破滅の炎ではなかった。

　彼女の瞳が見据える先に立つ『目標』──一人の敵に向けられる戦意の猛火だった。

　呑まれずに、統べろ。

　決して履き違えるな。

　憎いから、滅ぼすのではない。

　仲間を、家族ファミリアを、この迷宮都市を──守るために打ち勝つのだ。


「あああああああああああああッッ──!!」



　アイズの意志に火がつく。

　これまでにはない力強さをもって、剣の嵐を巻き起こす。

「それでいい──」

　それは、オッタルでなければ行えなかった『発破』。

　アイズの『過去』を知るリヴェリアやガレス、フィン、ロキでは届けられなかった言葉。

　少女とは無関係で、何より【猛者おうじゃ】である彼でなければ教えられなかった、『決意の手段』である。

　アイズの剣技が加速する。

　討つべき敵を見据えて。

　目の前の武人に一人の女の影を重ねて。

　それに目を細めるオッタルは、ただ己の力をもって、応こたえるのだった。



















　アイズ・ヴァレンシュタイン

　Ｌｖ．６

　力：Ｈ100→154　耐久：Ｈ117→153　器用：Ｈ131→189　敏捷：Ｈ112→174　魔力：Ｈ154→Ｇ202

　狩人：Ｇ　　耐異常：Ｇ　　剣士：Ｉ　　精癒：Ｉ




「熟練度トータル２５０オーバー……どこ行っとったか知らんけど、大層な修行やってたみたいやなぁ」

　ロキの笑いを嚙かみ殺す声を、背中で聞く。

　上半身に何も纏まとっていないアイズは、手渡された【ステイタス】更新用紙を見て、静かに拳こぶしを握った。

　紙に蠟燭の火を灯ともし、燃やす。

　赤く燃えつきるのを見届けてから、戦闘衣バトル・クロスを纏い、顔を窓の外に向けた。

「さ、これで準備は終わり。──今日が戦争の始まりや」

　人造迷宮クノッソス攻略作戦開始、当日。

　東の空、朝焼けが始まろうとしていた。
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　都市南東部、『ダイダロス通り』は物々しい空気に包まれていた。

　武装した冒険者に、多くの憲兵。前者は都市の秩序を守る【ガネーシャ・ファミリア】で、後者は『ギルド』の職員である。

　現在、この貧民街スラムの住民達は誰一人としていない。

　表向きは街の修繕のため。『武装したモンスター』の地上進出によって戦場となった『ダイダロス通り』の復興を進めるという名目のもと、一般人は『ギルド』の指示で都市北西の仮設住居に移っている。

　真相は、今より始まる『攻略作戦』に巻き込まないようにするため。

『異端児ゼノス』が地下に帰った後も【ロキ・ファミリア】が他派閥と協力しながら復興作業に協力していた理由はここにあった。違和感なく迷宮街に常駐し、混乱を招かず、ごく自然に一般人を退去させ、厳重な『包囲網』を構築するため。指示に応じなかった無法者達はことごとく捕らえられ、強制退去させられている。

　聡い者は気付いただろう。

　喧騒けんそうを広げる周囲の区画に対し、この『ダイダロス通り』から不自然なほど一切いっさいの音が消失していることを。

「姉者！　今回の作戦、ギルド職員にはどう通達されているんだ!?」

「声がでかいぞ、イルタ。ダンジョン第二の出入り口の存在だけをほのめかし、今回はそれの調査という体になっている。職員の間にも余計な混乱を招かないよう、ロイマンが上手うまく手を回したらしい」

『ダイダロス通り』中央地帯。

　そこに陣を形成する【ガネーシャ・ファミリア】の中で、イルタと呼ばれた赤髪のアマゾネスが騒いでいた。

「すまない、姉者……だが私は苛立いらだっている！　第一進攻とやらに何故なぜ我々も参加できない！　あの小人族パルゥムのチビめ、いつも我々を便利屋扱いして……！」

「我々の任は『ダイダロス通り』の警備だ。一般人を立ち入らせないのは勿論、内から外に逃れようとする者も見逃すわけにはいかない。これも『包囲網』の一環だ」

　そんな彼女に応じるのは、藍色の髪を揺らす長身の麗人。

【ガネーシャ・ファミリア】団長シャクティ・ヴァルマである。

「それに、我々の他ほかに【ヘファイストス・ファミリア】も第一進攻からは外されている。フィンは決してこちらを蔑ないがしろにしているわけではない。逆に、この後のことを見据えての判断だ」

「……そういえば、確かに【単眼の巨師キュクロプス】が見えない。他の鍛冶師スミスはともかく、あの女を使わない手はないだろう。何か知ってるのか、姉者？」

「先日の迷宮街ここでの攻防戦の際、【ロキ・ファミリア】を強襲したらしい。信用を失ったわけではないが他の団員達の手前、今回の作戦そのものから外された。本人は拗ねていたな」

「何をやっているのだ、あの女は……」

　最上級鍛冶師マスター・スミスにしてＬｖ．５の力を持つ椿ツバキ・コルブランドの事情に、イルタは呆あきれ返った。

「……だが、やはり、納得いかない。我々も、仲間ハシャーナを殺されているというのに」

　そこで、イルタは唇を嚙み、様々な感情を覗のぞかせた。

　18階層の宿場街リヴィラで惨殺された剛拳闘士ハシャーナの仇討かたきうちに言及する彼女に、シャクティが一度押し黙っていると、

「怒るな、イルタ!!　クールになれ!!　そう、この俺おれガネーシャのように!!」

「黙れ、ガネーシャ！」

「うるさい、ガネーシャ」

　変な格好ポーズを決める象面の神が登場する。

　にべもない態度の眷族けんぞく達にまるでめげることないガネーシャは──姿勢を正し、纏っている雰囲気を変えた。

「俺達は復讐者でなくていい。群衆を守る盾たてであれば。逝いったハシャーナも、自分のせいで俺達が道を逸することは望んでいない筈だ」

　その言葉に、シャクティとイルタは軽く目を開いた。

　そしてその主神の姿に、すぐに頷うなずきを返した。

　振り返る彼等が見つめるのは、壁にぽっかり口を空けた地下への入り口。

　隠された魔窟、『人造迷宮クノッソス』である。




「あ、アミッド！　アミッドもこの作戦に参加するの!?」

　ティオナの驚きの声が、石造りの通路に反響する。

【ガネーシャ・ファミリア】が地上を警戒する中、【ロキ・ファミリア】を中心とした突入部隊は地下にいた。人造迷宮クノッソスの『扉』と面する『地下の隠し通路』である。

　冒険者がひしめく中で、ティオナとティオネは白銀の長髪を揺らす美少女を出迎えた。

「はい。フィン団長に要請されて、という理由もありますが、私の意志でもあります。それよりも……先に謝っておかなくてはなりません。我々の製薬作業のせいで作戦決行が遅れてしまい、申し訳ありませんでした」

「なに言ってるのよ。アミッド達が対呪詛専用アンチ・カースの秘薬を用意してくれなかったら、この作戦の成功率は大きく下がるって団長も言ってたわ」

「そうそう！　傷一つもらっちゃったら治せないんだもん！　突っ込んでもギャクサイってやつだよ！」

「玉砕よ、バカ」

　ティオネとティオナのやり取りに、頭を下げていたアミッドはほのかに笑みを浮かべる。

　都市最高の治療師ヒーラーと名高い彼女の衣装は、普段の【ファミリア】の制服ではなかった。ともにダンジョンへもぐる際にティオネ達がよく目にする戦闘衣バトル・クロスですらない。

　白を基調にした『法衣』。

　階層主戦を始め、アミッドが一介の治療師ヒーラーではなく【戦場の聖女デア・セイント】として出向く際に身に付ける本気の戦闘装束しょうぞくに違いない。手には水晶の長杖ロッド、腰の帯ベルトや小鞄ポーチには治療系の道具アイテムが備わっている。

　神聖な衣ころもを纏う聖女に【ロキ・ファミリア】の団員達が思わず見惚れてしまうのに対し、ティオナとティオネは「その格好久しぶりに見たー」「いつもの制服と違うから何か調子狂うわね」といつも通りの反応だった。

　そんな友人達の姿に、アミッドはもう一度笑みを漏もらす。

「アミッドもこっちに来たんだ？」

「はい。フィン団長と協議させて頂き、この北東の部隊に配備してもらいました」

　ティオナに頷きを返しながら、アミッドは複数の【ファミリア】が混合した部隊を見回した。

　突入部隊は、全ての勢力が一箇所にまとめられているわけではない。

　複数箇所存在する人造迷宮クノッソスの『扉』の前に分けられていた。




「ベート・ローガー！」

「な・ん・でッ、てめえがいやがる！　ガキアマゾネス!!」

　人造迷宮クノッソス、南東の門前。

　こちらの部隊にも【ディアンケヒト・ファミリア】の治療師ヒーラーが数人見受けられる中、ベートは激怒の声を上げた。

　目の前に現れた少女のアマゾネス、レナ・タリーに対する憤激であった。

「アイシャから聞き出したの！　【ロキ・ファミリア】なにやってるのーって！」

　露出の多い衣装から覗く褐色の肌を惜しみなく晒さらし、身振り手振り可愛かわいらしく、大袈裟オーバーに伝える。まだ成熟しきっていない色香を放つ少女のアマゾネスは、瞳ひとみの中身を満天の星空にして、興奮しながら当時のことを語り出した。

「言ってくれなきゃ所属派閥ヘルメス・ファミリアの下でコソコソしてるのバラすってすごいダダこねちゃったよ私！　あの姉貴分アイシャに『もう勝手にしろ』って言わせちゃったし、すごいよね、愛！」

「ただのクソガキの我儘わがままだろうが！　何が愛だァ！」

「とりあえず、私の愛、補給する？　作戦前できっと昂たかぶってしょうがない体、レナちゃんの瑞々しい肢体にぶつけてスッキリしとく!?」

　ドゴッッ!!　と一瞬を待たずして繰り出された鉄拳が少女の額に決まる。

　戯言をほざいたアマゾネスの頭蓋骨から鳴り響く凄すさまじい鈍重音。後頭部から倒れ込んだレナは「ぐみゅああああああああああ!?」と額を両手で押さえてゴロゴロのたうち回る。

　一連の会話を聞いてヒソヒソ話をする他派閥の団員達だったが、【凶狼ヴァナルガンド】の血走った瞳に睨にらみつけられると短い悲鳴を上げて視線を逸そらした。【ロキ・ファミリア】の団員達は言わずもがな、もはやお馴染なじみとなった光景に我関われかんせず、触らぬ神に祟りなしの姿勢を貫き通す。

　涙目になりながらフラフラと立ち上がるレナは、めげずに笑顔を浮かべた。

「それでね、アイシャは【ヘスティア・ファミリア】の遠征に付いていっちゃったみたいでさ！　私にも絶対に関わるなって言ってたんだけど！」

「じゃあ来るんじゃねえ、馬鹿ばか女……」

「でもやっぱり、来ないのは違うなって思って！」

　聞いてもいないのにペラペラと喋しゃべるレナに、ベートは心底辟易した表情を見せる。

　そんな彼に、レナは身を乗り出した。

「ベート・ローガ!!　私も一緒に……！」

「余計な真似まねすんな」

　間髪入れず、がしっ、と少女の頭を右手で摑つかむ。

「ぐむぉ!?」と奇声を上げるレナに対し、ベートは殺気すら滲にじむ真剣な表情で告げた。

「来るんじゃねえ」

「っ……」

「てめえは、雑魚だ」

「……」

「いいな？」

「……うん」

　普段の調子の鳴りをひそめ、レナはしおらしく頷いた。

『弱者』である彼女は、彼の『雑魚』に込められた言葉の意味を理解している。

　灰色の空の下、雨に打たれながら一度はベートを窮地に追い込んでしまったレナは、悔しさや悲しさ、切なさを滲ませて、身を引いた。

「……地上に残って、【ガネーシャ・ファミリア】と一緒にいろ。いいな」

　そう言って、ベートはさっさと背を向けた。気遣う素振りは一切なく、突き放した。

　その冷たくて乱暴な背中に、レナは優し気な笑みを浮かべ、こくりと頷く。

「……ベート・ローガ、帰ってきてね。いってらっしゃい」

　そして、ぎゅっと背中に抱き着いた。

　瞼まぶたを閉じて雄の体温を頰ほおで堪能した。

　すぐに凶悪な肘鉄が放たれ、「ぎにゃー!?」と弾はじき飛ばされたが。

「なぁ、あのアマゾネス、べらべらアイシャのこと言ってるぞ……うちの【ファミリア】の違法、バレるんじゃないか、アスフィ～？」

「貴方の口の軽さとどっこいどっこいですよ、ルルネ。つまり私の頭痛が酷ひどくなるだけなので、安心なさい……」

　一方、かまびすしいベート達のやり取りを遠目に見るのは【ヘルメス・ファミリア】の一団である。

　なぁなぁと肩を叩たたいてくる犬人シアンスロープの少女に、水色アクアブルーの髪を揺らすアスフィは目もとに凝り固まった疲労を、眼鏡めがねをかけ直す仕草しぐさで隠した。

　虎人ワータイガーのファルガーや小人族パルゥムのメリルなど、他の団員達から気の毒そうな視線が集まる。

「同盟を組んでたんだから、この第一進攻に参加しなきゃいけないのはわかるけど……滅入めいるよな～。罠トラップ解除はまだいいとして、馬鹿でかい迷宮を地図作成マッピングしろなんて。しかもこの迷宮、めちゃくちゃヤバイんだろ？」

「我々のすることは【ロキ・ファミリア】の後についていくだけ、彼等が掃除した道をこそこそ調べる簡単な仕事……それ以上でも以下でもありません。肩の力を抜いておきなさい」

　今から憂鬱ゆううつな声を上げるルルネに、アスフィは嘆息するとともに意識を切り替えた。

　この『前哨戦』がいかに重要か理解している神ヘルメスの右腕は、怜悧な団長の仮面を纏うと同時に心を引き締める。

「それに……こちらには、強力な援軍が付いていますからね」

　彼女が視線をずらすところ。

　背後にはフードを深く被かぶった覆面の冒険者──エルフが一人、黙ってたたずんでいた。




「レフィーヤ！」

「フィルヴィスさん！」

　南西の門前に展開する部隊の中。

　こちらに駆け寄ってきたフィルヴィスに、レフィーヤも声を上げた。

「フィルヴィスさんもこの部隊に？」

「ああ、ディオニュソス様の護衛の都合上な。お前もこちらにいて何より──」

　同じ部隊に配属され喜び合おうとしたエルフ達だったが、そこで、フィルヴィスの言葉を断ち切る者がいた。

「ディオニュソス様の護衛、ですか。すっかりあの方の右腕気取りですね。27階層での不幸を我が物のように嘆なげき、同情を引いて、寵愛を独占しただけのくせに」

「アウラ……」

　言葉の端々に非難の色を滲ませるのは、レフィーヤ達と同じエルフの少女だった。

　黒髪のフィルヴィスに対し、結わえられた白の長髪。瞳は深い紫紺で、年はレフィーヤ達より一つ二つ上か。

　身に着けている戦闘衣バトル・クロスは赤と黒を基調としており、魔導士を証明する長杖は月下美人はなを模しているのか一風変わった作りとなっている。一般的なエルフと共通して潔癖さが滲み出ていて、言い換えれば神経質そうなきらいがある。
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　アウラ・モーリエル。

【ディオニュソス・ファミリア】の副団長で、Ｌｖ．２。二つ名は【葡萄の杯クラーテル】。

　入団時期はフィルヴィスとほぼ同期で、彼女達の【ファミリア】の中では一番の古株だった筈。同盟を組む際、一通り【ディオニュソス・ファミリア】の構成員を調べていたレフィーヤには覚えがあった。

「あの方を連れて、こそこそと動き回っていると思ったら、こうして【ファミリア】まで巻き込んで……今度は私達を殺しますか、『死妖精バンシー』？」

「……！」

　アウラの放ったその『死妖精バンシー』という言葉に、レフィーヤは敏感に反応してしまった。

　それは『27階層の悪夢』以来、自分以外の仲間をことごとく全滅させたフィルヴィスに付けられた渾名だ。パーティ殺しの妖精エルフとして、彼女は団長にもかかわらず【ディオニュソス・ファミリア】内で煙たがられているということも知っている。

「……すまない、アウラ」

　非難の眼差まなざしに晒されても、フィルヴィスは謝罪のみで何も言い返さない。

　アウラは六年前、『27階層の悪夢』があった日、パーティから外れていたらしい。当時の団長を含めた先達を死なせ、みすみす生き残ってしまったフィルヴィスは彼女に負い目があるのかもしれない。そして実際、アウラも恨んでいるのだろう。六年経たった今でも二人の溝が埋まらないほど。

　他にも、アウラはフィルヴィスと同じくディオニュソスに心酔しているのだろう。

　口にした通り、当代の団長まで指名され主神の隣を牛耳るフィルヴィスに対し、女の感情が見え隠れしている。古参である彼女の感情が、様々な要素と絡からみ合いフィルヴィスを派閥から遠ざけていただろうことは想像に難くない。

　フィルヴィスが隣でうつむく中、レフィーヤは代わりに反論しようとした。

「……けれど、今だけはくだらない確執は捨てます」

「えっ？」

　その驚きは、レフィーヤとフィルヴィスの両方のものだった。

　アウラは不承不承ふしょうぶしょうの表情を浮かべながらも、はっきりと告げる。

「事態は把握しています。そしてディオニュソス様にも言われました。これは殺害された仲間達の弔とむらい……くだらない因縁で同じ眷族ファミリアをないがしろにする理由はない」

「アウラ……」

「精々【ロキ・ファミリア】の邪魔にならない程度には、協力しましょう。貴方もその同胞に縋すがってないで、役目を果たしてください」

　背を向けるアウラは嫌味を言い残しながらも、はっきりと協力と言った。

　レフィーヤはそれが、嬉うれしかった。

　同じ【ファミリア】に、フィルヴィスのやってきたことが認められたことが。

「良かったですね、フィルヴィスさん」


「…………ああ」



　レフィーヤが笑いかけると、フィルヴィスも笑った。

　それは長い時間を経て歩み寄ってくれた同胞に感謝するような、それでいて『許されてしまった』ことを悲しむような、そんな笑顔だった。

「大丈夫なんか？　自分とこの子らは？」

「フィルヴィスと他の団員達には隔たりがある。が、何とか今回だけはその溝を取り払ってもらった。アウラも聡い子だ、都市の存亡がかかっている作戦に私情を持ち込まないさ」

　──そんなフィルヴィス達とのやり取りを遠巻きから眺めていたロキが疑問を呈すると、隣にいるディオニュソスは髪をかき上げながら答えた。どこか自分の可愛い眷族達を自慢するような響きがある。

　キザったらしいそんな仕草に、ロキはかーっと舌を出した。

「儂からすれば、お主等が付いてくることの方が大丈夫なのか問いたいところじゃが……」

「すまんなーガレス！　けど、うちらが必要になる時が必ず来る！　絶対、きっと、多分！　だからしっかりうちら守ってな～」

　神々の言葉に口を挟むのはこの南西部隊の指揮を任されているガレスである。

　重装や兜かぶとなど完全武装のドワーフは半眼になって、肩に回してくる主神の腕を暑苦しいとばかりに引き剝はがした。

　ロキとディオニュソスの両主神もまた、今回の第一進攻に加わる。

　闇派閥イヴィルス残党を統べるタナトス、そして全ての黒幕と考えられる『エニュオ』を追い詰めるためには、神々の力が必要という判断からだった。

「すまないね、【重傑エルガルム】。だが私はともかく、団員達は存分に使ってくれ。先程も言ったように、今だけは私の【ファミリア】も一丸になっている」

　そこで、ディオニュソスは双眸そうぼうを細めた。

「眷族の復讐を果たすためにも、ね」

　普段、感情が見通せない筈のその瞳には、一つの神意しんいが鮮やかに、強烈に浮かんでいる。

　黙るガレスと並んでそれを見つめていたロキは、懐ふところから取り出したものを放った。

「念のためや。……持っとけ」

　ディオニュソスに投げ渡されたのは、一つの水晶。天然のものとは異なり、不可思議な光を結晶の奥にたゆたわせている。

　ロキの手の中にも、同種のものが握られていた。

「……ありがとう、ロキ」

　軽く目を見張ったディオニュソスは、無愛想ぶあいそうにこちらを見つめてくる女神に、微笑ほほえみかけた。




「──総員、準備」

　そして。

　始まりを告げようとするフィンの言葉は、短かった。

　人造迷宮クノッソス北東の門前。長槍ちょうそうを持つ小人族パルゥムの周りにいる団員達が、一斉に強い緊張と獰猛な戦意を纏う。

　フィンは『遠征』の時のように、士気向上のための演説をすることはなかった。

　もはや不要とばかりに、その鋭い眼差しだけで語る。

　一度視線を落とすのは自分の手もと。ロキ達が持っているものと同じ、拳大の水晶。

　魔道具マジックアイテムから光が発しているのを確認した後、顔を上げ、固く閉ざされた最硬金属オリハルコンの門に向かって吠ほえる。

「作戦開始!!」

　先頭の団員が『鍵かぎ』を掲げ、門が開口する。

　鬨の声を上げ、冒険者達は人造迷宮クノッソスへと突入した。
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「時間だ」

　手に持つ魔道具マジックアイテム『眼晶オクルス』から轟とどろいてくる冒険者の怒号、そして無数の足音を聞き、フェルズは顔を上げる。

　ダンジョン18階層、『夜』の迷宮の楽園アンダーリゾート。

　菊マムの花のごとく天井てんじょうに生え渡る白水晶が沈黙し、日中の地上とは異なり階層全体が暗闇に包まれる中、怪物達の影が蠢うごめく。

　武装した『異端児ゼノス』達は階層東端、人造迷宮クノッソスの出入り口前に陣取っていた。

　フェルズの『眼晶オクルス』による情報伝達。他の部隊を預かるガレス達もこの魔道具マジックアイテムを持っており、作戦開始の合図に呼応している。

　地上とダンジョンの垣根さえ取り払い、人と怪物の連合軍は多方面からの進攻を開始する。

　武装した蜥蜴人リザードマンの爪つめが地面を踏み締め、石竜ガーゴイルの石の翼が広がり、歌人鳥セイレーンもまたそれに倣ならった瞬間、フェルズは号令を打った。

「一連の戦いに決着をつける。──行こう！」

　怪物達もまた咆哮ほうこうを上げ、魔窟へと侵入するのだった。
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「がるぁあああああああああああああああああああ!!」

　凶暴な狼人ウェアウルフの咆哮が、進路上の障害を駆逐する。

　水黽ミズグモ型の極彩色モンスター『ヴァルグ』の大群は、熾烈な蹴撃によって比喩抜きで爆砕された。

「ベートから振り落とされないでっ！　一気に進む！」

　凄まじい進撃力をもってモンスターの壁を蹴け散らしていくベートに続くのは、アナキティが指揮する【ロキ・ファミリア】。楔のごとく大通路の道を切り開くベートを他所よそに、可憐かれんな猫人キャットピープルの剣が横道から溢あふれてくるモンスターを疾走そのまま切り払う。たとえ彼と彼女が取りこぼしたとしても、Ｌｖ．３を誇る上級冒険者達が流れるようにモンスターを屠ほふっていった。血袋と成り果てる怪物の死骸しがい、数え切れない極彩色の『魔石』、大量の灰を踏み荒らしながら、激しい軍靴の音を奏でる。

　人造迷宮クノッソス一層、南東部。

『鍵』で『扉』が開いた瞬間、突入部隊は全力の突貫をもって戦端を開いた。

　待ち構えていた闇派閥イヴィルス残党の戦慄せんりつをさらい、一気呵成いっきかせいに打ち破るほどの突撃チャージ。まさに蓄積されていた怒りと憎悪を爆発させ、人造迷宮クノッソスに侵入したのである。

　団員達にはフィンから作戦内容が伝えられている。

　威力偵察にして、攻略戦。

　第二進攻が本番メインだとしても敵の本拠地に足を踏み入れた以上、蹂躙じゅうりんしない理由は存在しない。広大な迷宮をできる限り地図作成マッピングした上で、主要施設に打撃を与えるのだ。

　最優先目標は二つある。

　一つは『精霊の分身デミ・スピリット』の発見。

　もう一つは、敵首魁の確保。

　ここで言う首魁とは人造迷宮クノッソスの設計を一手に引き受けていると予測されるバルカと、闇派閥イヴィルス残党の主神タナトスだ。

　彼等を拿捕することが迷宮情報の把握、及び闇派閥イヴィルス残党の無力化に繫つながる。体の構造を網羅された上に頭を潰つぶされたとなれば、生物だろうと組織だろうともはやそれは脅威足りえない。

　この第一進攻では『速さ』が重要だとフィンは語った。

　敵に立て直す暇を与えず、反撃の機会すら許さない。

　今回の進攻をもって闇派閥イヴィルス側の勢力に事実上の止めを刺すと。

　団長の命めいに従い、何より失った仲間の雪辱を晴らさんと、【ロキ・ファミリア】は怒涛どとうの行軍を続けていく。

「正面奥、あとは右に『扉』があんぞ！」

「先に右を開ける！」

「雑兵ひとの『臭い』が漏れてやがる！　『罠わな』でくたばるんじゃねえぞ！」

「そっちこそ、時機タイミングを合わせなさいよ！」

　両手に装備した双刀、《デュアル・ローラン》をもってモンスターを解体していくベートの叫びに、間髪入れずアナキティが応こたえる。彼女が持つ『ダイダロス・オーブ』が『扉』を解錠すると、ベートの宣言違わず、待ち構えていた闇派閥イヴィルス残党達の一斉砲撃が行われた。

　先読みしていたベートが金属靴メタルブーツ《フロスヴィルト》に『魔法』を吸収させ、生じた間隙にアナキティ達が滑り込み、敵部隊へと切り込む。

「なぁ!?」

　あっという間に混乱に陥おちいるのは残党達だ。

　飛び抜けた戦闘能力を誇る第一級冒険者を筆頭に、アナキティ達が敵勢を無力化していく。自爆装置をもって特攻を仕掛けてくる者は『魔法』や『魔剣』をもって対処し、容赦ようしゃなく自滅させた。

　ベートを中心に組まれた南東の部隊は獣人が中心となって配備されている。

　優れた五感を駆使し罠や迷宮の構造を探知する、地図作成マッピングの主要部隊だ。以前『妖精部隊フェアリー・フォース』に加わってその力を遺憾なく発揮した兎人ヒュームバニーのラクタも参加している。

　過去リヴェリア達とともに開拓した、この人造迷宮クノッソス南東の領域を彼女の道案内ナビのもと突き進んでいく。

「後続、『柱』急ぐっす！　アキ達を見失ったら駄目っすよぉ！」

　ベート達が開いた『扉』は、後続部隊に当たるラウル達が直ちに『補強』する。

　上方に開口した『扉』の下に立てられるのは、三本の金属柱。

　左端、右端、中心に設置される太い柱の正体は超硬金属アダマンタイトや白剛石ヴァルマーズである。

　せっかく開けた『扉』を遠隔操作で下ろされ、部隊を分担されるのを防ぐ、言わば『支柱』だ。破壊不可能な最硬金属オリハルコンの『扉』といえど閉じられなければ無用の長物。その重量をもってしても上位金属の柱は破壊できない。

　十日間という準備期間のうちにフィン達が揃そろえさせた、人造迷宮クノッソス攻略のための物資の一つである。

「拠点を設ける！　地図作成者マッパーどもはそこを中心に作業を進めろ！」

　──一方、南西の部隊。

　ガレスが指揮をする部隊もまた、ラウル達と同じように『柱』を設置していた。

　最硬金属オリハルコンという超稀少素材を用いている以上、『扉』の密集地帯が存在する可能性は限りなく低い。まともな考えを持つ者なら道筋ルートの要所に『扉』を設置するだろう。周囲の安全性を確保した上で、柱を立てた位置を拠点にし、地図作成者マッパーを散開させていく。

「護衛は必ず随伴しろ！　【ディオニュソス・ファミリア】の者達をやらせるなよ！　クルス、ナルヴィ、敵は必ず退路を押さえにかかる！　殿は任せたぞ！」

「「はい！」」

　Ｌｖ．３以上の【ロキ・ファミリア】の上級冒険者を伴って、アウラを始めとした【ディオニュソス・ファミリア】の面々が迷路を調べ上げていく。敵の伏兵警戒にも余念がないガレスの指示に、第二軍メンバーのクルスとナルヴィが応えた。

　前方より押し寄せる敵の大群をガレス達が蹴散らしては食い止める中、周囲一帯、『扉』あるいは行き止まりに差しかかるまで迷宮を開拓していく。

「ガレスさん！　先程の岐路、右に折れた部隊が下に通じる階段を発見しました！」

「でかした！　そちらへ向かうぞ！」

　団員の伝令に大声を出し、部隊を反転させる。

　周囲の地図作成マッピングを続けながら、南西の部隊は早くも次層へ進出した。




「うぁあああああああああああああああああああ!?」

　強い悲鳴が上がったのは、北東の部隊だった。

「オルバ!?」

　先頭で敵を叩き伏せていたティオナが驚愕きょうがくとともに振り返る。

　敵伏兵の奇襲が隊列の真横に食いついた中、止まることのない鮮血に蹲うずくまる者が続出していた。

「て、敵っ、全員呪道具カースウェポンで武装しています！」

　少女団員の悲鳴じみた報告が、部隊に緊張を走らせる。

　闇派閥イヴィルス残党の下部構成員の戦闘能力は低い。高くてもＬｖ．２。食人花ヴィオラスさえ気を付けていれば【ディオニュソス・ファミリア】の団員でも対応できる。

　だが、彼等はその手に持つ呪のろわれた武器で、一度でも体を抉えぐりさえすればよかった。

『呪道具カースウェポン』。【ロキ・ファミリア】の仲間を奪った『不治の呪い』。

　禍々まがまがしい漆黒の刃で傷を刻み込まれれば、それは必殺となって【ロキ・ファミリア】の戦力低下を余儀なくする。

　まるで死に魅入られているかのように、両の眼を血走らせる闇派閥イヴィルスの残党達が叫喚きょうかんを上げる。負傷兵を庇かばう冒険者達に向かって、我が身と引き換えに呪いの一撃を与えんとした。

　しかし。

「【癒いやしの滴しずく、光の涙、永久とわの聖域】──」

　そんな呪いの特攻も、聖なる歌の前に阻まれる。

「範囲五Ｍメドル、全負傷者効果範囲内。行使します」

　部隊後方、冒険者達に守られながら詠唱するのは一人の治療師ヒーラーだ。

　発生する『魔力』の光に白銀の髪をたゆたわせながら、アミッドは『魔法』を解放した。

「【ディア・フラーテル】！」

　発生するのは石畳に展開する菱形の魔法円マジックサークル。

　美しい純白の光輝が立ち上ったかと思うと、【ロキ・ファミリア】の団員達の傷が例外なく癒えた。塞ふさがらない筈の『呪いの傷』までもが。

　冒険者達は驚嘆の声を上げ、闇派閥イヴィルスの残党はまさかの光景に愕然がくぜんとする。

　アミッドの『魔法』は全てを癒やす。

　比喩ではなく、傷の治癒、体力回復、そして『状態異常』及び『呪詛カース』の解除さえやってのけるのだ。

　およそ最上位の全癒魔法。十分な『魔力』が込められた彼女の『魔法』は、最も即席の『神秘』と言われる万能薬エリクサーをも超えるものだ。

　都市最強魔道士と謳われるリヴェリアでさえ、こと治癒能力に限ってはアミッドに太刀打ちすることは許されない。

「私が全てを癒します。全ての呪いを殺します。ですから、どうか皆さんは心置きなく戦ってください」

【戦場の聖女デア・セイント】アミッド・テアサナーレ。

　規格外の力を振るう『迷宮の孤王モンスターレックス』でさえ根負けを喫した、都市最高位の治療師ヒーラーである。

「アミッドすごーい！」

「注文通り暴れてやるわよ……！　行くぞオラァアアアアアアアア!!」
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　本来ならば裏方に徹する筈の治療師ヒーラー。だが、そんなたった一人の治療師ヒーラーの活躍により、冒険者達の士気が上昇する。歓呼するティオナと並んでティオネは舌舐めずりして、二刀の湾短刀ククリナイフをもって敵陣へ切り込んだ。切り札の『呪道具カースウェポン』が意味を失ったとなれば、闇派閥イヴィルスの残党達は絶望を浮かべ蹂躙を享受するしかなかった。

　攻略作戦の前に、フィン達が用意を急がせた物資の一つに対専用呪詛アンチ・カースの秘薬がある。

　敵勢が『不治の呪い』を振りかざす以上、複数の部隊に『秘薬』を持たせることは必定だ。不測の事態に備えて大量に準備するのもまた道理である。だからではないが、限られた準備期間内では予定されていた部隊一つ分の物資を揃えることが叶かなわなかった。

　故ゆえに、聖女アミッドが来た。

　オラリオで唯一、『不治の呪い』を『魔法』で解呪できる彼女が。

「【戦場の聖女デア・セイント】……！　治療師ヒーラーでありながら、ここまで法外なのですか!?」


「ま、魔導士じゃないのに、魔法円マジックサークルを広げてる…………うそーん」



　部隊の中衛位置に控えるエルフのアリシアが思わず呻うめき、少女の『本気』を目にしたことがなかった魔導士エルフィが状況を忘れて呆ほうける。

　熟練者ベテランと言えるアリシアでも、支援ではなく、『攻勢』に作用する治療師ヒーラーを初めて見た。

　その驚異的な治癒が途切れない。単発の『魔法』──輝きが消えない魔法円マジックサークルが光の結界となって『全癒効果』を維持し続ける。必死に抵抗する闇派閥イヴィルス側が与える損傷ダメージを完全に『回復量』が上回ってしまっていた。傷を浴びせたと思えば一瞬で癒える光景など、相手からしてみれば悪夢だろう。『不治』を振りかざす敵に対し、こちらは『不死』を用意したかのようだ。

　前衛の団員達は個々人が道具アイテムを使うという煩雑はんざつさからも解き放たれていた。

　攻撃と進行。今の彼等はそれだけに徹していればいい。

　アミッド自身『魔導』の発展アビリティを修得していないにもかかわらず、足元に魔法円マジックサークルを展開して『魔法』の威力を底上げしている。法衣を揺らめかし、神聖な白い光粒を撒まき散らす彼女は『神秘』の体現者で、女神の生まれ変わりと言われてもきっと誰もが信じるだろう。

「『私がいれば道具アイテムの消費を気にする必要はありません』、か。他の者が言えば単なる妄言になってしまうんだが……大した治療師ヒーラーだよ、君は」

　指揮官として全てを見渡すフィンは、部隊編成前に告げられた少女の言葉を思い出し、笑みとともに槍の柄えで肩を叩いた。

　信じられないことだが、人造迷宮クノッソスに突入したパーティの中でも最も激しい交戦に晒される北東の部隊で、現在『仕事』をしているのはアミッド一人だけだった。【ディアンケヒト・ファミリア】から出向している残り二名の少女ヒーラー達は、それこそ聖女のお付きのごとく左右に控え、目を瞑つむり、精神力マインドを温存している。

　部隊の治療事情は、今やアミッド一人だけで担っていた。

　──神々に授さずけられた二つ名【戦場の聖女デア・セイント】の謂れは、たった一人で対階層主の戦線を保っていたことに由来する。

　その事実は、アミッド単騎で大規模パーティの回復を間に合わせることが可能ということを意味していた。

「部隊を指揮する身としては非常に助かるんだが、精神力マインドの方は大丈夫かい、アミッド？」

「問題ありません。精神力回復薬マジック・ポーションの数は十分、補給なしでもダンジョン20階層相当の道程ならば維持することを保証しましょう」

　光り輝く純白の魔法円マジックサークル内、アミッドの隣に並ぶフィンは返ってきた答えに苦笑を作った。

　主神ディアンケヒトが許すならば次回の『遠征』に本気で付いてきてもらおうかと思考を脱線しつつ、指示を出す。

「敵の攻勢が緩んだ。ここからは迎撃ではなく進行主体に切り替える。準備してくれ」

「かしこまりました」

　透徹した眼差しで戦場を俯瞰ふかんしていた治療師ヒーラーはフィンと同じ考えに至ったのか、敬虔な信徒のように礼をとった。

　けれどフィンが動き出そうとする直前、その小さな肩に声をかける。

「フィン団長。私は戦線を維持することはできますが、戦況を見通すことはできません。このまま、攻略作戦は順調に進むとお思いですか？」

　犠牲者の撲滅を誓っているアミッドの問いに、フィンは一瞥いちべつを返した。

「このまま圧倒する……というわけにはいかないだろう。この程度で人造迷宮クノッソスが倒れる筈がない。敵には怪人クリーチャーもいる」

　自分の考えを偽いつわらずに語る。

　静聴するアミッドから視線を切ったフィンは、迷宮の壁面に築かれた悪魔の彫刻──その『目』に当たる部分を、勢いよく長槍で貫いた。

「だが、僕達も負けるわけにはいかない。今度こそ──勝たせてもらう」





[image: ]






『目』の視界情報が途絶える。

　途絶える間際まぎわ、こちらを確かに見据えていた小人族パルゥムの碧眼へきがんに、タナトスは笑みを浮かべた。

「一層の北東、南東、南西の『門』から突入されました！」

「進攻が速過ぎます！　配置した兵、モンスターが全て突破されて……！」

「す、既に二層に進出されているぞ!?　ふざけるな、何をしている!?」

　周囲では、かつてないほどの喧騒が轟いていた。

　人造迷宮クノッソス奥の『迷主めいしゅの間ま』。

　闇派閥イヴィルスの拠点ともいえる空間では、タナトス達の眷族達が引っ切りなしに叫喚を上げている。そのどれもが悲観的かつ、強い動揺を帯びたものだ。

　無理もない。今、タナトス達は正しく攻め込まれているのだから。

【ロキ・ファミリア】の、『派閥連合』の本格的な攻略作戦。

　この攻撃の如何いかんによってタナトス達の悲願は左右される。

　すなわち、勝者と敗者が決まる。

「しっかり対応してきてるなぁ……やっぱり人造迷宮クノッソスから一度逃のがした時点で不利は確定してたか」

　広間中央の台座に張られる水幕──迷路の随所に配置されている『目』を通じて映し出される視覚情報を見下ろしながら呟つぶやく。

　入手した『鍵』で『扉』を制圧することはおろか、呪道具カースウェポンの対策、更には様々な『罠』にも全て対応してきている。こちらは名工ダイダロスの系譜バルカが遠隔操作によって『扉』の開閉や『罠』を作動させているが、【ロキ・ファミリア】は進行ルート上にある『目』──彫像の瞳や彫細工レリーフに巧妙に隠された『監視装置』──を目ざとく見つけ出し、ことごとく破壊している。相手の正確な動きが追えなければ『罠』の遠隔操作などしようがない。

　惨敗を喫した一回目の進攻アタック、そして先日の『妖精部隊フェアリー・フォース』による奇襲、それらから得たあらゆる情報を吟味し、推察し、今回の攻略作戦の礎としている。

　台座の水面に映し出される小人族パルゥムの勇者の横顔を見つめるタナトスは、敵でありながら驚嘆と称賛を禁じ得なかった。

「タ、タナトス様っ!?　敵の進攻を止めることができず……！　モンスターはおろか同志たる兵までもが次々に失われています！　このままでは!?」

「前線に出てる子達から全部『鍵』は集めたんでしょ？　敵に『鍵』さえ奪われなければいいよ。道を遮さえぎる最硬金属オリハルコンの『扉』がある以上、敵が分けられる部隊は限られてる」

　タナトス達は各迷路に配置した兵士達から、全ての『鍵』を没収し、この広間に集めていた。

　本拠地を攻め込まれているタナトス達が今、最も注意しなければならないことは、敵に味方の『鍵』を奪われることだ。それこそ『妖精部隊フェアリー・フォース』をもってリヴェリアに奪取されたように。

　より多くの『鍵』を奪われれば人造迷宮クノッソスを好き放題にされる。それ故の処置だった。バルカが遠隔操作できるとはいえ、兵の自由な移動が妨げられるため、苦肉の策とも言える。

　今、『鍵』を持つことを許されているのはタナトスやレヴィスのみ。【ロキ・ファミリア】に遭遇すれば瞬殺される可能性がある以上、幹部以上の人間も例外ではない。

　タナトスは腰かけている台座に両手をつき、組んだ右足の先をブラブラと揺らす。

　深刻な事態であるにもかかわらず普段の調子を崩さない神の姿に、報告をしに来た幹部の男は戸惑った。

「それよりも、この脇目も振らない『速さ』が気になるねー、俺は」

　タナトスは再び台座に映し出される冒険者達を一瞥する。

　この進行速度。タナトス達たち組織の頭を押さえることも前提としているのだろうが──恐らく【勇者ブレイバー】は『精霊の分身デミ・スピリット』の『居場所』にも見当を付けている。

　タナトスはすっと目を細めた。

「相手の侵入経路と数、わかる？」

「は、はい。一層の北西を除いた『門』から三つの部隊が、更に18階層からモンスター達まで攻め寄せています」

「イケロスの玩具おもちゃ達か……あの【勇者ブレイバー】が怪物と結託したことが一番予想外だったけど……。人造迷宮クノッソスの最上層と最下層からの進攻……挟撃のつもりかな？」

　細長い指を中性的な相貌そうぼうに這はわし、タナトスは深思する。

（敵の部隊は現状四つ……。こっちが奪われた『鍵』は、前回の戦いで持っていかれた二つ、あとは竜女ヴィーヴル達が使っていた異端児モンスター側の二つ……数は合ってるけど、ねぇ）

　以前の迷宮街ダイダロス攻防戦の折、人造迷宮クノッソスに侵入した【ロキ・ファミリア】と『異端児ゼノス』のパーティ数を振り返れば敵の部隊数は妥当。だが、タナトスには懸念があった。

　タナトス達が追えていない、行方ゆくえ知れずの『鍵』の存在が──

「タナトス様ぁ!?　十二層から、新たな敵の部隊が現れました!?」

「──やっぱり、きたか」

　絶叫を上げる部下を他所に、タナトスは虚無的ニヒルな笑みを浮かべ、振り返る。

「敵の面子は？」

　尋ねるが早いか、タナトスが台座に映し出される光景を見やるのと同時、伝令役の男は青ざめながら叫んだ。

「【九魔姫ナイン・ヘル】、そして【剣姫】です！」




「【吹き荒れろテンペスト】！」

　アイズは迷宮に足を踏み入れると同時、【エアリエル】を全開で展開した。

「お前達、死ぬ気でアイズに食らいつけ！」

「「はい！」」

　背後で響くのはリヴェリアと団員達の声。

　それに背中を押されるように、アイズは石造りの通路を駆け抜けた。

　進路上で待ち構える巨大な扉に、『鍵』を握りしめた右手を突き出し開口させる。

　アイズが持つ『鍵』の正体は──ヘルメスが取り引きでクルスに授けたもの。

　つまり美神イシュタルを送還したフレイヤが隠し持っていた『ダイダロス・オーブ』だ。

　既にこの世にはいない敵幹部ヴァレッタ・グレーデを始め、タナトス達闇派閥イヴィルスが行方を追えなかった最後の『鍵』である。

　攻略部隊の数を四と思い込んでいた闇派閥イヴィルスにとって、不意打ちを与える五つ目の部隊だった。

「アイズ、私達から距離が離れても構わん！　駆け回れ！」

「うん！」

　部隊の構成は【ロキ・ファミリア】のみ。リヴェリアを始めエルフが多く、Ｌｖ．３以上の足が速い者が揃えられている。そんな機動性を重視した部隊からアイズは一人突出して、『扉』を発見しては開放を繰り返し、凄まじい勢いで迷宮の奥深くへ切り込んでいった。

「些細ささいな異変も見逃すな！　アイズの『風』に反応するものがあれば──それが我々の最優先目標だ！」

　今回の作戦でアイズに与えられた役目は、『探知機レーダー』だ。

『精霊』の血が流れる彼女の『魔法』を広範囲で展開し、迷宮を駆け回ることで、『穢けがれた精霊』が打ち上げる反応を捉とらえようというのである。

（フィンが予想した『精霊の分身デミ・スピリット』の居場所は八層から十層……！　つまり人造迷宮クノッソスの『中層』！）

　現在ダンジョンの18階層位置まで築かれている人造迷宮クノッソスの中で、『中層』に当たる階フロアに『精霊の分身デミ・スピリット』がひそんでいる可能性が高いと、フィンはそう計算していた。

　それは以前、侵入したリヴェリア達『妖精部隊フェアリー・フォース』からの情報をもとにしている。十二層までの階層を走破した際、敵兵やモンスターの配置が『八層から十層』にかけて最も多かったというものだ。

　フィンや異端児ゼノス達が迷宮攻略及び主要人物タナトスたちを追う本隊だとしたら、アイズ達は『精霊の分身デミ・スピリット』という爆弾の在処を探る諜報部隊だ。

　フィン達たち本隊の突入から時間差をつけることで奇襲の形を取ったアイズ達は、既に発見してあったダンジョン12階層の出入り口から侵入したのである。

　──いいかい、アイズ。

　──『精霊の分身デミ・スピリット』発見は急務だが、最悪探り当てられなくてもいい。

　──君がなすべきことは──。

　アイズは作戦前、フィンに告げられた命令を思い出す。

　アイズには、『探知機レーダー』の役目と並行して、もう一つの重要な『役割』が存在するのだ。

「私は──あの人を、釣り出す！」
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「アリアが？」

　侵入者達を殲滅せんめつするため出撃しようとしていたレヴィスは、眉まゆをひそめた。

「は、はいっ！　十二層から【剣姫】と【九魔姫ナイン・ヘル】の部隊が……！」

　闇派閥イヴィルス側から送り込まれた雑兵は怯おびえと焦あさりを一緒くたにしながら、伝令内容をまくしたてた。

「タナトス様からも最優先で対処するようにと、お、お達しが……！」

「……ああ、そういうことか」

　言葉の途中で理解を得たように、レヴィスは忌々いまいましそうに吐き捨てた。

　アイズが『精霊』の位置を炙り出すつもりだと、正確に見抜いたのだ。

　アイズの全力の『風』は『探知機レーダー』の役目に足ることをレヴィスは知っている。他でもない、この人造迷宮クノッソスで一度、アイズは信じられない出力の『風』を召喚し、自分の位置を散らばった仲間に知らせる荒技をやってのけた。階層を跨またいだ程度の距離では、精霊達もアイズの『風』に反応してしまうだろう。そして一度精霊達が喚わめき立ててしまえば容易に鎮められず、その居場所について重大な情報ヒントを敵にもたらしてしまう。

　人造迷宮クノッソス側からすれば、アイズ達を放置する選択肢はない。

　そして『風』を纏った剣姫アイズに対応できるとすれば、それはレヴィス以外にありえない。

「私の『注意』をアリアに向けるのも作戦の内か……」

　冒険者達が暴れる人造迷宮クノッソス上層に足を向けていたレヴィスは、踵きびすを返す。

　きっと、あの小人族パルゥムの奸計に違いない。

　自分と何度も相対した男の顔を思い出すレヴィスは舌打ち混じりに、アイズ達のいる十二層へ急行するのだった。
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「闇派閥イヴィルス、及び怪人クリーチャーはアイズ達の対応を余儀なくされる」

　駆け抜ける部隊の中で、フィンは語る。

「むしろそうなるようにリヴェリアに部隊運用を託した。アイズの手綱を握るという意味でも、一度この迷宮を食い荒らしたという意味でも、別動隊を指揮できるのは彼女だけだ」

「それではアイズさん達は……」

「実質『囮』になる。怪人クリーチャーがアイズ達の迎撃に乗り出せば、他の部隊が各個撃破される危険性は著しく下がるだろう」

　隣を並走するアミッドに、フィンは己おのれの思い描く作戦を暴露した。

　無数の別れ道から現れるモンスターを、ティオネの前衛指揮のもとティオナ達が速やかに薙なぎ倒す中、思考を絶えず回転させる。

「もし怪人クリーチャーが僕達のもとへ来たなら、その時は全力で退避だ。時間を稼げばアイズの『風』が『精霊の分身デミ・スピリット』の居場所を探り当てる」

　フィンは二者択一を突きつけたのだ。タナトス、そしてレヴィスに。

　どちらの選択肢を選ぶかは相手次第。フィンは前者のアイズの対応だと踏んでいるが、もし相手が冷静に壊れてきた場合はわからない。

　故にそれぞれの部隊には相応の準備をさせている。潰走はしても全滅はしない下準備だ。

『切り捨てること』を止め、最善ではなく最高の可能性を追求する。

　この思考の変化が『成長』か『退化』なのかはフィンにはわからない。

　だが最初から犠牲を決めつけて進む安らかな道より、理想を追う高く険しい崖道の方が、遥はるかに困難で、苦しく、意義があるものだ。

　失敗した暁には『最高』が『最善』に落ち着くのみ。

　成し得た時は『最高の理想』が結実する。

　ならば、【勇者ブレイバー】は過酷の道を選ぼう。

　フィンは多くの出来事を経て、そう思えるようになっていた。

　主神ロキがここにいれば、言っただろう。

　それは確かな眷族フィンの『成長』だと。

「どちらにせよ、ここからは時間との勝負になる」

　ダンジョン中層域半ばにまで匹敵ひってきする『人造迷宮クノッソス』。

　その広大な領域を前にしてフィンが選んだのは長期戦・持久戦ではなく──『短期決戦』であった。

「駆けろ！　進め！　一歩でも多く、一秒でも速く！　この進軍が敵の余命を削る！」

「「はい!!」」

　アミッド達治療師ヒーラーを控えさせながら、フィンは部隊全体に鼓舞の声を放った。




「ダンジョンの出入り口、見つけました！」

「そのまま押さえろ！　ヘボ兎っ、場所割わり出せェ！」

「は、はいぃ！」

　岩盤を砕く一撃が、石造りの通路と本物の地下迷宮ダンジョンを開通させる。

　開口した『門』の先に辿たどり着いた冒険者達の中でベートが吠え、兎人ヒュームバニーのラクタが慌あわてふためきながらダンジョン側の地図マップを広げる。特徴のある地形から「現在地ダンジョン３階層、北東の地帯エリアです！」と読み取った。

　人造迷宮クノッソス三層。

　ベートを中心にした獣人部隊は凄まじい勢いで階層を駆け下り、この『外』の景色に辿り着いていた。『精霊』の居場所及び下層へ繫がる道ではないが、ダンジョンに通じる出入り口は撤退時における有用な退路となる。選択肢を増やすためにベートは抜かりなく命令を下した。

　開通したダンジョンは単純シンプルな迷路構造、組成の色は薄青。

　人造迷宮クノッソス側の現在地から考えても十中八九、上層域の３階層だろう。


　出入り口があったのは小規模の広間ルームで、たまたま階層の端でモンスターを狩っていた下級冒険者達がいた。壁を破って現れた【ロキ・ファミリア】に度肝を抜かれ、『ゴブリン』と一緒に口を開いて硬直している。混乱の極地に陥るＬｖ．１のパーティは「見せもんじゃねえ、消えろォ！」とＬｖ．６の狼人ウェアウルフに怒号をぶつけられると、「ご、ごめんなさぁぁぁぁぁい!?」と理不尽に広間ルームから追い払われた。モンスターと肩を並べて。



「俺は次に行く！　後はてめえがやれ！　追いつけねえなら置いてくぞ！」

「わかってるわよ!!　──モレル！　ここから地上に戻ってガネーシャとヘルメスの予備隊に連絡！　この地帯エリアから補給路を作って！」

「了解！」

　罵詈ばり雑言ぞうごんにも聞こえる狼人ウェアウルフの指示に、勝手知った風に怒鳴り返すのは猫人キャットピープルだ。

　その獰猛な突破力をもって部隊の矢面に立ち続ける一番槍ベートに代わって、実質部隊の指揮を握っている副官アナキティが矢継ぎ早に指示を出す。『門』が下りないよう『柱』を設置し、【ロキ・ファミリア】Ｌｖ．２の団員に予備戦力への伝令を頼んだ。

　ダンジョンの奥へ消える仲間の背を見届けず、直ちに別道筋ルートへ進軍するベートの背を追いかける。


「──どうか、この犠牲をもって！　タナトス様ぁぁぁぁぁぁ！」



　一方、ベート達の先行部隊から離れた後続。

　ラウルが指揮する部隊の前で、死神の使徒が自爆の華を連鎖させる。


「うっっ……!?」




「おぇぇぇぇぇぇぇぇぇ……!?」



　あらかじめ徹底された自爆対策により、直接の被害はゼロ。

　しかし爆風が晴れた先に漂う焼き焦こげた人肉の異臭、散らばった四肢の部位パーツ、そして見るも無残な姿を晒す屍しかばねに、まだ若い少女の団員達が堪らず体を折って吐瀉としゃした。それは地図作成者マッパー要員として同行している【ディオニュソス・ファミリア】も同じであった。


「っっ……吐くな、立つっす！　自分達が遅れれば、その分ベートさん達の足も鈍る！　だから……目を逸らすな！　戦え!!」



　後続隊の指揮を担うラウルは言葉を失うも、拳を握りしめ、吠えた。

　床に手をつく団員の腕をとって、部隊の行動を強制する。自らの腹の底からもこみ上げる吐き気に抗って、己の務めを果たさんと躍起になった。

（普通のダンジョンの戦いとも、【ファミリア】同士の抗争とも違う……！　これが本当の闇派閥イヴィルス！　団長達が戦ってきた相手！　沢山の先輩達が……死んでいった戦場！）

　入団時、新人だったラウルは、最も激しかった頃ころの闇派閥イヴィルスとの抗争に駆り出されていない。彼やアナキティが加わるようになったのは、形勢がギルド傘下の派閥連合に傾いた後の『暗黒期』終盤からである。

　だから、ラウルはこんな酷薄な戦場を知らない。

　容赦なく使い捨てられる生命。敵の命いのちを奪わず無力化するなど、とてもではないができない。この戦場は『偽善者』でいることも許さなかった。

　黒焦げとなった通路を駆け抜けていく。まるで本物の『戦争』の光景だ。塹壕戦、攻城戦、制圧戦、何でもいい。敵の本拠地を落とすための代償を支払わされている。ダンジョンを探索する冒険者とは無縁の筈の『人の業』が、そこにはあった。


「『柱』、立てろぉぉぉぉ！　右の横道からモンスターが来る！　前衛壁役ウォール並べ！　時間を稼ぐっす！　魔導師イネス達は詠唱して、食人花の注意を引き付けろ！」



　それでもラウルは、一心不乱に指揮を取り続けた。

　自分の動揺する姿は部隊の勢いを削ぐことを確信して。

　自分の遮二無二しゃにむにの声が団員達の勇気になると信じて。

　実際、他の団員に負けず劣らず蒼白そうはくとなるラウルの顔と、その震える指先は、とてもカリスマの指揮官と呼べるものではなかったが──団員達の歯を食い縛らせた。

　あんな冴さえない青年ラウルが奮い立っているのだから、自分達も。

　その一念で、若い団員達は吐瀉物にまみれた唇を腕で荒々しく拭ぬぐい、動きの精彩を無理矢理取り戻していく。

（自分にも、俺にも『勇気』を……！　みんなを導くことのできる、団長の背中を！）

　いつも視線の先にある小さな背中を、自分の背中へ投影する。
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　抵抗する敵の軍勢を斬り伏せながら、ラウルは猛った。




「【盾となれ、破邪の聖杯さかずき】──【ディオ・グレイル】！」

　押し寄せる強烈な爆炎を、純白の障壁魔法が食い止める。

「フィルヴィス、もっと展開を速めなさい！　ディオニュソス様に被害が及んだらどうする！」

「私は最速でやっている！　お前こそ地図作成マッピングの片手間で反撃くらいやってみせろ、アウラ！」

「ふ、二人ともっ、喧嘩けんかしていないで迎撃してください！」

【ディオニュソス・ファミリア】の副団長アウラと団長フィルヴィスの言い合いに、レフィーヤが砲撃の傍かたわら悲鳴交じりの叫びを飛ばす。場所は人造迷宮クノッソス三層。闇派閥イヴィルスの人員とモンスターの数が徐々に増え出し、敵の反撃が激化している最前線だ。

「うおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　激しい抵抗に気が立つエルフ達を他所に、ドワーフのガレスが突き進む。

　二枚の大盾を構えて突撃してくる【ロキ・ファミリア】最強の肉体砲弾に、タナトス達の眷族は乱れなく──死への恐怖を一瞬垣間見かいまみせては──自爆を連鎖させていった。

「ちっ、まったくもっていけ好かん戦法じゃ……しかし、早々に戦いに見切りをつけてくれる分、進攻もしやすい」

　大盾の上から爆炎を浴びようがびくともしない巨体を揺らしながら、ガレスは碌に戦いもしない敵勢に憤る。が、相手の自爆は裏を返せば戦場の放棄とも言えた。

　付近を巻き込む爆炎の威力は脅威だが、通常であれば多少は粘れる戦線も崩壊させている。部隊の被害とも比例しているが、ガレス達の進攻は水流のごとく淀みなかった。

「……自爆、徹底されとるなぁ。一定の距離に入られた瞬間、即ボカンや」

「ああ。こちらの捕虜となることを恐れてのことだろう。人造迷宮クノッソスの重要拠点を我々に伝えないように……」

　厳重な護衛とともに後衛位置に控えるロキとディオニュソスの神の眼は、闇派閥イヴィルス側の挙動と思惑を正確に見抜いていた。

　全容の知れない敵拠点の構造を把握する際、手っ取り早いのは捕虜からの情報収集だろう。どんなに敵の口が固くても、手段さえ選ばなければ口を割る者は必ず出てくる。

　それを、死神タナトスは根本から排除していた。

　自爆という口封じ兼、爆撃をもって。

　情報漏洩防止が前提で、敵への被害を確実に積んでいく荒技。『死後の進路』を眷族に約束する死神のみに許された戦術だった。

「速度が命やとフィンには言いつけられとるけど……進むだけ被害は重なる。回復の手が足りなくなるかもしれんし、流石さすがに一筋縄にはいかんなぁ」

　うっすらと朱色の瞳を開いたロキは、同時に唇を舐なめた。

「けど、それは向こうも同じやろ」




『──アアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!』

『ギッッ!?』

　凄まじい怪音波が、晶黽ヴァルグを怯ひるませる。

　突撃が阻まれる、あるいは足を折る極彩色のモンスターが続出する中、両の手に剣を持った蜥蜴人リザードマンが容赦なく叩き斬った。

「そら、次だ！」

「進メ、進メ！」

「オオオオオオオオオッ！」

　人語交じりの叫喚を絶え間なく上げるのは、武装した『異端児ゼノス』の集団である。

　晶黽ヴァルグはおろか食人花ヴィオラスさえ容易たやすく屠る突破力は、守勢の人造迷宮クノッソス側勢力にとって脅威に違いなかった。

　一塊いっかいのパーティとはいえ、その進行速度は【ロキ・ファミリア】より速いのだ。

「レイ、道は!?」

『次ノ岐路ヲ右折！　新たナ大型空間ルームニ出ます！』

　怪物達の五感が並の冒険者より秀でているということもある。だが一番の要因は、歌人鳥セイレーンのレイが行う反響定位エコロケーションにあった。

　凄まじい高周波をもって複雑な迷宮構造を把握していく人外の技は、『扉』にも阻まれることなく、敵の大群に捕まることもなく、『異端児ゼノス』の一団を先へ先へと導いていく。

　頭目である蜥蜴人リザードマンのリドは彼女から情報を受け取る度に、同胞達に方向転換を伝えた。

「──!!　リド、簡易苗花プラントダ！」

「よしっ、潰しちまえ！」

　辿り着いた大型空間の中心に鎮座するのは、奇怪グロテスクな逆漏斗ろうと状の器官だった。

　緑の肉で作られ、晶黽ヴァルグに備わるものと似た結晶クリスタルが散りばめられている。中央内部が頻りに発光しては脈動する様は生物の心臓にも、中身が漏れた柘榴ざくろにも、あるいは『卵』にも見えた。

　床一帯に緑のカーペットを張り、中央の『卵』から粘液を引いて複数の晶黽ヴァルグが産まれ落ちる。直ちに石竜ガーゴイルの声と蜥蜴人リザードマンの号令が重なり、赤帽子レットキャップが、半人半鳥ハーピィが、大型級トロールが、モンスターもろとも蹂躙を働く。

　いくら極彩色のモンスターを生み出すとはいえ、まともな防衛の術を持たない簡易苗花プラントはまたたく間に修復不可能となった。

「これで四つ目！　この程度じゃ終わらせねえぞ……！」

『異端児ゼノス』達は、一様に瞋恚しんいの炎に燃えていた。

　暴悪な狩猟者ハンター達、【イケロス・ファミリア】によって同胞を捕らえられていた恨み、そして禍根はある意味、冒険者達のものより深い。【ロキ・ファミリア】にも勝る怒涛の勢いにはそれも起因していた。

【ロキ・ファミリア】側の迎撃に闇派閥イヴィルスの人員を割いているため、人造迷宮クノッソス下層の配備はほぼモンスターのみ。逆に言えば、『異端児ゼノス』達がモンスターの相手を一手に引き受けて下層側からの供給を断っているからこそ、中層以上で暴れる冒険者達の負担は激減していた。

　冒険者達で編成された突入組の破竹の勢いは、『異端児ゼノス』参加の効果である。

　未いまだ相容れない人と怪物モンスターが、違う戦場で戦いながら生まれる相互作用は非常に大きい。全てを企くわだてたフィンの作戦立案能力の高さが窺うかがえる。

　勇者フィンと魔術師フェルズが協力し、徹底させている『挟撃』は、如実に人造迷宮クノッソスへ損害ダメージを与えていた。

「油断してハいけませんヨ、リド」

「お、レイ！　わかってるって！　ところで、フェルズはどうした？　さっきから見えねえけど……」

　昂る蜥蜴人リザードマンの側に、金の羽毛を持つ歌人鳥セイレーンが舞い降りる。

『異端児ゼノス』の中でも実力者であり、石竜ガーゴイルのグロスも含めれば最古参組──それこそ【ロキ・ファミリア】のフィンとリヴェリア、ガレスと同じ関係──のリドとレイは、話を交わす。

「単独行動中でス。何でモ、怪物モンスターノ『保管庫』ヲ発見したト言っていましたガ……」

　最後の方は声をひそめながら、レイは黒衣の魔術師メイジの伝言を口にした。

「この地帯エリアヲ中心ニ、上ヘ続く階段ヲ捜索するようにト、フェルズかラ。すぐ戻るとも言っていました」

「まーた一人で悪巧みか！　しょうがねえなぁ！」

「あとハ、ここから十三層までノ進攻ハ許可するそうでス」

　現在地、人造迷宮クノッソス十六層。

　アイズ達が侵入した十二層直前までの進撃を許す命めいに、蜥蜴人リザードマンの戦士は牙きばを剝むいた。

　人の中では『とある少年』くらいが気付ける、リドの獰猛な笑みだった。

「リド……さきに、いくの？」

「ウィーネ……」

　二人の会話を聞きつけ近付いてくるのは、竜の少女だった。

　少年ベルが守り抜き、アイズが見逃した、あの竜女ヴィーヴルである。

「わたしも、いきたい。神様たちがいる場所を……わたしも、守りたい！」

　とある幼女の女神達との思い出を胸に抱く竜の少女は、その美しい琥珀の瞳に意志を宿していた。

　人型とはいえ、黒いローブに包まれたその身は歴とした『竜種』。モンスターの中でも特に秀でた五感を持つ竜の少女は、反響定位エコロケーションを行うレイに次いで『違和感』の察知に重宝されていた。

　この危険な任務に、竜女ヴィーヴルのウィーネは自ら参加を希望したのだ。

　少年に守られていただけの少女はもういない。

　人も怪物モンスターも同じ。『絆きずな』のために、大切な何かのために戦える。

　奇しくも彼女の姿は、戦う決意を固めたアイズと鏡合わせのようでもあった。

「ウィーネ……よし、来い！　冒険者達と一緒に、ヘスティア様も守ってやろうぜ！」

「うん！」

「グロス、ここハ任せまス！　私達ハ探索ノ範囲ヲ広げる！」

　残った極彩色のモンスターの掃討を石竜ガーゴイル達に任せ、リド、ウィーネ、レイが動き出す。

　額の紅石を輝かせる竜女ヴィーヴルは、地上への『恩返し』を果たすように力をつくすのだった。




「──!!　来るぞ！」

　そして。

　旋風のごとく駆け抜けるアイズの後方で、魔法円マジックサークルを展開していたリヴェリアが、吠えた。

『待機状態』が維持されているのは広範囲殲滅魔法【レア・ラーヴァテイン】。彼女の足もとに広げられている翡翠色の魔法円マジックサークルは障害物及び敵味方全てを識別する。

　その魔法円マジックサークル外縁に触れる強大な反応──凄まじい速度で迫りくる、紛れもない怪人クリーチャーのそれ。

　リヴェリアの警鐘が放たれた途端、部隊の緊張がはね上がる。

　先頭をひた走っていたアイズは目を見開き、眦まなじりを吊つり上げたかと思うと、ガガガガッ!!　と石畳を削るほどの凄まじい急制止をかけた。

「退ひくぞ！　アークス達が待機する広間ルームまで！　急げ!!」

　それまで前進を続けていた部隊が、リヴェリアの号令を皮切りに素早い逆流を始める。

　まるで押し寄せていた波が引くような、淀みのない『後退』だった。

　アイズが『精霊』の居場所を探る『探知機レーダー』及びレヴィスを引き付ける『囮』なら、リヴェリアは『警報機サイレン』だった。

　精神力マインドを終始削って展開し続けていた超広域の魔法円マジックサークル。規格外の敵の接近を一早く察知し、素早く撤退するための処置だ。リヴェリアに指揮が託されたのは──都市最強の魔導士がアイズの帯同を任されたのは、そこにも理由がある。

「アイズ、余計な気を起こすなよ！」

「……わかってる！」

　怪人クリーチャーを釣り出し、そのままアイズが一騎打ちで当たるのは愚策も愚策。

　少なくともフィンはそれを許しはしなかった。あらかじめ武装隊を待機させた広間で迎え撃つよう厳命したのである。

【猛者おうじゃ】との実戦の中で培った『力』を、アイズは今だけは闘争心とともに胸の奥に封じ込んだ。リヴェリアに声を返し、団員達の背中を追う。

　他方でリヴェリアは、先程とは打って変わって部隊の殿を務めるアイズを顧みつつ、手に握る『水晶』を口もとに寄せる。

「フィン──かかった」

『でかした、リヴェリア』

　彼女の声を総指揮官に届けるのは、魔道具マジックアイテム『眼晶オクルス』。

　リヴェリア達『陽動部隊』の目的は怪人クリーチャーを釣り上げ、誘き出し、フィン達本隊からできるだけ遠ざけること。

　最大の脅威であったレヴィスの位置が確定したことで、最大の懸念材料が取り払われる。

『全隊、速度を上げろ!!　ここが作戦の明暗を分かつ──一気に攻め込め！』

　魔道具マジックアイテムより小人族パルゥムの号令が轟く。

　レヴィスの位置を捕捉したことで、各部隊が一糸乱れず『加速』した。

　正確には、退路を確保した動きから、撤退の選択肢を捨てた『攻め』一辺倒の動きへ。

　ベート達が吠え、ガレス達が猛り、ティオネ達の声が続いて、異端児ゼノス達の咆哮が打ち上がる。より深く、より凄烈に、各部隊が人造迷宮クノッソスを食い荒らし始めた。

　作戦が切り替わる。

　フィンの指揮、一騎当千のアイズ達の活躍、そして時間と場所の概念を打ち砕くフェルズの反則級の魔道具マジックアイテム。全てが嚙み合い、この攻略戦を淀みなく苛烈に進行させる。

　魔窟のごとき広大な迷宮の中、散らばる冒険者達はまるで一つの生物のごとく、一斉に雄叫おたけびを放って突き進むのだった。



















「……」

　名工『ダイダロス』の系譜にして、人造迷宮クノッソスの事実上の『支配権』を握るバルカは、目の前の光景に口を噤んだ。

（……速過ぎる）

　敵の進攻速度が。

　冒険者達の階層踏破が。

　派閥連合の攻略作戦が始まって既に半日。いや、まだ半日というべきなのか。

【ロキ・ファミリア】を中心に展開する冒険者達はまさに烈火のごとく、人造迷宮クノッソスの階層を攻略していた。

　最も足の速い獣人の部隊が八層、それ以外も七層まで進攻中。はっきり言って信じられない速度だ。探索しつくされ十分な地図作成マッピングが施されたダンジョンならばまだ話はわかる。しかしここは人造迷宮クノッソス、【ロキ・ファミリア】にとっても依然『未知』の領域である筈なのだ。

　それなのに。

（レヴィスが【剣姫】の部隊に迫った瞬間……あそこからそれぞれの部隊の動きが豹変した。最下層周辺にいた、モンスターどもでさえ）

　バルカは知る由もないが、全ては魔術師フェルズが提供した魔道具マジックアイテム『眼晶オクルス』の効果だった。

　離れた場所で正確な情報伝達を可能にする力は、戦略的に多大な意味を持つ。戦場の機微を読み、的確な指示を飛ばす勇者フィンの声が、零時間ノータイムで各部隊に伝わるのはそれだけで数多あまたの武器にも勝るものだ。この『眼晶オクルス』こそが、人造迷宮クノッソスを攻略する最後の『鍵かぎ』だったと言っても決して過言ではない。

　その脅威のほどは、バルカの眼前、台座の水膜に映し出される蹂躙じゅうりんの光景が物語っている。

　壊された簡易苗花プラントは数知れず。

　新たなモンスターの生産はもはや追いつかない。

　冒険者達の連携によって食人花ヴィオラスが駆逐され、激しい前衛の突撃チャージの前に晶黽ヴァルグが殲滅される。

　闇派閥イヴィルスの残党も奮闘しているが、取り付くこともできず無駄な自爆を重ねていた。

（二度にわたる人造迷宮クノッソス侵入、そこで得た情報をあますことなく利用して……）

【ロキ・ファミリア】は今日までのあらゆるものを礎としている。

　仲間の犠牲を払った一度目の撤退戦も、バルカ達の不意を突いた二度目の奇襲戦も、全て。

　第一級冒険者達が激しい戦闘を繰り広げる背後で、他ほかの団員達が書きとめては記憶していた道筋ルートが、今回の進攻の方針となり、魔窟を照らす光となっている。

　仲間を奪われた怒り、冒険者としての知恵。

　全てを武器に変え、この人造迷宮クノッソスを打ち砕かんとしているのだ。

「血族が築いた千年の歴史さえ、踏み越えられるか……」

　見せつけられる。

　神々の思惑さえ裏切る超世界ダンジョンと、人の手で造られた紛物クノッソスとの差を。

　人造である以上、そこには何らかの規則性、秩序が生まれるのが常だ。石並び、順路、『扉』の位置。そこには必ず人の『意図』がある。そして作ったものが神ならざる者であれば、『完璧かんぺき』はない。完璧な混沌こんとんを求めた始祖ダイダロスの苦悩が、バルカはわかったような気がした。

【ロキ・ファミリア】は、二度の交戦でその規則性に肉薄し、対策を重ね、『順応』してのけたのだろう。

　50階層以上にも及ぶダンジョンの深淵に挑み続けた彼等が、どうして18階層までしかない人造の領域の方が手強いと思うだろうか。

　台座の水膜に映し出されては消えていく光景の数々──監視の『目』を潰つぶしながら進攻する【ロキ・ファミリア】の速度──に、バルカは確かに戦慄せんりつする。

　これが落城を前にする者の思いなのか、とも他人事ひとごとのように思ってしまった。

「八層まで迫られている！」

「どうするっ、どうすればいい!?」

「もはや幹部われわれも打って出るしか……！」


「…………」



　周囲、『迷主めいしゅの間ま』の中でもはや野獣のように騒ぎ立てる幹部達の姿を横目に、バルカは黙考する。

　闇派閥イヴィルスが誇る本拠地は攻略されんとしている。規律のない『悪党』どもの中には既に見切りをつけ、迷宮から逃げ出す者も出始めている始末だ。

　結論を下すのはまだ早い。だが、このまま『精霊』という切り札を切らなければ、人造迷宮クノッソスは間違いなく陥落するだろう。

　バルカの目的は、決して死神の使徒達と末路をともにすることではない。

　バルカは『悲願』のためならば手段を選ばない。

　ならば、バルカが取るべき行動は──。

「バルカちゃん」

　そこで。

　思考に沈んでいたバルカの肩に、いつの間に忍び寄ったのか、タナトスが腕を回してきた。

「人造迷宮クノッソスの情報を売って、【ロキ・ファミリア】につこうと思ってる？」


「…………」



「人造迷宮クノッソスを守るために……俺おれ達を裏切っちゃう？」

　すぐ横にある顔が笑みを漏もらす。

　肩に回された細長い腕は蛇のよう。

　そしてその神の声音は、的確にバルカの心中を見透かしてきた。

　バルカの望みは始祖ダイダロスの悲願の達成、つまりこの人造迷宮クノッソスの完成だ。それが成し遂げられるなら、闇派閥イヴィルスに執着する必要などないのである。今までタナトスの眷族けんぞくでいたのも、あくまで人造迷宮クノッソスの拡大のため都合が良かったからだ。

　バルカに忠誠心はない。

　バルカにあるのは、先祖から受け継いだ『千年の妄執』のみだ。

　故ゆえにギルドと結託する【ロキ・ファミリア】が、都市崩壊を狙ねらう者どもを一掃しようというのなら、情報を明け渡して投降するまで。

「でもさ。もし俺達を裏切ったとして、命を繫つないだとしても……管理機関ギルドは、ウラノスは人造迷宮クノッソスのこれ以上の拡張を認めないと思うよ。絶対に」


「…………」



「都市の平和のためには、ダンジョンと繫がる領域なんて邪魔なだけなんだから」

　タナトスはまるで宣託を授さずけるように、バルカの心に仄暗ほのぐらい言葉を刷り込む。

　それは的を射ていた。人造迷宮クノッソスの破壊は免れたとしても、これ以上の増築はありえない。

『異端児ゼノス』の事件のように、何かの手違いがあれば再びモンスターが地上に進出する。そんな領域を管理機関ギルドが疎うとまない筈がなかった。

　バルカは、こちらを見ようともしない神の横顔を一瞥いちべつする。

　中性的で、退廃的な死神は未いまだ笑っていた。

　それが嘲笑ちょうしょうなのか、愚かな子に対する慈しみなのかはわからない。

　水面に映る光景を覗のぞき込んでいたタナトスは、ゆっくりとバルカと目を合わせる。

「バルカちゃんの望みは俺達のもとでしか叶かなわない。知ってたでしょ？」

「……」

「それにバルカちゃんは長寿種族エルフじゃない。だから人造迷宮クノッソスの完成を見届けるのはムリ。自分でも言ってたじゃない。それとも、欲が出ちゃった？」

「……」

「自分の手で成しえられないのなら……次代つぎの系譜ダイダロスのために、少しでも障害を取り除いておこうよ。何をしてでも」

　長い沈黙。

　耳に囁ささやかれる神の言葉が、『真理』だけを告げていた。

「……ああ、わかっている」

　やがて、神の瞳ひとみに映る自身の相貌そうぼうは、無表情のまま頷うなずいていた。

　一蓮托生いちれんたくしょうを訴えていたタナトスの双眸そうぼうが弓なりに曲がる。肩に回された腕が離れるなり、バルカはその場から歩み出した。

「バルカちゃーん。何か手伝うことあるー？」

「ない。私が離れれば『扉』は操あやつれない。指揮を頼む」

　背後から投げかけられる笑みを含んだ声に、バルカは表情を変えず返した。幽鬼のような足取りに、慌あわただしかった団員達は足を止め、恐れるように道を開けていく。

　バルカは、タナトスの『神意しんい』を正確に汲み取っていた。

　自分に何が求められているのか、理解している。

　そして人造迷宮クノッソスの支配権を握るバルカが、『扉』を操る『迷主めいしゅの間ま』を離れてまで行うことがあるとすれば、それは侵入者達を葬る以外ありえない。

　それこそ、何をしてでも、どんな手段を用いてでも、だ。


「…………」



　昏い廊下を歩く。

　反響する足音が表情のない男の鼓膜を震わせる。

　生を受けてこの方、かつてないほど不安定となっている男の精神を、迷宮の闇が暴き出す。

　──バルカ・ペルディクスは物心が付いた記憶がない。

　つまり年齢だけで言えば初老に差しかかろうとしている今になってなお、彼は『幼児期の子供』と何ら変わらないということになる。

　バルカは地上に出たことがない。バルカは日の光を浴びたことがない。バルカはまともな道徳を有した神や人と交流したことがない。バルカは愛と友情、道徳と倫理を知らない。

　常に無表情に等しい彼の感情の欠落は、そのためだ。

　道理と呼べるものを知識として有していてなお、認知していないのは、それが所以ゆえんだ。

　故に、バルカは未だに『自覚』と『無自覚』の境界をさまよっていることになる。

　だが──そんな『機能』はバルカには必要なかった。

　始祖から受け継がれてきた『千年の妄執』、人造迷宮クノッソスの完成のためには、余分な『機能』はむしろ削ぎ落して然るべき要素だったのである。

（私が、『私』となった情景が……何故なぜ、今、再生されるのか……）

　バルカが夢や幻のように見ることのある始原の記憶、それはいつも水の音から始まる。

　破水の音だ。暗い迷宮の中、バルカはこの世に生まれ落ちた。

　母と呼べる者の腹から生まれた血塗れの体で、生の産声を上げた新しい命は──直後、頁ページが開かれた『本』を眼前に突き付けられた。

　人造迷宮クノッソスの『設計図』が記された、『ダイダロスの手記』であった。


『────────』



　新しい命は泣き止んだ。

　喚わめいていた赤ん坊はぴたりと動きを止め、その左の眼を見開いた。

　視界など成立しない筈の赤子の瞳でありながら、『Ｄ』の記号を有する眼には、その『手記』が見えてしまった。

『その瞳に焼きつけろ!!　ダイダロスの悲願は今よりお前が受け継ぐ！　お前こそが、次の始祖に成り変わる者ペルディクスだ!!』

　父親の資格を有する高齢の老人は、血走った瞳から赤い涙を流し、黒く染まった歯から唾をまき散らし、吠ほえていた。まだバルカという記号名なまえすら与えられていなかった生命に、執念の表情かおでそう叫びかかっていた。息も絶え絶えに倒れ伏し、痙攣けいれんする母親を歯牙にもかけず。その女は苦しみの中、空虚と憎しみを渾然とした瞳で父と子をただ見ていた。無論、バルカがそれを気にかけることはなかった。

　産まれて間もなく、バルカは呪われた。

　その『呪のろいの手記』に運命を奪われた。

　真っ白だった赤子は血の定めによって、生後一分足らずで『ダイダロスの虜囚りょしゅう』として完成したのである。

（なにも違えてはいない。これまでも、これからも）

　それからは『虜囚』として『活動』を続けてきた。

　爪つめを失いながら岩盤を削る。

　餓死する直前まで迷宮を拡張し続ける。

　捕えられてきた女を襲って孕ませる。

『ダイダロスの運命』に耐えきれず、壊れて自害する同胞から、『瞳』を抉えぐり取って新たな『鍵』を作る。

　人間性という最低限の『機能』を有さないまま、無機的に、猟奇的に。バルカは己おのれの『活動』を全て人造迷宮クノッソスに還元した。その過程で神と契って『恩恵』を手に入れるのは当然の帰結だった。

　──バルカちゃんは心に『怪物』を飼ってるね。

　──残酷で、醜悪で、無垢むくな『怪物』を。

　眷族となった時、タナトスにそんなことを言われたことがあった。

　バルカに思うことは、なかった。

　必要だったから『神秘アビリティ』を獲得した。

　必要だったから呪術師ヘクサーとなり、おぞましい『呪道具カースウェポン』を作り出し、量産した。

　必要だったからこそ、人も怪物も殺めた。

　全ては始祖ダイダロスの『悲願』のために。

（にもかかわらず……過去の情景が……男ディックスの顔が再生される）

　バルカから遅れて同じ女の腹から生まれたディックス・ペルディクスは、自我が確立した頃ころに『手記』を見てしまったが故に、苦悩していた。

　バルカはその苦しみがわからなかった。そもそも共感や推察という『機能』が備わっていないのだから当然だ。

　ただ人造迷宮クノッソスを憎んで、時には『悲願』の妨げとなる行為を犯すディックスを『害』と見なした。邪魔者として、嫌っていた。迷宮を拡大する『機能』と化していたバルカに対してディックスも似たような感情を覚えていただろう。互いが互いを殺し合わなかったのは、ひとえに利用価値があったからだ。

　皮肉にも、それが唯一『兄弟』らしい彼等の感情だった。


（感情これはなんなのか…………しかし、どうでもいいことだ）



　バルカに信念はない。意志はない。

　血と手記の操り人形──そのような疑問を覚える余分な思考さえない。

　男には、『迷執』だけがある。


「…………」



　病的なまでに白い肌が、壁に設けられている蒼あおの魔石灯に照らされる。

　亡霊のように通路を進むバルカは、己の工房でもある一つの隠し部屋に立ち寄り、黒い手記を手に取った。

『ダイダロスの手記』である。

　ディックスが無残に死んだ後、何の感慨もなく回収していた人造迷宮クノッソスの設計図。

　それを黙って見つめた後、袋詰めした別の『荷物』もベルトに押し込み、そのまま目的地へと急いだ。




　間もなく辿たどり着いたのは、先程までいた『迷主めいしゅの間ま』より狭い、けれど十分な規模を持つ円形の広間ルームだった。天井てんじょうは高く、ちょっとした講堂ほどの広がりがある。

　出入り口は四つ。造りも『迷主めいしゅの間ま』と似ていて、中央には台座が存在した。

　台座に据えられているのも同じ、ダイダロスの系譜にしか扱うことのできない大紅玉だ。

「ディックス……貴様の『怨嗟』に頼ることになるとは……度し難い」

　既に死んだ男の名を呟つぶやく。

　目の前にあるのは『作動装置』だった。

　最硬金属オリハルコンの『扉』が開閉するのと同じ仕組みで、特定階層の『支柱』が取り外される。

　辿る結末は『崩壊』である。

　タナトスの『神意』を正しく理解したバルカは、これをもって崩れ落ちる階層ごと【ロキ・ファミリア】を圧殺せんとしていた。

『ダイダロスの手記』には当然載っていない機能。

　この装置を設けたのは他でもない、ディックスだった。

『手記』を恨み、運命を呪い、人造迷宮クノッソスそのものを憎んでいた異父兄弟。血を分けた弟とも認めていない一人の男が遺した、始祖ダイダロスへの最後の反抗。

『血の呪い』からの解放を望んでいたディックスは、ひょっとすればこの人造迷宮クノッソスごと破滅を夢見ていたのかもしれない。

　そんな益体もないことを無意識のうちに考えながら、崩壊の台座の前に立つ。

　手にするのは先程持ち出した『ダイダロスの手記』。

　頁ページを開き、ディックスが余った空白に綴つづった作動手順を辿る。

　大紅玉を左に半回転、右に二回転。最後に押し込み、『崩壊ディストラクション』を念じる。

　崩れる特定階層は──八層。

【ロキ・ファミリア】の連合部隊が続々と進出しようとしている層域。

　これをもって侵入者を根絶やしにする。

「……」

　淡々と大紅玉を押し込んだバルカは、そこで一瞬、躊躇ちゅうちょをした。

　築き上げてきた千年の妄執。たとえ一つの階層とはいえ崩壊させれば、人造迷宮クノッソスの被害は深く根ざすことになるだろう。ともすれば、バルカの代での完成は遠のき、『悲願』の成就を目にすることは絶対に叶わない。

『悲願』を目にすることができないと既に悟っておきながら、それでも『もしも』という可能性に縋すがってしまうのはバルカの確かな感情エゴだった。

　日の光も浴びず、白く退廃し、感情を激する機能など持ち合わせていない男が宿す、唯一の感情。悲願にまつわる願望。未練にして葛藤である。

　バルカに存在した、そんな人間らしい感情エゴが、皮肉にも『運命の明暗』を分けた。

　閉ざしていた唇をこじ開け、『崩壊ディストラクション』と唱えようとした、次の瞬間。


「────ッッ!?」



　ヒュンッ！　と。

　何もない筈の空間で、鋭い音が鳴り響いた。

　既すんでのところで第六感の警鐘に従い、上半身を反る。

　直後、鋭い風切り音から逃れたバルカの首筋に一線が走り、勢いよく血が吹き出した。

「ぐっ……!?」

　何とか回避したバルカはふらつき、地面を蹴けって後退する。その拍子に手の中から『ダイダロスの手記』が転がり落ちた。

　赤い血が飛び散り、体と地面を汚す中、バルカの聴覚はその『声』を拾い上げた。

「──外しましたか」

　紅くれないの瞳を見開くバルカの正面、台座のもとで、空間が滲にじむ。

　凛りんとした声を発しながら姿を表すのは、『黒兜』を左手に持つ美女だった。

「……【万能者ペルセウス】!?」

　たなびく白のマント、水色アクアブルーの髪、銀の眼鏡めがね。

　バルカの視線の先に出現したのは、まさしくアスフィ・アル・アンドロメダその人である。

「バルカ・ペルディクス、ですね。神イケロスの情報にあった、ディックス・ペルディクスの異父兄弟にして、ダイダロスの末裔まつえい。……私達の仲間を奪った、闇派閥イヴィルスの幹部」

　アスフィは右手に持つ血塗れの短剣を軽く振り鳴らす。

　あたかもそれを合図にするように、彼女の背後から何人もの冒険者が虚空より現れた。

「……【ヘルメス・ファミリア】」

　犬人シアンスロープの盗賊シーフ、小人族パルゥムの魔導師、虎人ワータイガーの前衛壁役ウォール。

　都合十名にも及ぶ集団の出現に、常に乱れることのなかったバルカの心が荒波を起こす。

　出血する首元を押さえながら、馬鹿ばかな、と声を干上がった舌に絡からませた。

「まさか……『透明』になる魔道具マジックアイテム？」

　アスフィ達は誰もが同一の『黒兜』を持っていた。

　兜かぶとを脱ぐ仕草しぐさとともに現れたことから、あの兜こそが【万能者ペルセウス】謹製の魔道具マジックアイテムであると導き出す。

『透明状態インビジビリティ』となって忍び寄り、バルカの首を断たんと襲いかかったのだ。


「しかし、どうやってここまで…………いくら階層を越えようが、奇跡にも縋らない限り、この部屋を見つけ出すことは……」



　目の前に突如出現した理屈を理解したとしても、疑問はつきない。

　この部屋は『迷主めいしゅの間ま』と並んで人造迷宮クノッソスにおける闇派閥イヴィルス側の重要施設だ。自然、迷宮の中でも複雑かつ奥まった地帯エリアにあり、出鱈目に進んだところで辿り着ける場所ではない。

「簡単なことです。『人』を捕まえて聞きました」

　バルカの戸惑いに対し、アスフィはあっさりと答えた。

　すると背後にいた虎人ワータイガーの冒険者が、捕えていた者を地面に放る。

　床に倒れるのは、ローブを纏まとった死神タナトスの使徒だった。

　頭巾を剝はぎ取られているその顔にはバルカにも覚えがある。闇派閥イヴィルス残党の中でも幹部を務め、タナトスの近辺を頻繁ひんぱんに出入りしていた男だ。

「自爆行為を徹底していたようですが……背後より『透明』になって近付いてしまえば、爆死する暇も与えません」

「……！」

「あとは自白剤アイテムを使って、こちらの質問に答えてもらうだけです」

　次いで床に放られるのは、暗剣にも似た短針。あれも【万能者ペルセウス】の魔道具マジックアイテムなのだろう。

　言葉の通り尋問して、人造迷宮クノッソスの重要施設及び拠点、あとは主神タナトスやバルカがいる場所を聞き出したのだ。

　床に倒れた幹部は意識が混濁しているのか、目玉をひっくり返し、痙攣を重ねていた。

「……私と、タナトスを、探し出すために……？」

「あとは、この『手記』ですね」

「！」

「組織の中心人物の拿捕、そして人造迷宮クノッソスの『設計図』奪取。これを押さえて初めてフィン・ディムナが思い描く『短期決戦』が実現する」

　腰を折るアスフィは、床に転がった『ダイダロスの手記』を拾い上げる。

　迷宮街ダイダロス攻防戦の前、男神イケロスからこの手記の存在を聞き出したフィンは、人造迷宮クノッソスの構造が書き記す『設計図』確保を最優先にしていた。これさえ手に入ってしまえば地図作成マッピングの手間が一気に省ける。タナトスやバルカ、重要人物確保と並ぶ至上命題。

　この『手記』こそが作戦を成功に近付ける鍵──いや『裏技』だったのである。

「私達、【ヘルメス・ファミリア】に課されていた任務は二つ。黒幕エニュオなる存在の手がかりの捜索……そしてそれと並行しながら、この『手記』を何としてでも見つけ出すこと」

　故に──【ロキ・ファミリア】の行軍は全て、この『手記』を手に入れるためであったと言っても過言ではない。

　バルカは『Ｄ』の文字が刻まれた左眼を見開いた。

　アスフィの発言を聞いて、戦慄にも似た予測を打ち立てる。

「まさか、最初から……」

「ええ、全て【勇者ブレイバー】の手の平の上です」

『手記』を犬人シアンスロープの盗賊シーフに渡すアスフィは、それをあっさり肯定した。

「ここまでの進攻作戦は言わば、私達『別動隊』を気取らせないための『隠れ蓑みの』」

　その衝撃的な事実に、バルカの思考が状況を理解するために暴れ狂う。

　フィンは、己の部隊を含めた全ての軍勢を『陽動』として扱ったのだ。

　過剰なまでな地図作成者マッパー要員や、都合五つに分けた突入隊など、それら全ては人海戦術──『正攻法』で人造迷宮クノッソスを攻略しようとしているとバルカ達に錯覚させるため。怒涛どとうのごとく進攻する彼等に注意が向かっている隙すきに、【ヘルメス・ファミリア】は魔道具マジックアイテム『ハデス・ヘッド』の恩恵で『透明状態インビジビリティ』となり、不可視の『別動隊』となって動いていたのだ。

　先程語った通り、こちらの団員を捕えては『重要施設の場所』を聞き出しながら。

「この大規模作戦そのものが『囮』……？　馬鹿な、そんなことが……」

　都市最大派閥ロキ・ファミリアの大部隊が『陽動』など、誰も疑える筈がない。

　実際、人造迷宮クノッソスを攻め落とさんとする冒険者達の凄すさまじい攻勢を食い止めるだけで闇派閥イヴィルス側は精一杯で、突如姿をくらませた【ヘルメス・ファミリア】の存在に誰も気付いていなかった。『迷主めいしゅの間ま』で絶えず戦況を見守っていたバルカでさえ、だ。

　そこで、バルカは気付く。

　フィン達が徹底して破壊していた迷宮の『目』。

　あれはバルカ達への情報漏洩を防ぐためではなく、【ヘルメス・ファミリア】が忽然と消えたことを知らせないための布石だったのだと。

【ディオニュソス・ファミリア】の大量の人員、【ロキ・ファミリア】の戦闘部隊、そして調査・諜報能力に優れた【ヘルメス・ファミリア】の別動隊。

　奇しくも最初に同盟を結んだ三派閥を連携させ、フィン・ディムナは闇派閥イヴィルスを出し抜く『一計』を案じたのだ。

「頼りにしていた助っ人はどっかに行っちゃうわ、道を知ってる幹部を見つけ出すのに苦労するわ、時間はかかっちゃったけどなぁ～」

「黙りなさい、ルルネ。……まぁ、重要施設ここにいた貴方が『手記』を持っていたのは確かに僥倖、ただの偶然でしたが」

　凄まじい勢いで頁ページをめくり『手記』に目を通していく犬人シアンスロープの盗賊シーフに、アスフィは軽く肩を竦すくめる。彼女の背後では、他の団員が階層の崩壊装置である台座を破壊していた。

　それを止めることもできず立ちつくしていたバルカは、最後に残った最大の『疑問』に縋ろうと、かろうじて口を開く。

「『鍵』は、どうした……？　モンスターの一団を含めて、【ロキ・ファミリア】が動かしている部隊は五つ。神イシュタルが所持していたものを手中に収めたとしても、『鍵』は五つしかない筈……」

　目の前の現実を否定するように、問いかける。

【イケロス・ファミリア】が奪われた分、『異端児ゼノス』の事件で【ロキ・ファミリア】が奪取した分、最後に美神イシュタルが所持していた分。それらを合わせても自陣が失った『鍵』は五つのみ。フィン達の戦闘部隊が機能している以上、『鍵』を持たないアスフィ達が人造迷宮クノッソス内を自由に動き回れる道理はないと、そう指摘した。

　アスフィは、銀の眼鏡を指で押し上げる。

　血濡ぬれのダイダロスの末裔に、端的に告げた。




「作りました」





「────」



　広間に響く声。

　時を止めるバルカは、その言葉の意味が最初、理解できなかった。

「作戦決行までの十日間、私達も何もしてなかったわけではありません。【勇者ブレイバー】に『鍵』の実物を見せてもらい、それと共鳴する最硬金属オリハルコンの『門』を調べ上げ……その上で、新たな『鍵』を作り出しました」

　取り出されるのは真の銀ミスリルで造られた球体。内部には赤い球体がはめ込まれており、『Ｄ』の記号の代わりに蜘蛛の巣のごとき網目状の赤い線ラインが刻み込まれていた。

「『ブラッド・リコリスの花弁かべん』、『紅雪晶クリス・クリムス』、『デフォルミス・スパイダーの複眼』、そして『死蛇モリスの涙』……貴方達一族の『瞳』は、これらダンジョンの素材で再現可能でした」

　主神ヘルメスが神イケロスから聞き出した情報から、『鍵』にダイダロス一族の『瞳』が使われていることを知ったアスフィは、なんと『ダイダロス・オーブ』と同じ性質の魔道具マジックアイテムを一から作り出してみせたのである。

　無論【万能者ペルセウス】とて全能ではない。

　情報もなしに、無から作り出すのは不可能である。

　しかし、【ロキ・ファミリア】が奪取した『鍵』を直接手に取り、丹念に調べられたのなら話は別だ。

　ダイダロス一族の『血の呪縛』──『Ｄ』が刻まれた『瞳』は特殊な『魔力』を微細に放ち、『門』もそれに反応して開閉する。それに気付いたアスフィは度重なる試行錯誤トライアル・アンド・エラーをもって『瞳』の『魔力』の波長を解明し、迷宮ダンジョンの複数の素材を組み合わせ、『模倣』してのけた。

　全ての知恵と全ての技術、全ての『神秘』をつぎ込み、人造迷宮クノッソスの『鍵』を再現してみせたのだ。

「この準備期間では一つが限界でしたが……十分でしょう」

『稀代の魔道具作成者アイテムメイカー』と呼ばれる彼女の、面目躍如である。

　今度こそ、バルカは絶句した。

「自分に矜持きょうじなどないと思っていましたが……規格外の『魔道具マジックアイテム』を見せつけられて、血が騒いでしまったようです。同じ魔道具作成者アイテムメイカーとして、『負けていられない』と」

　アスフィが横目で窺うかがうのは、ルルネの持つ『眼晶オクルス』。

　ダンジョン内、階層が隔たっていようと高度な通信を可能とする規格外の『魔道具マジックアイテム』は──これを生み出したフェルズの存在は、【万能者ペルセウス】をいたく刺激したのである。

「『手記』を確保した！　道筋ルートは全部掌握したぞ！」

　そして、その『魔道具マジックアイテム』の威力を見せつけるようにルルネが『眼晶オクルス』を口もとに近付け、大声で叫ぶ。

　もう片方の手で『ダイダロスの手記』を持つ盗賊シーフは、重要施設を置くための適当な大空間スペースをことごとく洗い出し、一気に情報を拡散させた。

「敵の拠点は──九層だ！」
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『精霊の分身デミ・スピリットの居場所は十層！　階層主でも暴れられそうなデカい空間がいくつもある！　【勇者ブレイバー】、指示をくれ！』

　手もとの『眼晶オクルス』からもたらされるルルネの声に、フィンは勢いよく拳こぶしを握り締めた。

「先に敵の拠点を押さえる！　『精霊の分身デミ・スピリット』は放置！　──行くぞ、九層へ向かう!!」

「「はい!!」」

　フィンの号令に一斉に応じるティオネ達。

　モンスターの壁を斬り進みながら、獲物を追い詰めた獣のごとく、驀進を開始する。




『今いる階層、あとは現在地から見える特徴を片っ端から上げてくれ！　こっちで場所を割り出して誘導する！』

「来たかぁ！」

　ガレスの部隊にもまた、『眼晶オクルス』を通じて情報が伝達される。

　フィンと作戦を共有してから待ち望んでいた『契機』に喝采を上げ、他団員がもたらす周辺の地理情報をルルネへと送った。

「フィルヴィスさん！」

「ああ！　アウラ、団員エノール達に伝令を！」

「わかっています！」

　エルフの少女達もその『契機』に、『士気の激上』に身を委ゆだねる。

　フィルヴィスの呼びかけに怒鳴り返しながらも、アウラの指示のもと【ディオニュソス・ファミリア】が雄叫おたけびを轟とどろかせた。




「九層の出入り口の数、位置、全部教えろ!!」

『わ、わかったっ！　数は三っ、位置は北、南東と南西だ！』

　水晶に吠えかかるベートのもとに、慌ただしい声が返る。

　既に九層へと進出した獣人部隊の足が、更に加速した。

「ダンジョンと繫がる九層の出入り口を全部確保して！　神タナトスを絶対に逃がしちゃダメ！　後続に伝達お願い！　ここからは私とベート、ラウルで三つの部隊にわける！」

「了解！」

　素早い指示を放ち、部隊の方針を打ち出す副官のアナキティ。

　敵を駆逐し終え、安全地帯と化した階段に──上下層への脱出を封じるために──【ディオニュソス・ファミリア】の団員を配置。【ロキ・ファミリア】はモンスターの駆逐と並行しながら三箇所の出入り口を押さえる。

　電光石化のごとく、敵拠点が存在する九層に包囲網が構築されていく。

　およそ【勇者ブレイバー】が思い描いた『作戦図』通りに。




「王手チェック、やな。敵を盤上の端に追い詰めたわ」

「もし、ここから逆転の一手があったとしたら？」

「この迷宮がガショーンガショーン変形して大巨人になるか……あとは『精霊』どもが暴れ出すか、そのどっちかくらいしかないわ」

　絶望の声を上げながら襲いかかってくる敵兵を部隊が蹴散らしていく中、ディオニュソスと軽口を叩たたくロキは目を細める。




「──やられた」

　最後に。

『迷主めいしゅの間ま』にて冒険者達の動きを観測するタナトスは、降参するように目を瞑つむり、天を仰ぐのだった。
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「聞こえますか？　貴方達を追い込む、破滅の足音が」

　迷宮に響く幾つもの足音。

　まるで軍靴のごとき音の連なりは、茫然ぼうぜん自失とするバルカの耳朶じだを盛んに揺らしていた。

　ルルネが複数の『眼晶オクルス』を用いて引っ切りなしに情報を伝達している中、アスフィは冷酷な瞳で『勝敗』を告げてくる。

　バルカは動かない。

　一気に行われた作戦の展開に、もはやここから対応などできない。

　まるで終わりの時を数えるように、ぽたぽた、と押さえられた首から赤い滴がこぼれ、石畳に血溜だまりを作っていく。

　そして。


「……っ！」



　広間と繫がる通路の一つから、【ロキ・ファミリア】の冒険者達が姿を現した。

　ティオナやティオネ、【ディアンケヒト・ファミリア】のアミッド達治療師ヒーラー。フィンが率いる主戦力の部隊である。

　九層の完全掌握のため散開させたのか人員は十名ほどで、突入時より少ない。だがティオナ達を始め戦力はなおも十分。とてもではないがバルカ一人で対処できる数ではなかった。

　ここに来るまでの間に『眼晶オクルス』で『情報』は伝えられているのだろう。フィン達は驚くこともなく、動くことのできないバルカと対峙たいじする。

「終わりです。バルカ・ペルディクス。いいえ、闇派閥イヴィルスの残党。ダンジョンで犠牲となった仲間ファミリアの仇かたき……取らせてもらいます」

　短剣を構えるアスフィの言葉に、バルカは首を押さえていた手を、離した。

　だらりと下げられる両手。

　白い前髪に隠れていた瞳が、紛れもない諦観に染まる。

「……ここが、私の『終焉』か」

　流れ出る血を放置しながら、腰に手をやり、隠し持っていた短剣──『呪詛カース』が込められた武器を取り出す。

　末端の残党達が持つもの以上に禍々まがまがしい漆黒の刃に、アミッドが瞳を細めた。

　他の冒険者達も身構えて警戒する。

　そんな彼等を前に、バルカは手にした呪道具カースウェポンを振り上げ、

「!?」

　その呪剣を己の体に突き刺した。

「えっ!?」

「じ、自分に!?」

「なっ……自害!?」

　それだけで終わらない。

　腰から更なる『呪詛カース』の短剣を取り出し、何度も、何本も突き刺す。

　他の団員達と並んでティオナとティオネ、アスフィは驚愕きょうがくした。

　指揮官のフィン、治療師ヒーラーであるアミッドさえ目を見張る。

　腹部、肩、脚、腕。急所こそ避けているものの、もはや致命傷であることは明白だった。いくつもの『呪詛カース』を被こうむった結果か、ごふっと口から噴き出る血は比喩抜きで、ドス黒い色に染まっていた。

「そちらの言うとおり……私達の負けだ。闇派閥イヴィルスはここで潰えるだろう」

　血まみれとなったバルカは、死が迫ってなお感情のない声を紡つむいだ。

　その不気味な姿に【ロキ・ファミリア】や【ヘルメス・ファミリア】が思わず気圧けおされる中、息も絶え絶えの男は、『Ｄ』の文字が刻まれた左眼を見開く。

「だが──人造迷宮クノッソスは朽ちん」

　次の瞬間。

　ベルトに吊つり下げられていた袋から取り出されたのは、緑色の宝玉だった。

「なっ……『宝玉の胎児』!?」

　アスフィが上げる驚倒の声。

　犬人シアンスロープのルルネ、小人族パルゥムのメリル、虎人ワータイガーのファルガーもはっとする。

　かつて仲間を失った24階層の食料庫パントリーで見たものと同じ、『穢けがれた精霊』の『種』というべき存在。モンスターに寄生することで強大な『女体型』と化し、更に成長を重ねることで『精霊の分身デミ・スピリット』へと進化する。

　バルカの取り出した『宝玉』はアスフィ達の記憶にあるものより大きく、更に太い血管のようなものが宝玉そのものに浮き出ていた。

　中身の胎児も血走った双眼を開け、冒険者達を見つめている。

「既に『六つの種』は解き放たれている。これは番外、奇しくもお前達【ヘルメス・ファミリア】が血の供物を捧げた24階層の宝玉だ」

　血を吐きながら、まるで運命を語るようにバルカは【ヘルメス・ファミリア】を見据えた。

　24階層という単語にルルネ達が反応し、怒りを宿す中──それ以上の激情をもって叫ぶ。

「我らが大願は潰えん。我らが執念は途切れん。始祖が夢見た混沌を必ずや完成させるため、一人でも多く道連れにしてみせよう！」

　それは、バルカという人間の生涯最後の『叫喚きょうかん』だった。

　物心がついたことのない、『自覚』と『無自覚』の境界をさまよい続けていた男は、この時初はじめて『自我』を確立させ、今度こそ確たる『産声』を上げたのだ。

　そしてそれは、一族の『呪い』に殉ずる覚悟に直結する。

　──まさか。

　アスフィが男の目的を察するも、遅い。

　バルカは手に掲げる『宝玉』を、一思いに己が胸へと押し付けた。


「ぐっ、げっっ──がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!?」



『──アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッ!!』

　二重に響く男と胎児の叫喚。

　怪物モンスターではなく、人間との『融合』。

『宝玉の胎児』の寄生先はモンスターにとどまらない。十分に考えられた筈の『可能性』を目まの当あたりにしたアスフィは、視界で繰り広げられる光景に、思考と行動を奪われてしまった。

　融合した胸から広がる葉脈状の管くだ。男の全身に張り巡らせる胎児の『触手』が、仮借かしゃくなく肉を貪り、蹂躙して、『変容』を開始する。

　男の右腕が醜悪なまでに肥大化する。

　左腕が鞭むちのように伸長して人の形を失う。

　両脚が腐り落ちて、蛞蝓なめくじのごとき腹足ふくそくと化す。

　呪詛じゅそにまみれた男の体液を吸い上げるように、葉脈状の管くだはドス黒く染まり、この時ばかりは『胎児』も悲鳴を上げた。が、絶えず波打つ漆黒の血管と化すと、胸部に取り付く宝玉まで闇の色に染まる。

　肉をかき混ぜるような、骨を砕くような、おぞましい音を立てて、恐ろしい速度で作り変えられていくバルカの肉体。『神秘』のアビリティ持ち──上級冒険者に匹敵ひってきする肉体を媒介に、強大な存在がここに産まれ落ちる。

　蒼白そうはくとなる【ロキ・ファミリア】と【ヘルメス・ファミリア】の団員達。アマゾネスの双子は嫌悪感に呻うめき、小人族パルゥムの勇者は双眼を細め、万能者は唇を引きつらせる。

　そして聖女は、その『生命の冒瀆ぼうとく』に、手が白くなるまで杖つえを握りしめた。


「ぉごぉ、ぁ、ぁ、ぁ、ぁ、ぁ……が、ぁ、ぁ、ぁ……ぁぁぁぁぁぁ……!!」



　侵食が脳にまで達し、男の顔も怪物のそれに成り果てていく。

　右眼が裏返り、血の涙を流しながら変貌へんぼうしていく最中さなか、『Ｄ』が刻まれた左眼だけは執念のごとく原型をとどめた。

　紅の左眼がぎょろぎょろと蠢動しゅんどうし、立ちつくす『敵』を睥睨へいげいする。

　バルカ・ペルディクスという『自我』が溶け落ちる寸前、ソレは最期の意志を遺した。


「ごコでッ、死ジネッ……冒険者ァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァ!!」



　喉のどを破りながら放たれる絶叫とともに、その肉体が盛り上がる。

　総身が人の領域を超えた巨軀へと転じ、正真正銘の異形へと。

　名工ダイダロスの血を受け継ぎ、心に『怪物』を飼っていた一人の男は、正真正銘『化物』と成り果て冒険者達と対峙した。
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「総員、構えろ!!」

　雷いかずちより鋭い号令が広間を走り抜ける。

　生物の本能が訴える怯おびえに支配されていた団員達は、そのフィンの大音声を聞いて、はっと四肢を揺り動かす。

【勇者ブレイバー】の勇気に触れ、恐怖を殺し、おぞましい『怪物』に武器を向けた。

『ゴオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ!!』







[image: ]







　人の言語を失った怪物の叫喚が冒険者達の肌を震わせる。

　バルカ・ペルディクスだった存在はもはや完璧なモンスターと化していた。

　右腕は肥大化し、左腕は長い触手と化し、脚部は蛞蝓なめくじのよう。

　頭部は昆虫の無数の白い卵の集合体とでも言うべきか。生理的嫌悪しか感じさせない部位パーツの中で、理性を失った左眼だけが『Ｄ』の記号を爛々らんらんと輝かせている。白濁色の全身には漆黒の血管が隅々まで走り、不気味な対照コントラストを描いていた。体高は優に五Ｍメドルを越え、大型級に匹敵する。

『宝玉の胎児』に身を捧げた結果がそこにはあった。

　名前を付けるとすれば、それは何の捻ひねりもない『バルカの怪物』。

『悲願』を求めるあまり、人間の殻さえ捨てた、まさに執念ダイダロスの化身である。

「気持ち悪い、気持ち悪いっ、気持ち悪ーいっ!!　大双刃ウルガであんなの斬りたくないんだけどー!?」

「馬鹿なこと言ってんじゃないわよ！　それじゃあ直接拳こぶしでも叩き込むつもり!?」


「それもやだ～～～～～!?」



　やかましいやり取りをしつつ、大双刃ウルガを構えるティオナと二刀の湾短刀ゾルアスを持つティオネは決して目標から視線を外さない。今まで戦ったことのない『未知』の敵に最大限の警戒を払う。

　間もなく、『バルカの怪物』はぴたりと一度静止したかと思うと、一挙に動いた。

「来ます！」

　アスフィの警告と入れ替わるように左腕の攻撃を放つ。

　大上段から振り下ろされる、黒い血管を纏う白の触手。

　広間の中央を縦断する一撃に、【ロキ・ファミリア】と【ヘルメス・ファミリア】が一斉に左右へ割れ、先程まで『眼晶オクルス』で交信していたルルネも泡を食って回避した。

　広間に上下の振動が発生する中、すかさず前衛組が斬りかかる。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ!!』

　男の声帯をもとにした叫び声を上げ、『バルカの怪物』は肥大化した右腕を団員達へと振り下ろした。

　右腕の形状は瓢簞型と言えるが、秘めている威力は凶悪だった。

　石畳を割るどころか亀裂を蜘蛛の巣のように走らせ、斬りかかろうとしていた足自慢の団員達に蹈鞴を踏ませる。そのまま引き戻した左腕の触手を出鱈目に振り回し、懐ふところから追い出してしまった。

「ぐうっ……!?」

「ファルガー、セイン！　前衛は【ロキ・ファミリア】に任せなさい！　メリルを中心に、我々は支援に徹します！」

　虎人ワータイガーとエルフの団員も一緒に弾はじかれる中、アスフィが三つの爆炸薬バースト・オイルを投擲する。

　巻き起こる三つの紅蓮ぐれん。損傷ダメージは軽微にとどまったが、隙は生じた。

　他派閥の援護を頂戴し、ティオネとティオナが爆煙を塗って獣のごとく肉薄する。

「動きは鈍のろい!!　ティオナ、かち上げなさい！」

「わかったー！」

　腹足ふくそくと化した敵の脚部にまともな機動力はないと見抜き、まずティオナが先行。

　接敵と同時に振り下ろされた敵右腕に、《ウルガ》を叩きつける、

「っ!?」

　凄まじい鈍重音。勢いを乗せた突撃チャージが止められる。

　手に伝わる剛力に一度目を剝むいたティオナは、しかし、すぐに笑った。


「ガレスの方が強いっっ、もんねぇぇぇぇ!!」



　腰をひねる動きとともに、注文オーダー通りかち上げる。

　巨大な右腕を頭上に打ち上げられ、反動後屈ノックバックの体勢となる『バルカの怪物』に、間髪入れずティオネが斬りかかった。

「くたばれっ！」

　双子の連携をもって瞬殺せんとしたアマゾネス達だったが、

「!!」

　親指の『疼うずき』を感じたフィンが、何よりも早く叫んだ。

「ティオネ、ティオナ、離れろ！」

「「!?」」

　まさかのフィンの指示に耳を疑うティオネ達だったが、経験則から一も二もなく従う。

　そして、二人が緊急回避を行った一瞬後だった。

　メキメキッ、と。

　怪物の全身に張り巡らされている黒い血管が、嫌な音を立てて隆起する。


「──────」



　広間にいる全ての上級冒険者が、数多の死線をくぐり抜けた者達が『悪寒』を共有する。

　次の瞬間、怪物の血管が裂け、おびただしい血液の雨が飛び散った。

「ええええっ!?」


「くっっ──!?」



　最も近くにいたティオナとティオネは武器で振り払いつつ、第一級冒険者の貫禄をもって回避するものの、他の前衛が餌食えじきとなった。

「ぎゃあああああああああああああああああああああああああ!?」

　放射状に拡散された黒の雨を浴びた者から、痛哭つうこくを上げる。

　付着した肌から煙が上がったかと思うと一瞬でドス黒く変色し、目と鼻、口から血を流してもがき苦しんだ。【ロキ・ファミリア】も、【ヘルメス・ファミリア】も関係ない。倒れ伏し、転げ回り、壊れんばかりに喚き散らす。

　一瞬の出来事に、ティオナ達の顔に驚愕が走った。

「毒!?　いや……まさか、『呪詛カース』!?」

　即効性などという言葉では片付けられない仲間の惨状に、アスフィは目を剝く。

『耐異常アビリティ』を習得している者、していない者関係なく発生する等しい症状。【万能者ペルセウス】の分析にはっとした【ロキ・ファミリア】の団員達は、所持している対呪詛専用アンチ・カースの『秘薬』を仲間にかけるが、


「ぐぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……!?」



「き、効かない!?　対呪詛専用アンチ・カースの『秘薬』でも、解呪できない！」

　血を吐き出し続けるその姿に、耳をつんざかんばかりの悲鳴を打ち上げた。

　ティオナも、ティオネも、フィンでさえも時を止めた。

　後方に控えているアミッドも呼吸を停止させる。

　超強威力の『呪詛カース』。

　血が落ちた床からも黒い煙が生じ、広間に瘴気しょうきを充満させる『バルカの怪物』は、再び黒血をばらまき始める。

　前衛の間から生じる、絶叫の連鎖。

　不自然な痙攣を繰り返し、既に瀕死状態となった仲間を引きずって黒の雨から逃れる冒険者達。だが動けない仲間を抱えて避けきれるほど敵の散弾は甘くない。放射状かつ、途切れることなく見舞われる黒の雨は多くの者を再起不能に追い込んだ。

　モンスターを中心に築かれていた包囲網が、一瞬で瓦解してしまう。

「【ディア・フラーテル】！」

　その時、アミッドが『高速詠唱』を経て『魔法』を発動した。

　純白の光が倒れ伏す者達に降り注そそぎ、浄化の加護をもたらす。

　瞬またたく間に痙攣が収まり、血を流していた冒険者達は何度も咳せき込んだ。負った損傷ダメージさえ癒いやされた彼等は、悪夢から目を覚めたような表情を浮かべる。

「ア、アミッドの『魔法』なら治る！」


「でも、それってっ……！」



　安堵あんどの声を上げるティオナとは対照的に、ティオネの声は危惧に染まっていた。

　都市最高位の治療師ヒーラーにしか癒せない。

　つまりそれは、事実上の『一撃必殺』。

　アミッドがいなければ戦線の維持もままならず、アミッドを欠けば敗北必至に陥おちいる。

「アミッドを守れ！」

　フィンの指示は即断だった。

　彼の最優先命令に壁役ウォールの団員達が全力で応じ、複数の盾たてを並べて【ディアンケヒト・ファミリア】の治療師ヒーラー達を庇かばう。

　直後に始まるのは地獄の再演である。

「う、うわぁああああああああああああああああああああああ!?」

　呪いの散弾が猛威を振るう。

　前衛も後衛も関係ない。広間の全域に届く放出液を四方へと放ち、逃げ遅れた者にこの世のものとは思えない苦痛を強いる。呪文じゅもんを紡いでいた魔導師達は特に悲惨だった。詠唱のため咄嗟とっさに動くこともできず、おぞましい呪いを浴びて泣き叫ぶ。

「きゃあああああああああああ!?」

「メリルッ！」

【ヘルメス・ファミリア】でも砲撃を準備していた小人族パルゥムの魔導師が悲鳴を上げ、咄嗟に大盾を掲げる虎人ワータイガーに庇われた。

「完全回復かいふくが間に合わない……！　フィン団長、癒しきれません！」

　長杖を構え魔法を執行するアミッドの顔が、この時、初めて焦あせりに染まった。

　もし今の戦場を外から見る者がいたとしたら、その目を疑ったことだろう。

　怪物と聖女、お互いの中間が境界線となって『呪詛カース』と『回復ヒール』が鎬しのぎを削る。瘴気の蹂躙と光輝の嵐あらし。互いの領域がせめぎ合い、拮抗きっこうし、まさに戦場を二分していた。

　アミッドに癒やされた側から再び『呪詛カース』の餌食となる者が続出する。

　再生と破壊の永続ループを味わい、常に『半壊』を維持する部隊は混乱の境地に陥った。何か一つ狂えば、冒険者達の陣形は瞬く間に壊滅するだろう。

「バルカ・ペルディクス……！　あの自刃は、まさかこれを見越して!?」

　純白のマントで皮膚を庇いながら回避するアスフィは呻いた。

　呪道具カースウェポンによる執拗しつような自傷行為。あれは『呪詛カース』を蓄積した肉体に『宝玉の胎児』を寄生させることで、モンスターに発現しようのない能力を付与するためだったのだ。

『呪詛カース』を使用する怪物。

　最悪の定義にアスフィの顔が再度引きつった。

　逃げ惑う冒険者達の中で、手記と水晶を抱えるルルネが叫び散らす。

「ア、アスフィ～!?　こうなったらもうっ、他の部隊に応援をっ──」

「──駄目だ!!」

　その時、少女の悲鳴じみた声を断ち切ったのは、フィンの一喝だった。

　ルルネ達だけでなくアミッド達治療師ヒーラーや【ロキ・ファミリア】の驚愕も集める小人族パルゥムは、長槍ちょうそうを風車のように回転させ仲間を守り続けながら、叫び声を放つ。

「アミッドにしか癒せないのなら、いくら仲間の頭数が増えても結果は変わらない！　犠牲者が増えるだけだ！」

「っ……!?」

　援軍は無意味。

　その言葉にルルネだけでなく多くの者が絶望する中、フィンは更に声を続けた。

「作戦の目的は何だ!?　思い出せ！　敵の首魁しゅかいの拿捕は絶対、一箇所の戦力集中は許されない！」

「!!」

「ガレス達は必ず神タナトス達を追い詰める！　なら僕達は、僕達だけで、あの敵を討つ！」

　戦術的視点ではなく、戦略的観点を語るフィンの語気は揺るがず、力強かった。

　その一声だけで、劣勢の中の士気を立て直すほどに。

　敵の攻撃が一旦いったん止んだのを見計らい、フィンは片手に持つ黄金の槍やり、勇気の名を冠する《フォルティア・スピア》を掲げる。

「かかるぞ!!」

　かかれ、ではなく、かかるぞ。

　それはフィン自身も前線に上がることを意味する。

　指揮を捨て、誰よりも先頭に立ち、道を切り拓いてみせることを豪語する。

「盾を持て！　回避は捨てろ！　勇気をもって、敵の攻撃を受け止めてみせろ!!　今が『冒険者』の名を証明する時だ！」

　一度、フィンはこの『呪い』に敗れている。

　他ならないレヴィスの強襲によって、再起不能に陥れられた時だ。

　返上する汚名はない。挽回する名誉もない。晴らす雪辱すらない。

　彼が掲げるのは、『勇気』のみだ。

　疾走したフィンは、盾すら持たず、宣言通り『バルカの怪物』に切り込んだ。一度は自身を死の直前にまで追いやった『呪詛カース』に怯ひるみもせず、呪いの暴雨の中に身を投じてみせる。

　必死の呪いを前に怯む冒険者達に、その小さな背中を見せつける。


「あっ、上がれっ！　上がれぇぇぇぇぇ!!」



「団長に続けええええええええええええええええっ!!」

　団員達もまた、応こたえた。

　鼓舞によって迸ほとばしる血潮、恐怖を上回る士気。

　盾を装備し、その小人族パルゥムの背中を追いかける。

　どんなに大きな敵にも、強大な敵にも立ち向かう姿勢こそが──あの小さな勇者が示す『勇気』に続くことこそが──巨人殺しの派閥ロキ・ファミリアたる所以だと思い出しながら。

　ティオナ、ティオネもまた雄叫びを上げ、フィンとは別の方向から団員達を率いて突撃する。啞然あぜんとする【ヘルメス・ファミリア】を置いて、都市最大派閥の矜持と強さを見せつける。

　呪いの力を打ち砕かんと、冒険者達は咆哮ほうこうした。



















「エルフィ、急ぎなさい！」


「ごめんなさぁーい、アリシアさ～～～～んっ!?」



　振り返るアリシアに、レフィーヤの同室者ルームメイトエルフィが必死に追いすがる。

　人造迷宮クノッソス九層。

　フィン達の部隊に含まれたエルフィ達は、小隊を組んで通路を駆け抜けていた。

【ヘルメス・ファミリア】の通信を経て情報を摑つかんだ後、フィンは他ほかの隊と同じように部隊の分散を指示。階層包囲網の構築のために、エルフィはアリシアの隊で奔走していた。Ｌｖ．４のアリシアを筆頭に六人の団員で構成され、魔導士のエルフィも砲台として加わることで十分な戦力を有している。闇派閥イヴィルスの団員を始め敵の戦力が削り落とされている現状ならば、人造迷宮クノッソスでも十分活動できる規模だ。

　ルルネの報告によってバルカが戦場に立っていることが知れている以上、敵は遠隔操作による『扉』の開閉はできない。迷宮の『設計図』を持つルルネの道案内ナビによってルートに迷う心配もない。エルフィ達は敵戦力の無力化に尽力していた。

「──？」

　足の早い前衛組に置いてきぼりがちになるエルフィが必死に追走していた、その時だった。

　カシャンッ、と。

　金属が石に擦れるような音を、エルフィの耳は聞き取った。

「今のは……？」

　石造の迷宮ではまず自然発生しない類たぐいの異音。

　すわ罠わなかと身構えることもできない、ほんの些細ささいなものだった。

　場所は通路の一角。

　エルフィはつい立ち止まってしまい、辺りを見回す。

　視線を引き寄せられたのは、斜め後方の壁面。

　超硬金属アダマンタイトで造られている筈の迷宮壁に、僅わずかな隙間すきまがあることに気付いた。音は今もそこから響いている。頻りに、かすかに、耳を澄まさねば周囲の戦闘音にかき消されるほどの。

　自称『好奇心の塊かたまり』であるエルフィは状況を忘れ、引き寄せられるようにその隙間へと近付いていた。何か不審なもの、いや不穏なものを覚えつつ、喉のどを鳴らして覗のぞき込んでしまう。

　隙間の奥は空洞のようだった。暗く、闇が広がっている。

　そして、その闇の奥で、何かが蠢うごめいていた。

　動きに合わせて、ジャラ、ジャラ、とまるで鎖を引きずるような音が鳴り響いている。

　エルフィは息を止め、目を凝らそうと片方の瞳ひとみを細めて──

　直後、血走った瞳が目の前に現れた。

「──おきゃあああああああああああああああああああああ!?」

　奇怪な悲鳴を上げ、思いきり仰のけ反ぞる。

　闇の中にいた影はこちらに気付いたかと思うと、ドンッ！　と隙間のある壁に衝突してきたのだ。こちらを見つめてくる単眼に、飛び退いたエルフィは派手な尻餅しりもちをついた。

「なにっ、なにっ、なにぃ!?　モンスターぁ!?」

　心臓を鷲摑わしづかみにされたエルフィは尻餅をついたまま長杖ロッドを胸の前で構える。

　隙間の奥でぼんやりと浮かぶ瞳は、神々が面白おもしろおかしく吹聴して回る不死者ゾンビのような掠かすれた呻うめき声を放ち、がりがりと壁を削っているようだった。

「エルフィ、何をしているのです!?」


「アアアアアアリシアさん!?　こっ、この壁の奥に何かがっ……！」



「何を言っているのですか！　それより食人花モンスターです！　このままでは囲まれます！」

　道の先から叫び声を飛ばしてくるアリシアに、げっ、とエルフィは目の色を変えた。

　見れば前方にいるアリシア達は既に戦闘に入っており、もと来た道からはモンスターが迫っている。

「地形が悪い、場所を変えて応戦します！　早く合流しなさい！」

「わ、わかりましたぁ！」

　促うながされ、エルフィは慌あわてて立ち上がった。

　壁面の隙間に後ろ髪を引かれながら、アリシア達のもとへ向かう。

　闇に浮かぶ瞳は、少女の背中を追い縋すがるように、じっと見つめていた。




「武装隊、構えろ！　来るぞ！」

　開けた空間に足を踏み入れた途端、リヴェリアの号令が響く。

　人造迷宮クノッソス十二層の広間には【ロキ・ファミリア】の団員達が展開していた。『釣り出した強大な獲物』を迎え撃つために、あらかじめ配置していたＬｖ．３以上の武装兵だ。人造迷宮クノッソスに突入した後、条件に見合ったこの地帯エリアにリヴェリアは専用の迎撃部隊を残していたのである。

　杖つえを構えた魔導士達が緊張の表情で一斉に呪文じゅもんを唱え出す中、殿しんがりのアイズが最後に広間へ飛び込む。

　間を置かず、鮮血のごとき赤髪の女が姿を現した。

「随分と逃げ回ったな、アリア」


「……っ！」



　広間の中央で足を止め、振り返るアイズを、レヴィスの眼差まなざしが貫く。

　呪道具カースウェポンの長剣を持つ最強の怪人クリーチャーは、常日頃つねひごろの厭世的な雰囲気を醸し出しながら、アイズのみを見返していた。リヴェリアだけ一瞥いちべつにとどめ、展開されている武装隊は眼中にも置かない。


「リ、リヴェリア様っ……！」



「逸はやるなよ。アイズと私がまず敵を押さえる」

　怪人クリーチャーの存在に緊迫するエルフ達に、自制を促す。

　対レヴィスの作戦は、剣姫アイズを前面に置いて、リヴェリアが支援、そして武装隊による砲撃を打ち込む算段だった。『待機状態』にしていた『魔法』──迷宮探索時にレヴィス警戒のため用いられていた魔法円マジックサークルを半径五Ｍメドルの範囲にとどめながら、リヴェリアは視線をレヴィスのみに固定する。一度戦端が開かれれば、彼女の広域殲滅魔法レア・ラーヴァテインが文字通り火を噴く。

　既に詠唱を終えた武装隊の魔導士の前には大盾おおだてを持つ壁役ウォールが何人も控え、汗を湛えながらも気丈にレヴィスを睨にらみつけていた。

　着火した瞬間、一気に爆発する火薬庫めいた空気が広間に漂う。

「……？」

　レヴィスと対峙たいじしているアイズは、そこで、眉まゆを怪訝けげんの形に曲げた。

　正面には立つレヴィスは、醒さめた半眼でアイズのことを見つめている。

　見つめている、だけだった。

（仕掛けてこない……？）

　武器を構えもしない。

　それどころか碌な戦意すら感じられない。

　何故なぜかたたずむだけの怪人クリーチャーに、アイズの後方に展開している武装隊の面々からも困惑の気配が伝わってきた。リヴェリアも警戒と詮索を半分に織り交ぜた空気を纏まとっている。


「……っ？」



　あの【猛者おうじゃ】と戦いを積んで、『準備』をしてきた。

　今日をもってレヴィスと決着をつける気概で今回の作戦に臨んだ。

　しかし、この『状況』はあまりにも予想外だった。

　アイズは判断に迷う。

　攻められれば、応じる覚悟があった。最後まで戦い抜く意志が。

　しかし、こちらからは攻められない。

　一度戦闘が始まれば被害が出ることは明白。相手が無為に時間を過ごすというのなら、それに越したことはない。フィン達が人造迷宮クノッソスを掌握するためにも、膠着状態はアイズ達も望むところだ。

　予想外の事態であるが、好都合。

　好都合の筈なのだ。

　しかしアイズは、宿敵とも呼べる怪人クリーチャーと対峙しておきながら剣を交えないこの猛烈な『違和感』を、どうしても飲み下すことができなかった。

「……」

　剣を構えながら困惑するそんなアイズを、レヴィスは無言で見つめ、時の流れに身を委ゆだねていた。
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「シンシア！　ハルバード！」

「は、はいっ！」

　ティオネの激声を受け、魔導士兼サポーターの少女がバックパックより大型武器を引き剝はがす。投げ渡されるのは『不壊属性デュランダル』の特殊武装スペリオルズ《ハルバード・ローラン》。

　装備を長物に変えて、ティオネは『バルカの怪物』に斬りかかった。

『ゴオオオオオオオオオオオオオッ！』

　斧部が肥大化した左腕に決まり、鮮血が飛ぶ。

　黒く染まった返り血を避けなくてはならないことに舌打ちしながら、ティオネは長柄武器ポールウェポンの射程距離リーチを活かして攻撃と回避を両立させる。

　フィンと並んで攻撃を繰り出す彼女を起点に、【ロキ・ファミリア】の冒険者達もまた果敢に長槍スピアや槍剣グレイブを繰り出した。

「囲めっ、囲めええええええええええっ!!」

「魔導士、詠唱絶やすなァ！」

「焼き切れなくてもいい、怯ひるませろ!!」

　九層の広間は激戦の様相を呈していた。

　敵の黒呪の雨を防ぐため、盾の比率を高めて応戦する。今やティオナを除いて冒険者達の武装は長柄武器ポールウェポンや弓矢などの射撃武器に切り替わっていた。左の剛腕に接近を阻まれ、撃ち放つ『魔法』まで『呪詛カース』のこもった右触手に打ち払われようが、攻撃を絶やさない。戦力では劣る【ヘルメス・ファミリア】も絶妙な攻守の補助サポートを担う。

「【ロキ・ファミリア】でも攻め落とせないとは……！」

　いくら被弾を重ねても倒れない怪物に、目を眇めるのはアスフィだ。

　敵は防御特化。

　鈍重な巨軀は敏捷性を犠牲にした代わりに、まるでそびえ立つ千年樹のように倒れることはない。冒険者の猛攻を凌しのぎ、奇形の両腕をもって反攻してくる。迎撃とばかりに放たれる血の弾幕も接近を拒み、よしんばくぐり抜けても体勢を奪って致命打クリーンヒットを許さない。ティオナの《ウルガ》でさえ体の部位パーツを断ち切るまでに至らなかった。

　寄生した『宝石の胎児』──敵の『核』は黒球となって胸部中心に露出しているが、蕾のように変化した硬質な胸皮がこちらの一撃必殺を防いでいる。

　加えて、敵は厄介やっかいな『再生能力』も有していた。

　自ら全身の血管を破っては復元するという、繰り返される矛盾の光景。

　与える損傷ダメージを上回る再生量に、さしもの【ロキ・ファミリア】も呻く。ティオナやティオネ、フィンの目には18階層で戦った『女体型』を上回る潜在能力ポテンシャルとして映った。

　高い防御力で敵の攻撃に耐え、『呪詛カース』で問答無用に葬り去る要塞式モデル。

　回復手段がなければ一瞬で壊滅もありえたモンスターに戦慄せんりつしながら、それでも冒険者達は数と連携、そして勇気をもって敵の体力を削っていく。

「ぐぁああああああああああああああああ!?」

　その一方で、やはり損害も多い。

　飛散する血液の一滴でも皮膚に付着すれば絶叫が上がり、盾で防ぎきれない弾幕に前衛壁役ウォールが何人も倒れた。黒呪の血を躱かわしたとしても、立ち上る瘴気しょうきを吸い続けていれば喀血まで引き起こす。呪のろいという名の絶対の殺意を、この広間に立つ全ての者が等しく感じていた。

　癒いやしの白光が瘴気を押し返さなければ、戦いにもならなかっただろう。

　倒れる者が出る度に、アミッドが『回復魔法』を行使する。

「モンスターの宿主となった男性……彼こそが、あのおぞましい『呪い』の生産者……！」

　後方で戦場を見つめるアミッドは、確信した。

　モンスターと成り果てたあの人物こそが、おぞましい『呪道具カースウェポン』を作り出した呪術師ヘクサー、忌いまわしき呪いの元凶なのだと。

　同時に、アミッドは理解する。

　バルカ・ペルディクスの【ステイタス】──『神秘アビリティ』と共鳴するかのように、『呪詛カース』の威力が底上げされていることを。

　人造迷宮クノッソス完成のためにバルカは複数の『発展アビリティ』が必要だった。そのためだけに、男は三度の昇華ランクアップをしてのけた。常人には理解できない執念を秘めた肉体は『宝石の胎児』にとってご馳走、あるいは『劇薬』だったのだろう。異様な進化を遂げ、元来モンスターにはありえない『呪殺』に特化した怪物が生まれてしまうほどに。

　同じ『神秘アビリティ』を持つアミッドには、それがわかってしまった。

「凄すさまじい迷宮への執念……それが貴方の『呪い』の正体ですか？」

　アミッドも今回の作戦参加に際して、この人造迷宮クノッソスの成り立ちは聞き及んでいる。

　名工ダイダロスの系譜たるバルカ・ペルディクス。呪いの根源。

　もしかしたら、彼自身も呪われていたのかもしれない。

　その血筋に。

　男もまた犠牲者であり、呪いの源泉とは連綿と続く血そのものなのかもしれない。

　化物となってもなお、黒い血脈に囚とらわれた肉体が、それを証明しているようだった。

「──ならばなおのこと、その『呪い』の連鎖を断ちます」

　アミッドは毅然と言い放ち、長杖ロッドを持った。

「マルタ、ベルナデット。私の代わりに回復支援を。戦線を支えてください」

「「は、はいっ！」」

　控えていた【ディアンケヒト・ファミリア】の治療師ヒーラー二人を、ここで初めて投入する。

【戦場の聖女デア・セイント】たるアミッドが戦場を支えきれなくなったことを意味した──わけではない。

　少女は癒すためではなく、断ち切るために身を捧げる。

「【癒しの滴しずく、光の涙、永久とわの聖域。薬奏やくそうをここに。三百と六十と五の調べ。癒しの暦おとは万物なんじを救う】」

　高速詠唱。奏でられる歌声。

　繰り返されてきた呪文でありながら、先程までのそれより力強さが込められていることを冒険者達は確かに知覚した。

『バルカの怪物』も何かを予感したのか、アミッドのもとへ黒血の雨を降らせる。

「ファルガー！」

「うおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　虎人ワータイガーのファルガーを中心に、冒険者達が盾をもって防ぐ。

　前衛はフィン、そして中衛及び後衛指揮をアスフィが取ることで、モンスターへの攻撃もアミッドを守る防御も決して途切れさせない。

「【そして至れ、破邪となれ。傷の埋葬まいそう、病やまいの葬斂そうれん。呪いは彼方に、光の枢機すうきへ】」

『バルカの怪物』が戦場を縦断する触手をもって盾を強打してくるが、歯を食い縛るファルガー達は決して守備に穴をあけなかった。

「【聖想かみの名をもって──私が癒す】」

　その冒険者達の奮闘に、アミッドは応こたえる。

「【ディア・フラーテル】！」

　放たれる『全癒魔法』。

　聖なる力を示す純白の光輝。

　その向かう先は──『バルカの怪物』本体だった。

「えっ!?」

「アミッド!?　モンスターに回復って、なに考えてるのよ!?」

　ティオナとティオネが、戦場にいる全ての冒険者達の心の声を代弁する。

　モンスターを癒すなど前代未聞の光景に、誰もが聖女の真意を疑った。

　だが、その中で、フィンとアスフィの反応だけは異なった。

　聡い指揮者の二人は見開いた瞳に驚愕きょうがくを宿し、アミッドの狙ねらいを寸分違わず理解した。


『──────────────────────ッッッ!?』



　直後、『バルカの怪物』が苦しみ出す。

　人だろうがモンスターだろうが癒す筈の神聖の光を浴びて、これまでにないほど悶え始め、体を何度もよじった。

　モンスターの全身から立ち上る湯気、黒の色が徐々に薄れていく血管。

　その姿にティオネ達は瞠目どうもくすると同時、疑問を氷解させた。

「解呪！」

「えっ、えっ、えっ!?」

「【戦場の聖女デア・セイント】は、解呪だけを施しています！　モンスターの体を治すのではなく、呪いそのものを直接狙って！」

　顔を左右に振って混乱するルルネに、アスフィが叫ぶ。

　アミッドの【ディア・フラーテル】。

　傷を癒し、体力を回復させ、毒を取り除き、呪いを打ち消す、最高位の治癒魔法。

　その効果もさることながら、『回復』、『解毒』、『解呪』の三種の効果を使い分けることができる『万能性』を持つ。傷に咽び泣く者には癒しを、毒に苦しむ者は解毒のみを。つまり任意で一種類ないし二種類の効力を選択することも可能なのだ。

　主に余分な精神力マインドの消費を抑えるための能力だが──その力を、今は『解呪』だけにそそぎ込む。

『バルカの怪物』に溜ため込まれる『呪詛カース』を、全て断ち切るために。

「治療師ヒーラーでありながら、モンスターを無力化するか、君は……！」

　フィンの戦慄の呟つぶやきが、激しい聖光の氾濫にかき消される。

『解呪魔法』を味方ではなく、敵にぶつける。

　その行為に誰もが驚倒し、その光景にあらゆる目が奪われた。

「消えなさい、禍々まがまがしき呪いの力。治療師わたしには……それの存在を許すことはできない」

　自らの魔力光に照らされながら、アミッドが告げる。

『バルカの怪物』の足もとに広がる純白の魔法円マジックサークル。

　解呪の力でありながら、込められた『魔力』は砲撃もかくやという出力。

　柱のごとく立ち上る浄化の奔流が、モンスターを閉じ込める。

「もう私は、そうなってしまった今の貴方を癒すことはできない」


『～～～～～～～～～～～～～～～～ッッ!?』



「謝るのは傲慢ごうまんでしょう。嘆なげくのは冒瀆ぼうとくでしょう。救うことを諦あきらめた今の私は、偽善者に過ぎないのでしょう。──だから、その『呪い』だけは、私が殺す」

　呪いに滅びを。

　魂に救済を。

　呪縛からの解放を。

　左手で効力補助の魔杖を握り締め、右腕を突き出し、生じる光の衝撃波によって白銀の髪を揺らしながら、アミッドは視線の先の怪物に声を紡つむぐ。

　両腕を振り乱す『バルカの怪物』はこの世で最も耐え難い痛みに襲われるように、美しい聖光に焼かれていた。全身に走る太い血管が沸騰するかのごとくボコボコと膨れ上がり、刻一刻と黒い呪いの色を薄れさせていく。

　今の姿にまで成り果てた『彼』の存在理由が、消失していく。

『──オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

　ふざけるなと吠ほえるかのように、『バルカの怪物』が暴れ狂った。

　この身に巣食う『呪い』を失ってはならじと、全ての『呪詛カース』の力をアミッドに向けて放出する。


「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っっ!?」



　血の雨ではなく、もはや怨霊の類と言うべき瘴気の怒涛どとうがアミッドを呑のみ込んだ。

　射線上にいた全ての冒険者、彼女を守っていた壁役が、血を垂れ流して倒れ込むほどの威力。少女の体を守る神聖な法衣までもがたちまち焼き焦こげ、黒く爛ただれていく。

「アミッド！」

　白と黒の衝突。冒険者が立ち入れない聖呪の争い。

　唇の端から血が伝う。突き出された瑞々しい手が老婆ろうばのそれのように枯れていく。

　ティオナやティオネ、冒険者達の悲鳴が遠い。

　今まで経験したことのない苦痛の渦に巻き込まれるアミッドは──それでも『魔法』を解除しようとしなかった。

『ダィ……ダッ……ロスッ……!!』

「っ──!!」

　呪い返すようにモンスターの『Ｄ』の左眼が血走り、意志の残滓を音に変える。

　それを聞いた聖女の眼差しが、強い輝きとなって燃えた。

　そして、

「──はああああああああああああああああああああああああああっ!!」

　アミッドの咆哮ほうこうが勝った。

　瘴気を吹き飛ばすほどの余波をもって、地面から立ち上る魔法の光輝が巨大な白柱と化す。

　広間に充満するほど白い光粒が飛び散り、『バルカの怪物』から漆黒の汚れが消失した。

　身を守る鎧よろいを失ったかのごとく。

「「っっ!!」」

　アミッドが崩れ落ちると同時、誰よりも速く駆け抜けたのは、二人のアマゾネス。

　友の奮闘を無駄にせんとばかりにモンスターの頭上へ跳躍した彼女達は、大型武器を振り被かぶった。

「おらぁあああああああああああああああああああ！」

「いっくよぉおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　ティオネの斧槍ハルバードが、ティオナの大双刃ウルガが、叩たたき込まれる。

　二人の双撃によって吹き飛ぶ右腕と左腕。

　姿勢を失った巨軀が、前のめりに倒れ込む。

「──ふッッ!!」

　最後に疾走するのは、フィン。

　構えるのは黄金の槍やり《フォルティア・スピア》。

　凄まじい突貫とともに、神速の刺突を繰り出した。

「!!」

　が。

　黄金の穂先は、怪物の顔面に突き刺さる前に、停止した。

「団長!?」

　寸前で止められた一撃にティオネが困惑の叫びを上げる。

　絶好の機会をどうして、と続けようとする彼女だったが──

「──死んでいる」

「えっ？」

「こと切れている。既に」

　ゆっくりと槍を下ろすフィンの呟きに、ティオナ達は動きを止めた。

　呪いに喘あえぎ、苦しむ者達も顔を上げ、広間の中央に据わる怪物を見る。

　項垂うなだれるように頭部を傾ける『バルカの怪物』は、眼から光を消していた。

　胸部に取りついていた『宝玉の胎児』も煙を上げ、生命活動を完全に停止している。

「呪詛カースを解呪されるのと、同時に……？」

「……わかりません。わかりませんが……もう『呪い』の力は消えた……」

　呆然ぼうぜんと呟くルルネの隣で、アスフィが静かな声で答えた。

　彼女の言葉通り、倒れていた者達が血を吐きつつも、床から体を起こす。深刻な損傷ダメージは負っているものの、『不治の呪い』はこの空間から消え去っていた。

「アミッドが、倒したってこと……？」

「……ばか。そういうんじゃ、ないでしょう……これは」

　まさかの幕切れが訪れた戦場に、ティオナとティオネの声が虚むなしく響く。

　アミッドの献身が、一つの魂を救済したのかは知れない。

　聖女の祈りが、一人の男を千年の呪いから解き放ったかはわからない。

　あるいは彼は、少女を憎んだかもしれない。

　だが、怪物のその紅あかい瞳からは、『Ｄ』の記号が消えていた。


「…………」



　床に両膝りょうひざをつくアミッドは、治療師ヒーラーの少女達に支えられながら、悼いたむように目を伏せる。

　やがて両手を組んで、黙禱もくとうを捧げた。

　激戦の後に相応ふさわしくない静寂が、広間を包み込む。

「……各員、次の行動に備えろ。残っている道具アイテムでアミッドの治療を最優先、戦える者で部隊を再編制する。急げ」

　フィンの冷静な声が、やりきれない余韻に浸ることも許さず行動を促す。

　団員達は顔を上げ、動き出した。
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「部隊を分けるぞ！　必ずタナトスを押さえる！　『都市の破壊者エニュオ』を名乗る神もいる可能性が高い、不審な者は一人たりとも逃がすな！」

　ガレスの号令が轟とどろく。

　場所は人造迷宮クノッソス九層。フィン達の戦場とは離れた地帯エリア。

　ドワーフの大戦士は【ロキ・ファミリア】と【ディオニュソス・ファミリア】の混合部隊を見回し、指示を出した。

「神がここにいる以上、他の地帯エリアほどモンスターを放し飼いにしていない筈じゃ！　いたとしてもあの水黽ミズグモ型くらいじゃろう！　【ディオニュソス・ファミリア】だけでも徒党を組めば対応できる！　なるだけ部隊を分けろ！　ここからは虱しらみ潰つぶしじゃ！」

　ルルネの誘導に従い、今ガレス達がいるのは、九層の中でも『迷主めいしゅの間ま』が近い敵拠点の主要地帯である。

　ガレス自身と神々が同行する本隊は『迷主めいしゅの間ま』に直行し、他の部隊は近辺を探らせる作戦展開。これはタナトス以外にも、素性が全て謎なぞに包まれている『都市の破壊者エニュオ』を探し出すためだ。ロキの神意しんいでもある。

「これでよいな？」とガレスが視線を飛ばすと、「ばっちしや！」と朱髪の女神は指で輪っかを作った。

　陽気そうな振る舞いで、その実、神威を張り詰めさせているロキは唇を舐なめてみせる。

　ここからは、神同士の邂逅だ。

「各隊、ドワーフを必ず連れていけ！　攻め落とされる城に抜け道があるのは常じゃ！　隠し通路がないか、見落とすでないぞ！」

「「おう！」」

【ロキ・ファミリア】以外にも【ディオニュソス・ファミリア】のドワーフ達が声を返す。

　頷うなずくガレスは、最後にエルフの魔導士へ指示を出した。

「レフィーヤ、お主は周囲の警戒に当たれ。赤髪の怪人クリーチャーはアイズ達が引き付けておるが、もう一人、『仮面の人物』がまだ姿を現していない。何かあったらすぐに報せろ」

「は、はい！」

　リヴェリアと同じ方法で──広域殲滅魔法レア・ラーヴァテインの魔法円マジックサークルで──周囲を警戒サーチできるレフィーヤに、予備の『眼晶オクルス』を渡しておく。

　部隊の中でも重要な役割だ。派閥幹部と同じ扱いをされるレフィーヤは、緊張はすれど、覚悟と責任をもって引き受けた。その信頼に応えようと。

　ガレスが笑みを浮かべる先で、【ロキ・ファミリア】及び【ディオニュソス・ファミリア】の団員達とパーティを組む。

「よし、行け！」

　冒険者達はばらばらと駆け出していった。

　作戦もいよいよ大詰め。

　人造迷宮クノッソスを陥落させようと、周囲へ散らばっていく。

「──」

　その中で。

　ガレスとロキの本隊と同行する筈だったディオニュソスは、一つの道の前で足を止めた。

　それは暗闇に包まれた通路だった。

　迷宮壁に備えられた魔石灯の光が届かない陰に存在し、闇に同化することで冒険者達も見落としていた一本道。道の先にも光の類は一切いっさいなく、ディオニュソスが携行用の魔石灯をかざしても、奥まで見通せない暗黒が横たわっている。

　そんな闇の先で、『何か』が揺らいだ。


「…………」



　まるでディオニュソスを誘うように。

　そちらへと導くように。

　あるいは嗤うように。

　頭が疼うずいた。

　葡萄酒ワインを飲んだ時に吹き抜ける甘い香り。

　それが鼻の奥に蘇よみがえった気がした。

　ディオニュソスの胸が一度、強く打ち震える。

　もう周囲には誰もいない。横を一瞥すると、ロキ達の背中も『迷主めいしゅの間ま』の通路の奥へ消えようとしている。

　視線を戻したディオニュソスは、闇の先を凝視した。

　気付けば、その双眸そうぼうは吊つり上がっていた。

　上着の胸もとに手をかけ、もう片方の手で、懐ふところに忍ばせていた短剣を摑む。

　葡萄ぶどうの蔦つたの意匠が柄つかに施されたそれを抜き、突き動かされるように、闇の道へと踏み出す。

「……行くぞ、フィルヴィス」

「はい、ディオニュソス様」

　すぐ後ろから返ってくる従者の返事を他所よそに、ディオニュソスは静かに、重く、決然と、道の先へと進み始めた。
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「……逝いっちゃったか、バルカちゃん」

　タナトスは、頭上を仰いでいた。

　台座に腰かけた姿勢で、足を組み、両手をつきながら。

　一人の眷族けんぞくの反応が消えた。それは死後の進路を約束している、名前も知らない末端の兵士かもしれない。

　けれど、今タナトスの手もとから離れた魂は、あの『迷執』に取りつかれた男のもののような気がした。一つの執念を除いて無我無欲で、哀れで、滑稽で、尊い、タナトスが眷族達の中でも殊更ことさら興味を引かれた子供。

　タナトスが『邪神』に名を連ね、闇派閥イヴィルスに参加し、ふらりとこの人造迷宮クノッソスへ訪れた時、バルカは既にいた。既に『ダイダロスの虜囚りょしゅう』として完成されていた。

　本当に、子供のように純粋で、子供のように残酷で、どんな『魂』より歪ゆがんでいた。

　タナトスも目にしたことがないほど。

　だから死神タナトスは、そんな魂バルカのことを、好きだったのだろう。

　愉たのしんでいた、と言われればそれまでだが、タナトスはタナトスなりの哲学でバルカを愛していた。

　せめてもの感傷おもいで、塞ふさがれた迷宮の先、地上に広がっている天空に思いを馳せる。

「……【ロキ・ファミリア】以外は全部おまけだと思ってたけど……ディオニュソス、そしてヘルメスのところにまんまとやられたなぁ」

『迷主めいしゅの間ま』に、既にタナトス以外の者はいない。

　全員が【ロキ・ファミリア】を迎え撃つために出払っていた。

　敵かなわないことは承知の上だろう。主神タナトスを逃がすために今頃時間を稼いでいるかもしれない。

　眷族達と交わした契約の履行条件は『迷宮都市オラリオの崩壊』。

　もしここで敗れても、タナトスさえ逃げて、別の機会に繫つなげられさえすれば、自分達の望みは叶かなう。そう信じているのかもしれなかった。

「確かに十年二十年なんて、神々にはあっという間だけど……もう一回色々やれ、って言われたら、勘弁なんだよね。時間はあっという間だけど、手間はかかるんだよ。面倒なんだ。ここまでやるのは……本当にね」

　静まり返った空間に、タナトスの深い吐息の音が響く。

　足を振り、台座から立ち上がる。

　遠くから徐々に迫ってくる冒険者達の足音とは逆側、別の通路を進み、暗闇の先へと進む。

　辿たどり着くのは『迷主めいしゅの間ま』より奥。

　無数の円柱が林立する広大な空間である。

　地上に居場所のない【タナトス・ファミリア】の本拠ホームを表すかのような広間で、光源は円柱に備えられた僅かな燭台のみ。祭壇状となっている奥の壁には、鉄と青銅の心臓、そして死神の鎌を彷彿ほうふつさせる黒い翼の徽章エンブレムがかけられている。

　そんな祭壇前、階段の下。

　襤褸の団旗を仰ぎながら、目当ての人物はたたずんでいた。

「エインちゃん」

『……』

　仮面の人物。

　レヴィス達の間で、エインと呼ばれる地下勢力側の謎の人物だ。

　近くで立ち止まったタナトスが背中に声をかけると、紫紺の外套フーデッドローブで身を包む仮面の人物はエンブレムを見上げるのを止め、ゆっくりと振り返った。

「【ロキ・ファミリア】にやられた。俺おれの眷族こ達たちは完敗。もう後はない」

『……』

「だから、『精霊の分身デミ・スピリット』、出しちゃって」

『穢けがれた精霊』の眷族とも言える怪人クリーチャーに、そう言い渡す。

　もう【ロキ・ファミリア】を止める術すべはない。既に王手チェックをかけられた状況、ここから形勢を覆すには、人造迷宮クノッソス内に隠している複数の『精霊の分身デミ・スピリット』を行使するより他なかった。

　本来『精霊の分身デミ・スピリット』達の役割は地上召喚、オラリオを滅ぼすための『鍵かぎ』であったが、こうなってしまえば四の五の言ってられない。

　タナトスがそのように要請すると、

『断コトワル』

　思ってもいなかった返答が来た。

　仮面の人物は、はっきりと拒絶したのだ。

「断る……？」

『精霊達セイレイタチニハ役割ガアル。『配置』カラ動カス訳ニハイカナイ』

「本気？　状況を見てよ。もう『お歌』を呑気のんきに歌ってる段階じゃないでしょ？」

『主エニュオノ神意ニ背ソムクコトニナル』

　男とも女とも知れない声を淡々と返す仮面の人物に、タナトスは息を吐く。

　苛立いらだちは見せなかった。

　代わりに、呆あきれを見せる。

「エニュオの人形って言っても、限度があるでしょ。秘密兵器が秘密のまま日の目を見なかったら、喜劇どころじゃないよ？」

『……』

「主エニュオを裸の王様キングにするつもり？」

　小馬鹿ばかにするような笑みを唇に浮かべようとした──次の瞬間。

『道化ハ貴様ダ』

　断ち切るように、仮面の人物は告げた。

　先程と変わらない声音で、無機質に、淡々と。


「────」



『イヤ、貴様モ道化ダ』

　闇を背負う、不気味な外套フーデッドローブが揺らめく。

　立ちつくすタナトスに、仮面の人物は続けた。

『主エニュオカラノ言伝コトヅテダ。──【此処ココマデダ。協力ニ感謝スル】』

「……な、に？」

『【迷宮都市オラリオ崩壊ノ計画シナリオハ私ガ遂トゲヨウ。冥界ニ至イタル道ミチハ私ガ開ヒライテヤル。ソノ為タメニ──】』

　そして、ソレを言い渡した。




『【贄ニエトナレ、死ノ神】』




　闇が溜まる広間に、零度れいどの言葉が反響する。

　タナトスは動けなかった。

　タナトスは言葉を継げなかった。

　戸惑いも、動揺も、混乱もない。

　神々ですらない下界の存在に見下されたという屈辱も、感じる暇もなかった。

　ただ神であるが故ゆえに、その仮面の言葉の意味を──裏にひそむ『黒幕』の神意を、一瞬で悟ってしまったのである。

『……全テハ主エニュオノ神意イシノママニ』

　そう言い残し、仮面の人物が暗闇の奥へ消える。

　一人取り残されたタナトスを包み込む静寂。

　耳を貫くほどの静けさが闇と交わり、男神おとこの体を抱き竦すくめる。

　カチリ、と。

　どこかで、時計の針が進む音が鳴った気がした。


「くっ…………はっ…………」



　タナトスは、体を折った。

　吐息の欠片かけらをこぼしたかと思うと、堪こらえ切れないように、感情を爆発させる。

「──はははははははははははははははははははははははははは!!　アッハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ!!」

　静寂を破る神の笑声。

　壊れた自鳴琴オルゴールのように延々と、乱れた大笑の声をまき散らし、身を襲う衝動をぶちまける。

「やめてよ、やめてよね！　それってさァ、何でもわかってるつもりでいる神々がどうしても我慢ならない恥辱ってやつじゃない!!　──度し難い『利用』だなんてさァ！」

　ケタケタと、ゲラゲラと、笑う。

　それはこの迷宮で起きていることを、誰よりも早く理解した者がぶちまける怒りと自嘲じちょう、憎しみと諦観、全てを引っくるめた甚はなはだしい情緒の哄笑こうしょうだった。


「本当に、やめてよ。善良な死神オレを嵌はめるなんて。────糞神エニュオの野郎め」



　最後の最後に、『敗者タナトス』は笑みを消した顔に瞋恚しんいの炎を灯ともした。

　間もなく。

「──自分がタナトスやな？」

　哄笑の衝動がおさまったタナトスの背中に、声が投じられる。

　振り返った先にいたのは、ドワーフの大戦士を始め、眷族を引き連れる朱髪の女神だった。

　まるで第三者の意志によって引き合わせられたように、会うべくして会った敵対派閥の主神は、宣告した。

「追い詰めたで、タナトス」

「……ああ、追い詰められたよ、ロキ」

　──全くもってやってられない。

　ロキに聞こえない声音で呟き、タナトスは、嗤った。
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「部隊の再編、急げ！　まだ『鍵』が必要な区画が存在する！　もう一度進攻アタックを仕掛ける！」

　フィンは矢継ぎ早に指示を出していた。

『バルカの怪物』との戦闘によって少なくない被害を出した【ロキ・ファミリア】をまとめ、次の行動に移ろうとしている。

「手持ちの道具アイテム、及び物資がつきた者は集まり、一度補給に戻れ！　アキ達が確保している退路から、【ヘルメス・ファミリア】が補給路を伸ばしている！」

　九層の包囲網は既に完成していた。

　ベート、アナキティ、ラウルの素早い行動が三箇所あるダンジョンの出入り口を押さえたのである。『眼晶オクルス』の報告によれば同階層内の敵兵及びモンスターはほぼ駆逐済み。目ぼしい階段も【ディオニュソス・ファミリア】と連携して確保したらしい、

　闇派閥イヴィルス側の抵抗をほとんど鎮圧しつつある今、フィンは人目を盗んで、一つの水晶を口もとに近付けた。

「そちらの状況は？」

『18階層側も問題ない。【勇者ブレイバー】、君の言う通りモンスターの捕獲区も発見した。主な苗花プラントと合わせて処分済み。今は敵を駆逐しながら、十三層まで上がった』

　通信の相手はフェルズだった。

　派閥内にモンスターとの結託の旨を告げているとはいえ、大っぴらに連絡を取っては団員達を刺激する。声をひそめて、フィンは互いの状況を確認し合った。

『わけあってこちらの部隊は二分させてもらったが、既に近辺は完全に制圧している。敗残兵、及び伏兵の影はない。下部階層への退路も断ったと見ていいだろう。どうする、このまま私達だけでも精霊の分身デミ・スピリットの所在を確認しておくか？』

「ああ、頼む。……すまない、通信を切る。何かあったら連絡をくれ」

　自分に近付いてくる者に気付き、フィンはフェルズとの通信を終了させた。

「フィン団長……ご迷惑をおかけしました」

「アミッド、無事かい？」

「はい、もう動けます」

　白銀の髪を揺らし、アミッドが自分の足でやってきた。

　強力な『呪詛カース』を浴びた彼女だが、ようやく解呪を終えて体調を回復させたらしい。

　が、少女の顔色を見つめていたフィンは、指示を命じた。

「アミッド、君達は人造迷宮クノッソスから脱出しろ。ダンジョンの外へ撤退するんだ」

「しかし……」

「もうあれほどの『呪詛カース』に出くわすことはないだろう。各部隊が持つ『秘薬』で対処できる」

「……わかりました」

　せり勝ったとはいえ重度の呪いに蝕むしばまれた少女の身を顧みて、一足早い脱出を提言する。

　アミッドも駄々をこねず、潔く身を引いた。回復したとはいえ心身が消耗した今の自分では足手まといに成りかねないと、聡い治療師ヒーラーは客観的に判断したのだろう。

　補給のため一度引き返す者達と帯同することになったアミッドは、部隊の準備が終わるまでフィンと会話した。

「ここから敵の反抗は、あるとお思いですか？」

「真っ当な手段で形勢を覆すことはできないだろう。あるとすれば、それは『精霊の分身デミ・スピリット』を解き放ち、暴走させること。けれど、それをさせればほぼ僕達の勝ちだ。一度撤退し、戦備を整えた『第二進攻』で決着をつける」

　全て作戦通り。

　敵が切り札を切ったのなら、自分が思い描いていた計画に沿ってことを運ぶ旨を告げる。

　もともとフィンは一度の進攻アタックで人造迷宮クノッソスにひそむ勢力を殲滅せんめつできるとは思っていない。今回の『第一進攻』の目的は迷宮構造の把握と闇派閥イヴィルスの一網打尽。『ダイダロスの手記』によって前者の条件がほぼ解決クリアされた今、本命の『精霊の分身デミ・スピリット』は後回しで構わない。

　ここで欲をかく必要はない。

　フィンは『第二進攻』まで、藪やぶをつつく真似まねをするつもりは更々なかった。

　話を聞いたアミッドも、納得の素振りを見せている。

　今回の第一進攻、もう大局的な『勝利』は揺るがない。

（……そう、その筈なんだ）

　しかし。

　フィンはアミッドに語っておきながら、胸にわだかまる『違和感』を無視できずにいた。

（この段階になっても、まだ敵が動かない。どういうことだ？　ロキとガレス達が既に神タナトスを押さえにいった。このままでは闇派閥イヴィルスは壊滅する）

　敵の動きが遅過ぎる。

『精霊の分身デミ・スピリット』に使役するにしても、包囲網を構築し終えたこの段階ではもはや意味はない。退路を確保している【ロキ・ファミリア】以下、派閥連合はここから追撃も撤退も可能なのだから。フィンとて『精霊の分身デミ・スピリット』の暴走も見越して幾つか策を講じていたが、それも今や無用の長物と化してしまった。

　フィン達の進行速度に敵が対処できなかった──。

　本当に、そう楽観的に捉とらえていいものなのか？

（ならば、仲間割れ？　地下勢力、怪人クリーチャー達が闇派閥イヴィルスを裏切った？　……だが、切り捨てる意味がない。みすみす戦力を失う真似だ）

　考えうる可能性を思索するも、やはり明確な答えは出なかった。

　敵がまだ残している満足な戦力といえばレヴィスくらい。

　彼女を使って逆転の目があるか？　いや、やはりありえない。狙えたとしてもそれは戦術的な勝利のみだ。戦略的勝利、大局の趨勢すうせいはこちらのものとなる。

　全てが嚙かみ合わない。全てが後手。全てが愚策。

【勇者ブレイバー】をして、敵の狙いが読めなかった。

　何より、どれもが敵の失策であると、そう断ずることができない理由がフィンにはあった。

（……親指が）

　右手を見下ろし、無言を貫く。

　何かの『予兆』を告げるように、右手の親指は疼いていた。

　小さく、けれど先程から、ずっと。

「……アミッド、戦線を下げる。負傷者をまとめて退路付近まで連れていってくれ」

「戦線を？　よろしいのですか？」

「包囲網は解かない。敵を逃さないよう、維持だ。敵の首魁しゅかい捜索に当たっているガレス達の部隊は流石さすがに下げられないが……『精霊の分身デミ・スピリット』対策のためにも、予防線を張っておく。ヘルメス、ディオニュソス、ディアンケヒトの者にも伝えておいてくれ」

　かしこまりました、と一礼するアミッドを黙って見送り、親指の腹を静かに舐める。

　得体の知れない不安を解消する術すべは、策は何も思いつかない。

　フィンは今、盤を挟んで駒を打ち合う相手の顔が、どうしても見えなかった。

（……どちらにせよ、ここから兵を退くことはありえない）

　ここは攻めるしかない局面だ。

　詰め切るしか。

「……ティオナ、ティオネ。戦える者の中で、精鋭を集めろ。僕達だけで進攻アタックする」

「はい！　お任せを！」

「ピンピンしてる人達だね！　わかったー！」

　アマゾネス姉妹に指示を出し、フィンも自ら準備を進める。

　どんなに罠が待っていようと対処できる、十分な戦力で部隊を組み上げる。

　間もなく揃そろった団員達を率いて、フィンはガレス達が向かった『迷主めいしゅの間ま』の方角へ駆け出した。
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　ロキはタナトスと対峙していた。

　長い濃紫の髪に、男性にも女性にも通ずる中性的な面立ち。何より『死の神』と呼ばれる者特有の退廃的な空気。

　眷族もおらず、たった一人でいるタナトスは、この状況を皮肉るかのように笑っていた。

「こうして会うのは初めてやなぁ」

「ああ、そうなるねぇ。天界では縁はなかったし、俺は『魂』を管理するために日陰にこもりっぱなしだったから」

「じゃあ、出会っていきなり言うのもなんやけど──終わりや、タナトス」

「ああ、ゲームオーバーだ」

　ロキの鋭い眼差しを、タナトスは軽薄な笑みで受け止めた。

　ガレスと【ロキ・ファミリア】の団員達が神のやり取りに口を挟まず見守る中、ロキは胸中で訝いぶかしむ。

　あっけなさ過ぎる。

　物わかりの良過ぎるタナトスに『違和感』を覚える。

　すんなりと追い詰めることができたので、何か隠し玉でもあるのかと身構えていたが、目の前の神物じんぶつは言葉の端々に諦念を滲にじませている。それこそ盤上遊戯キャスルチャレンジで投了リザインしたかのように。

　上手うまく言葉にできないが……そう、手応えがない。

「都市の破壊者エニュオを名乗っとったのは、自分か？」

　ロキは心の中の動きを悟らせないよう問い詰めた。

　それに対しタナトスは笑って、肩を揺らす。

「レフィーヤちゃんに聞いてないのかい？　俺は都市の破壊者エニュオなんかじゃないよ」

「……」

「姿も見せない、声も聞いたことがない、いるのかもわからない……本当に神なのかも疑わしい、そんな奴やつじゃない。……どころか、そんな得体の知れない奴に、いいように利用されたのが、俺だよ」

「……なに？」

　自嘲、いや自棄じきの笑みを浮かべるタナトスに、ロキは片目を見開いた。

「あぁ嵌められたよ、完璧かんぺきに嵌められた。俺の前に姿を現さないのも、何の『ゲーム』をやっているのかと思ってたけど……気取られないためとは。そりゃそーだ。一度も姿を現さない相手と腹の探り合いなんてできっこない。神の化かし合いすら成立していないんだから」

　──化かし合いすら成立していない？

　──いや、嵌められた？

　ロキの思考に一瞬の空白が生じる中、タナトスは言葉を続けた。

「『エニュオ』は端ハナからココを『砦』なんて思っちゃいなかった。あれにとってココは『祭壇』。型モデルは──『生贄いけにえ』」


「────」



　その時。

　ロキの体温が下がった。

　フィンも、神じぶんでさえも予期しえなかった一抹の『可能性』に、首筋を凍てつかせる。

　心臓が確かに、わなないた。

（『祭壇』？　『生贄』？　どこが？　誰が？　人造迷宮ここが──うちらが？）

　頭の片隅で、音が響いてる。

　ガリガリガリ、ガリガリガリ、と『違和感』が削られていく音が。

『違和感』という皮が削り落とされ、真まっ赤かな『危機感』が剝むき出しになっていく音が。

「ロキ、俺達はまんまと出し抜かれたみたいだよ？」

　そのタナトスの言い方に、ロキが目を見開いた瞬間。

　ガレスが持っていた『眼晶オクルス』が突如、喚わめき出した。

『ガレスさんっ！　仮面の人物が……！　モンスターをっ……たくさっ……操あやつって……！　部隊が、後退……!!』

「レフィーヤ!?　おいレフィーヤ、どうした!?　聞き取れん！」

　悲鳴と激しい交戦音、そしてモンスターの凶悪な咆哮が入り交じるレフィーヤの通信に、ガレスが叫び返す。

　ロキはそれを耳にしつつ、タナトスの眼差しから目を逸そらせない。

　恐ろしい勢いで回転する思考。

　駒を打ち合った盤面を俯瞰ふかんして、刹那せつなのうちに幾千幾万と繰り返される精査。

　王手チェックをかけたつもりで、誘き出されたのは『誰』だったのか。

　勝負の趨勢が決定づけられた盤面に、盤外から剣を振り下ろそうとしているのは一体『誰』なのか。

　ロキの思考に理解を示すように──いや共感するように、タナトスは慈悲めいた笑みを浮かべる。

　そして、それを尋ねた。

「ロキ。ここに来るまで、貴方は一柱ひとりだったかい？　大切なお仲間は、いなかったかい？」

「！」

　そう尋ねられたロキは、ようやくこの場に男神ディオニュソスがいないことに気が付いた。

　はっと顔を左右に振って見回した後、『眼晶オクルス』を取り出す。

「おい、ディオニュソス!?　今どこにおる!?」
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『おい、ディオニュソス!?　今どこにおる!?』

　響き渡った女神の声に、ディオニュソスは、光を灯す水晶を口もとに近付ける。

「分岐していた通路の一つだ……独断行動は謝ろう。しかし許してくれ。私は……『仇かたき』の首を取る」

『なに言うとる!?』

　もう片方の手で短剣を握り締めながら、言う。

　暗闇に包まれた通路の中で、今やディオニュソスは『眼晶オクルス』から放たれる僅かなきらめきを頼りにしながら、しかし恐れることなく奥へと進んでいた。

「いるんだ。いるぞ。この先に。全ての元凶が……私の子を殺めた憎き神がっ」

　それは確信だった。

　この先に、己おのれの『仇』がいるという真実。

　神の相貌そうぼうが憤激という名の激情に彩いろどられる。

　纏わりつく静寂を払い除け、手にしている短剣の光で闇を引き裂き、先へ。

　にじり寄るように、見失わないように、歩みを進める。

『……っ!?　待て、今は待てっ、ディオニュソス！』

　らしくもないほど取り乱した声が水晶から放たれ、ディオニュソスを呼び止める。

　けれどディオニュソスは止まらなかった。

　瞋恚の炎に突き動かされるがごとく、自分を誘いざなう闇の後ろ姿を追う。

『戻ってこい！　今はやばい！　何かが！　何かが起ころうとしとる!!　自分一人じゃあ、あかん!!』

　疼くほどの神の直感を、盛んに光り輝く水晶が訴えてくる。

　ロキの訴え虚しく辿り着いたのは、開けた空間。

　そこには闇が満ちていた。

　何も見通せない暗澹たる闇が。

　そしてその奥に──ディオニュソスの『仇』はたたずんでいた。

「問題はない。護衛フィルヴィスがいる」

　鋭い眼差しを前方に固定しながら、ロキの危惧に返答する。

「いるな、フィルヴィス？」

「はい、ディオニュソス様」

　後ろから聞こえてくる声に、よし、と頷きを返す。


『…………まて。待てっ、ディオニュソス!?』



　短剣を握り締め、闇を追い詰めようと踏み出すディオニュソスは──

『自分、今、誰と話しとる!?』

　──そのロキの叫びに、初めて足を止めた。
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『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！』

「うああああああああああああああああああああああっ!?」

　破鐘われがねの咆哮が飛び交う。

　無数の触手と醜い顎あごを振るう食人花モンスターの群れに、冒険者達は潰走していた。


「【狙撃せよっ、妖精の射手！　穿うがて、必中の矢！】────【アルクス・レイ】!!」



　砲撃を放ち抗戦するレフィーヤだが、それも焼け石に水である。

　突然だった。

　前触れなく現れた仮面の人物が食人花の大群を引き入れ、急襲を仕掛けてきたのだ。

『行ケ』


『───────アァッッ!!』



　翻ひるがえる紫紺のローブに食人花の群れが従い、のたうち回る蛇の如ごとく他の冒険者に襲いかかる。

　散り散りになる彼等を庇かばおうと、レフィーヤはあえて『魔力』を発散させモンスターの目標を自分に集め、『並行詠唱』からの『魔法』で一掃しようとするが、

『！』

「うっっ!?」

　動きを察知する仮面の人物に、集中的に狙われていた。

　敵の激しい攻撃に今やガレスと交信を行う暇もない。『眼晶オクルス』が人とモンスターの混戦の音だけを届ける。

　後退の連続。度重なる戦場の移動。繰り出されるメタルグローブを何とか杖で防ぐも、人外の膂力によって幾度となく弾はじき飛ばされる。

「レフィーヤ!?」

　戦闘音を聞きつけたアナキティの部隊が現れるが、遅い。

　場所は幅が十Ｍメドルはある大通路。

　獣人部隊が制圧したダンジョン出入り口前まで押しやられていたレフィーヤに、仮面の人物が迫る。

『終ワリダ』

　アナキティ達の救援も間に合わない。

　握り締められた拳こぶしがレフィーヤに吸い込まれようとした瞬間、




「【ディオ・テュルソス】！」




　一条の雷いかずちが走った。

　仮面の人物の攻撃を間一髪のところで退しりぞける。

「無事か、レフィーヤ！」

　自分を庇い、騎士のように立ち塞がる少女に、レフィーヤは喜びの声を上げた。

「フィルヴィスさん！」
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「──────」



　ディオニュソスは、時を止めた。

　足を止め、振り向いた先に、『フィルヴィス・シャリア』などという少女はいない。

　存在するのは暗闇のみ。

　先程まで彼と会話を交わしていた眷族は、『幻』のように霧散していた。

『自分の眷族は、自分の側になんておらん！　レフィーヤのもとにおる！　そこにおる筈がない!!』

　レフィーヤの『眼晶オクルス』越しに聞こえてくる情報を、ロキの声が激しく伝えてくる。

　ディオニュソスは動けない。

　ディオニュソスは理解できない。

　眷族が消えた。

　消滅した。

　いや違う？

　エルフの少女など、最初から──

『はい、ディオニュソスさま』

　耳に反響する言葉が、不快な雑音ノイズを伴って、砂糖細工のように脆く崩れ去る。

　ディオニュソスの顔が罅ひび割れる。

　かつてない混乱が、神の相貌を抉えぐる。

　──はっ、はっ、はっ、はっ、はっ、と。

　不快な音が漏もれている。

　耳に障さわる何かが乱れる音が。

　それが己の唇から漏れている過呼吸であることを、滴る汗とともにようやく理解した。

　呆然とするディオニュソスの側にあり、寄り添うのは、茫漠たる闇。

　暗闇の迷宮が音を立ててねじ曲がり、ディオニュソスの体に手を回してくる。


「……なんだ……なにが……なにを…………なんで」



　幻覚？

　白昼夢？

　馬鹿な。自分は神だ。超越存在デウスデアだ。

　全知零能の身であっても幻術の類にかかる訳がない。下界の異能に後れを取る道理がない。そう、ありえないのだ。ありえる筈がないのだ。ありえることがありえないのだ。

　──だから、ありえない!!　ありえない!!　ありえない!!

『ディオニュソス!?　ディオニュソス!!』

　自分の身に何が起きているのかわからない。ここは誰で自分はいつで時ときはどこで貴方は何者なのか。世界が逆転し前後が不覚し秩序が混沌こんとんし喪失が自分となる。

　始まるのは喜劇だ。始まるのは悲劇だ。歌劇だ。黙劇だ。笑劇だ。惨劇だ。狂言だ。

　演者はディオニュソス。観客もディオニュソス。脚本も演出も舞台も全てディオニュソス。

　万雷の拍手とともに轟くのは笑い声。堕ちた神ディオニュソスの唇から溢あふれ出る自分自身ディオニュソスをあざ笑う声。

　乾杯を。乾杯を。乾杯を。

　垂れ流す涙に、口から溢れ出る涎よだれに、少女の初恋のように火照る頰ほおに。

　獣のように唸うなる頭痛に、引き裂かれる人格に、粉々に砕かれる仮面に。

　酩酊めいていする。酩酊する。酩酊する。

　闇に酔う。闇に酔う。闇に酔う。

　嗚呼、これではまるで。

　本当の『道化』──


「────」



　そして。

　酷ひどく待たせていた『闇』が、揺らめく。

　正面、前方、視線の先。

　短剣を握り締めたまま、ディオニュソスが追い続けていた『仇』が、ゆっくりと視界に像を結んだ。

　ディオニュソスの瞳に映ったのは、一柱ひとりの神物じんぶつ。

　なんて滑稽だと、三日月を描く唇。

　その手に握られている妖あやしい刃の輝きが、ディオニュソスの瞳を焼く。

（馬鹿な……あれは……まさか……）

　それでは、自分が追っていた『仇』とは。

　自分の『復讐』が辿る結末とは。

　都市の破壊者エニュオの正体とは──

『ディオニュソス!!』

　最後に響き渡った女神の声に。

　ディオニュソスは、空っぽの声を返した。




「すまない、ロキ」
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　──ドンッッ!!　と。







「えっ？」

　迷宮を突き破り、空を渡る光の柱が、天上へと突き立つのを、女神ヘスティアは見た。

「神の送還!?」

　地上、迷宮街ダイダロスどおり。

【ファミリア】とともに布陣していたガネーシャが、その光柱を見上げて叫ぶ。

「誰だ!?　誰が飛んだ!?」

　瞬またたく間に団員達の間に悲鳴と混乱が走り抜ける中、団長シャクティは絶叫を上げた。

「──まさか」

　ヘルメスが、その柱に引き寄せられるように立ち上がる。

　迷宮街の一角、少数の護衛とともに建物の屋上で人造迷宮クノッソスを見守っていた男神は、呆然と目を見開く。

　地中より人造迷宮を貫いて出現した光の巨柱。

　都市の至る場所、どころか地上のあらゆる場所からも観測できる眩まばゆい光輝。

　白く、美しく、悲壮なまでの壮観をもって突き立つ一柱の光に、人も、神も目を奪われた。





「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っっっ!?」



　巻き起こる衝撃が迷宮を覆う。

　まさに『震源地』である人造迷宮クノッソスを襲う甚だしい揺れ。迷宮にいる全ての者が、場所は違えど等しい衝撃に耐えなければならなかった。

「立っていられない!!」

「何が起こったぁぁぁ!?」

　姿勢を崩す万能者アスフィの叫喚きょうかんが、メリル達を庇う虎人ファルガーの混乱が爆はぜる。

　崩壊が、炸裂さくれつが、閃光せんこうが。冒険者達の五感を塗り潰す圧倒的な情報が破壊の津波となって人造迷宮クノッソスに降りかかった。超硬金属アダマンタイトの上に貼はり付けられた石板が剝落し、壁や天井てんじょうから次々と落下していく。視界が上下動するほどの威力は地上の比ではない。冒険者達の数え切れない悲鳴が猛烈な光のうねりにかき消されていく。

『アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッ!?』


『オオオオオオオオオ──────────ッッ!?』



　八層以上、その『光柱』の通過点にいた極彩色のモンスター達は不幸にも消滅した。

　食人花ヴィオラス、晶黽ヴァルグ、例外などない。最硬金属オリハルコンの『扉』さえ粉々に砕け散る。

　その光の奔流は地上で観測できるものの中でおよそ最大のエネルギー量。下界の理ことわりを超越した天の超常である。まさしく『神の柱』は直上に存在するものを全て巻き込み、全てを呑み込み、全てを滅ぼした。

　天と地を繫ぐ光の波動が、人造迷宮クノッソス全域に行き渡る。


「わっ、わっ、わっ～～～～～～～～～～～～～～!?」



「団長!?」

　転倒する者が続出する中、ティオナの横でティオネが吠える。

　長槍を石畳に食い込ませる小人族パルゥムの首領は、怒涛の『異常事態イレギュラー』に戦慄する。

（親指が──!!）

　かつてない疼痛とうつうが、その小さな指から放たれていた。




　時間にすれば、それは大した間あいだではなかった。

　しかし『震源地』にいる者にとって無限にも感じられた光の咆哮は、天にかかる光輝を薄れさせることで、ようやく終焉を見せた。

「と……止まった……？」

　凄まじい轟きが消え、震動が収まった大通路内。

　衝撃に耐えていたレフィーヤは、顔を上げた。

　周囲の景色は酷い有り様だった。

　石板の類は石畳を除いてほとんどが剝がれ落ち、超硬金属アダマンタイトの金属光沢が剝き出しとなっている。壁に備わっていた魔石灯は例外なく地に転がり、砕け、蒼あおい燐光を足もとから放っていた。レフィーヤはその光景を呆然と見回す。

「レフィーヤ、構えて！　敵はまだいる！」

「──っ!?」

　そして、戦闘を中断されたとはいえ、目の前の敵は未いまだ健在であった。

　投げかけられるアナキティの声がレフィーヤの背を叩く。

　食人花を率いる仮面の人物は、影のようにたたずんでレフィーヤ達と相対していた。恐怖か興奮か破鐘われがねの雄叫おたけびをまき散らすモンスターを他所に退しりぞく素振りなど見せず、いっそ冷静なほど【ロキ・ファミリア】と【ディオニュソス・ファミリア】の冒険者達を見据えていた。まるで全てが予定調和のように。

　背後にいるアナキティ達から抜剣音が鳴り響く中、レフィーヤも咄嗟とっさに身構える。

　未だ状況の把握がままならないまま、目の前の危機に対処しようとするが、


「ぁ……ぁぁ……」



　その隣で、一人の少女が震えていた。

「フィルヴィスさん……？」

　うつむき、双眸を見開いて、自分の両手を見下ろしている。

　それが何を意味するのか、レフィーヤには最初わからなかった。

　だが周囲にいる【ディオニュソス・ファミリア】の団員達の様子に気付き、動きを止める。

「うそ……」

「こ、これって、まさか……」

「そんなっ……!?」

　男神ディオニュソスの眷族の誰もが、顔色を蒼然そうぜんとさせていた。

　ある者はフィルヴィスと同じように自分の両手を見下ろし、ある者は体をかき抱き、ある者は『失われた何か』に絶望するように凍りついている。

　まるで自分の中から、大切な『何か』を失ってしまったように──

『神ガ飛トンダ』

　レフィーヤが固まっていた時、仮面の人物が紫紺のローブを揺らす。

「えっ？」

『女神ロキカ、死神タナトスカ……ソレトモ男神ディオニュソスカ』

　その言葉に。その意味に。

　この人造迷宮クノッソスで何が起こったのか答えに辿り着いてしまったレフィーヤは、時を止めた。

　しかし、時計の針は戻らない。


「ぁぁ……ぁぁぁ…………あぁぁぁぁぁ……!!」



　真実を突き付けられたフィルヴィスの絶望の破片が、唇から音を立ててこぼれ落ちていく。

　そして、擦り切れる悲鳴が喉から枯れ落ちた後、少女の体は『暴走』を始める。

　それは怒りか憎しみか。

　悲しみか苦しみか。

　凍りついたレフィーヤの隣で幽鬼のように──あるいは忌み名である『死妖精バンシー』のごとく──白しろ装束しょうぞくを纏ったエルフは一歩、踏み出した。

　何かに取り憑つかれたように。

　寄る辺を失い、壊れてしまったように。

『全テハ主エニュオノ神意イシノママ。喜ヨロコベ同胞──茶番ハ終ワリダ』

　次の瞬間。

　少女の喉から大音声が放たれた。

「──うあああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　はっとするレフィーヤが制止する間もなく。

　伸ばした手が空を切った先で、フィルヴィスが怨敵に向かって駆け出す。


「フィルヴィスさっ────」



　レフィーヤの声は、途中で途絶えた。

　遅い。

　遅過ぎる。

　レフィーヤでも笑ってしまうほど、今のフィルヴィスは遅過ぎた。

　主神の送還。

【ステイタス】の『封印』。

　主を失った眷族は、新たな神のもとに改宗コンバージョンしなければ、培ってきた能力を発揮することはできない。背に刻まれた『神の恩恵』は契約に従い沈黙する。

　甚だしい情動に支配された妖精は、ただの常人に成り下がっていた。

　時が緩慢になる。

　全ての音が遠のく。

　何故か、脈絡もなく、意味がわからないまま、一人の少女との思い出が走馬燈のごとくレフィーヤの脳裏に駆け巡った。

　最初に出会った少女の拒絶が。

　汚れていると自虐する少女の悲憤が。

　手を握った時、花のように綻んだフィルヴィスの笑顔が──

　なんで!!　どうして!!　こんなもの!!

　その『現象』が何を意味するか全力で目を背け、心の中で絶叫を上げながら、渾身の力で地を蹴けり付け、その背中へあらん限りに腕を伸ばす。

　だが、レフィーヤの手が届くより早く。

　フィルヴィスと相対する仮面の人物のメタルグローブが、閃ひらめいた。

　摑まれる少女の細い首。

　それに絡からみつく金属の五指。

　華奢きゃしゃなエルフの足が地面から離れ、片手一本で摑み上げられた。


「がっっ──」



　遅くなった世界の中で、少女の呻き声だけが、はっきりと聞き取れた。

　レフィーヤは、意味のない言葉の羅列を自分の口が吐き出していることにも気付かない。

　難なく少女を摑み上げた仮面の人物は、つまらない作業をこなすように、ぐっと手に力を込めた。

　まるでディオニュソスが追い求めていた眷族の『仇』のように。

　あたかも正面から近付き、首を摑み、へし折るように。

　幾つもの命をそうしてきたように、一思いに首を──


「止やめっっ──!!」



　その時。

　レフィーヤの視線の先、揺れる黒髪の奥で、一瞬だけ。

　赤緋せきひの瞳がこちらを見たような気がした。

　まるで謝るように。

　そして。




　ボキッ、と。




　あえなく、あっさりと、何かが折れる音が鳴った。

　不自然に傾く少女の頭。

　だらりと糸の切れた人形のように垂れ下がる四肢。

　細い首が見えなくなるほど握り締められる、殺人鬼の魔手。

【ロキ・ファミリア】の団員達が震えた。

【ディオニュソス・ファミリア】の者達が凍った。

　レフィーヤ・ウィリディスは、脳内を白く染めあげた。

　時間が停止する。

　世界が色を失う。

　全ての感情が、境界をなくす。

　間もなく怪人クリーチャーは興味を失ったように、少女の体を宙に放った。

　後方に舞い上がり、やはり人形のように手足を揺らすエルフの少女に、一匹の食人花が喰くらいつく。

　一呑み。丸呑み。紅の果実くだもののように。

　僅かな血の雨が飛び散る中、レフィーヤと怪人クリーチャーの間に、何かが落ちた。

　それは片腕だった。

　白い装束に包まれた少女の細腕。

　二の腕から千切り取られた肉の断面が、思い出したように血の泉を広げる。

　刹那の静寂。

　レフィーヤの停止した時間が砕かれる前の、最後の猶予。

　次の瞬間、少女の心は壊れた。
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「うあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」




　喉が罅割れるほどの絶叫。

　鎮魂歌などにはなりえない痛哭つうこく。

　詠唱していないにもかかわらず無作為な魔力を発散するほどの慟哭に、アナキティ達は耳を塞ぐしかなかった。

　仮面の人物は身じろぎしない。

　代わりに、転がった片腕が血の水面を震わせる。

　そして少女の絶哭に呼応するように──いや神の送還に同調するように。

『祭壇』が起動した。
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『ラァァァ────────…………』



　美しくも歪んだ歌声が響く。

　穢れて堕ちた身でありながら、『神の勅令』に身を打ち震わせるように、『精霊』達が異なる場所で歌を交わした。共鳴するように、『六つ』の声が重なり合う。

　人造迷宮クノッソスの各地点に配置された『精霊の分身デミ・スピリット』達は、通路に沿った巨大な光の円環で繫がれ──その身をおぞましく肥大化させた。

　ボコボコッと醜悪な音を立てて、母胎から新たな生命が生まれるように、その巨軀から緑肉が氾濫する。

　次の瞬間、凄まじい速度で緑肉の『侵食』が始まった。




「お、おいっ！　あれは!?」

「なんだ、モンスターなのか!?」

　それを最初に視認したのは、下層に繫がる階段に陣取っていた【ディオニュソス・ファミリア】の冒険者達だった。

　迷宮を震わす地鳴りとともに、階段から異様グロテスクな肉の塊が湧わき上がる。


「ひっっ──ぎゃあああああああああああああああああああああああああああ!?」



　剣を抜く者、背を向ける者、一様に無駄だった。

　床、壁、天井を瞬く間に隙間なく埋めつくす緑肉の濁流に、冒険者達は飲み干される。飲み干され、『養分』となる。それは正しく『吸収』であり『捕食』であり『蹂躙じゅうりん』だ。逃げ惑う冒険者達にとってそれは、歓喜の声を上げて人を喰らう食人肉バケモノの顎あぎとである。

「いぎぁあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　生存していた闇派閥イヴィルス残党の兵士達も、何が起こったのかわからないまま呑み込まれた。

　同じ光景が迷宮内の各所で広がる。

　肉の波に呑み込まれたが最後、脱出は叶わない。足を取られたエルフの少女を助け出そうとして、獣人の男が一緒に挽肉と化して一つとなった。仲間を犠牲にして逃げたヒューマンの男が前方からも押し寄せる緑肉に食い潰された。閉鎖空間に流し込まれる暴水のごとく突き進む緑塊りょくかいは尋常ではない速度で侵攻し、冒険者の断末魔の叫びも、モンスターの悲鳴も呑み込み、瞬く間に広大な迷宮を『緑肉の壺』に変えていく。

　分かれ道、階段、縦穴、全て例外なく、空間という空間を埋めつくしていった。


「退避っ、退避ぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ!?」



　阿鼻叫喚あびきょうかんの声を引き連れ、あらゆる冒険者が全力で逃走する。

　武器を捨て、持ち場を放棄し、左右から迫る緑肉の蹂躙に理性を失いながら、残されている退路に身をねじ込む。

「ベ、ベートさぁん!?」

「外へ出ろォ!!」

　獣人の部隊の中では狼人ウェアウルフの怒号が炸裂し、

「早くっ、早くダンジョンへ!!」

　冷静さをかなぐり捨てた聖女の叫びが響き、

「フェルズ!?」

「撤退だ！　『門』へ急げ!!」


「──っっ！」



「なっ!?　待て、レイ!!」

　異端の怪物達でさえ全力の離脱を図った。

「こ、これっ……24階層の食料庫パントリーで見たのと、同じ……!?」

「ルルネェ！　走れぇ!!」

　それはまるで【ヘルメス・ファミリア】が24階層で目撃した食料庫パントリーと同じ光景だった。怪人クリーチャーオリヴァス・アクトが語った『苗花プラント』。差異を挙げるとすればそれは『苗花プラント』より暴力的で、圧倒的で、無慈悲だった。領域に存在する全ての生命を搾取するほど。

　人造迷宮クノッソスの『十層』を起点に作り変えられていく。

　名工ダイダロスの千年の執念が、変わり果てていく。

　バルカ・ペルディクスは間違いなく幸せだった。志半ばで散ったとはいえ、己の妄執がこのような結末を迎えるところを見ずに済んだのだから。

「逃げろ、お前達!!」

　十二層にいるアイズ達のもとにも緑肉の侵攻が迫っていた。

　広間に繫がる各通路から爆発するように迸ほとばしる緑肉の波に、リヴェリアが叫喚を上げ、悲鳴を上げる団員達の背中を突き飛ばす。唯一空いている後方の道へ武装隊が雪崩れ込む中、アイズは震慄の眼差しを赤髪の女にそそぐ。

「最初から、こうなることがわかっていて……!?」

　とうとう一度も刃を交えず、アイズ達と睨み合いを続けていたレヴィスは、やはりくだらなそうに鼻を鳴らした。

　広間の中央にいる彼女のもとにも四方より緑肉の波が殺到するが、一定の距離に入った途端、その動きは緩やかになる。まるで同族には危害を加えないように、彼女を避けてぽっかりと空間を作り上げた。

「『分身』どもにお前を『養分』として吸収させるのは……具合が悪い。所詮は使い捨てだ」

　瞠目するアイズに、レヴィスは淡々と告げた。

「死骸しがいでも構わんとは言ったが、枯れ果てたお前では『あいつ』も満足しないだろう。さっさと逃げろ、アリア」

「……!?」

「次で、終わりにしてやる」

　その言葉を最後に、レヴィスの姿が緑肉の奥に消える。

「アイズ、何をしている!?」

「……っ!!」

　背中を叩くリヴェリアの大音声。

　アイズは風を最大展開し、押し寄せる緑肉から逃れた。




　冒険者達は逃げ惑う。

　緑肉の悪夢がもたらす二度と覚めることのない眠りから。

　九層内で確保されていた退路からダンジョンへと次々に飛び出していく。フィンの指示──いや『直感』によって戦線を下げていたことで、多くの冒険者達が辛からくも脱出に成功した。

　だが、例外がいた。

【ディオニュソス・ファミリア】である。

『神の恩恵ファルナ』を封印され、超人的な能力を失った彼等は、猛追してくる緑肉を躱せなかった。上級冒険者でさえ乗り越えられるかどうかという死地、常人に身を堕とした彼等彼女等が切り抜けられないのは、道理だ。

「あああああっ！　ああああああああああ!?　あああああああああああああああああっ!?」

「駄目っ、レフィーヤ!?」

　大通路。

　床に転がる無残な片腕に、滂沱の涙を流しながら手を伸ばすレフィーヤを、アナキティは必死にとどめていた。

　止まらない涙を流し、我を失って暴れ回る少女の体に手を回しながら、とうとう目前まで迫った緑肉に瞳を揺らす。

　最初に犠牲になったのは、やはり【ディオニュソス・ファミリア】。

　絶望の声を上げながら肉の渦に取り込まれていった。


「助けてっ、【ロキ・ファミリア】ぁぁぁぁ!?」



　退路はすぐそこ。ここからダンジョンヘの脱出口は近い。

　仮面の人物も襲ってこない。まるで見逃すように、愉しむように、こちらを静観している。

　だが、だが、だが。

　視界に映る全ての者を救うことは不可能、よしんば荷物と化した彼等を抱えてしまえば、自分も、背後に控えている団員達も──

「っっ！」

　決断を迫られたアナキティは、切り捨てた。

　唇を嚙みきり、断腸の思いで助けを求める声に耳を塞いで、伸ばされる手に背を向けた。レフィーヤを抱え、逃げ出した。

　彼女だけではなかった。

　多くの場所で、涙を垂れ流し、何度も謝罪を繰り返しながら、先程まで肩を並べていた同業者を見捨てていく。

「待ってっ、待っ──!?」

「いやぁああああああああああああああああああああああ!?」

　悲鳴が連鎖した。

「そんな……みんな……フィルヴィス……ディオニュソス様ぁ──!?」

　副団長のアウラもまた、緑肉に呑み込まれる。

【ディオニュソス】の名を冠した者達の末路に、例外はなかった。

　取り残された少女の片腕さえも。





[image: ]






「神の送還が『祭壇』の起動合図スイッチ……飛ぶのなら誰でも良かったわけだ」

　円柱が林立する間ま。

　地鳴りが収まらない人造迷宮クノッソスに異変を感じながら、状況把握の術すべを持たないロキ達の中で、タナトスの呟きが響く。

「起動合図スイッチ!?　神の送還が!?　どういうことや!?」

「大方、『精霊の分身デミ・スピリット』に細工でもしてたんだろう。もう逃げても意味はないよ、ロキ。何が起こってるのかわからなくても……無駄だってことはわかるだろう？」

　ロキの叫びに、タナトスは無味な笑みを浮かべた。

　何も言い返すことができず、ぐっと歯を嚙んでいると、

「ロキ!!」

　小人族パルゥムの疾呼が広間に轟いた。

「フィン!?」

　振り返るロキは目を見開いた。

『迷主めいしゅの間ま』を目指していた【ロキ・ファミリア】の精鋭部隊は主神を救出するため、この広間まで辿り着いたのだ。

「気持ち悪い肉が押し寄せてきてる!!」

「早く逃げないと、帰り道がなくなるわ!!」

　未だかつて見たことのないほどのティオナとティオネの焦燥、収まることのない迷宮の鳴動。まだ混乱の極致にいるガレス達は、ただならぬことが起きていることしか理解できなかったが──疑問はすぐに氷解した。

『答え』の方から、凄まじい勢いでこの広間に現れたからである。

「だ、団長ぉ!?　来ます!!」

　団員の絶叫、通路の奥より押し寄せる緑肉の怒涛。

　それだけで全てを理解したガレス達、ロキが衝撃に撃ち抜かれる中、フィンの激声が飛ぶ。

「扉を閉じろ!!」

『ダイダロス・オーブ』を持つ団員が手を突き出し、最硬金属オリハルコンの防壁シャッターが落下する。

　勢いよく閉じた『扉』は間一髪、緑肉の侵食をせき止めた。

　広間に通じる五つの出入り口のうち、四つの『扉』がドンッ！　ドンッ！　ドンッ!!　と封鎖されていく。

　が、

「残念だなぁ、【勇者ブレイバー】。この広間の出口は一箇所だけ、『扉』が存在しない」


「──っっ!!」



　神タナトスの無慈悲な『死刑宣告』とともに、残された通路口から緑肉が広間へと雪崩れ込んだ。

　歪む小人族パルゥムの碧眼へきがん、青ざめる団員達、『死の直感』を悟ってしまう第一級冒険者達。

　異常増殖する腫瘍のごとき緑肉は林立する円柱の間を瞬く間に埋めつくし、【ロキ・ファミリア】のもとへ迫る。

「ぶ、武器まで取り込まれる!?」

「『魔剣』も効きません！」

　団員達の必死の抵抗も無意味、爆炎や雷光が炸裂を重ねるも緑肉の侵攻は欠片も止まらない。端へ端へと後退を重ね、とうとうタナトスが立つ祭壇前まで追い込まれる。

　滴り落ちる汗、荒ぶる呼吸、誰もの顔を支配する絶望。

　鉄と青銅の心臓、黒い翼の徽章エンブレム──死神の象徴シンボルに見下ろされながら、ロキ達の『死期』が決定付けられようとする。

「──このままロキが脱落すれば、迷宮都市オラリオは無事崩壊するだろう」

　その時。

　タナトスが目を瞑つむり、独白を始めた。

「……？」

「都市の破壊者エニュオに任せておけば、再び下界は混沌の世に逆戻り。天へと還る魂は増え、俺の願いも成就する」

　場違いなまでに滔々と、神託を告げるように。

　祭壇を背にするその姿に、誰もが背後を振り返る。

　それは悲惨な末路を迎える冒険者達への手向けの詩うたか。

　それとも勝利の宣言か。

　しかし、ロキにはそのどちらにも見えなかった。

　あれは──

「──冗談じゃあない」

　果たして、瞼まぶたを開けたタナトスの瞳に宿るのは、灰色の瞋恚の炎だった。

「こんな俺にも矜持きょうじはあるんだよ、エニュオ。やられっ放しなのは癪しゃくなんだ」

「タナトス……？」

「後は、そうさ、仕返しだ」

　死神はそこで、笑った。

「築き上げてきた『悲願』にこんなことされて、バルカちゃん達が報われないからねぇ」

　最後の最後に、眷族への『愛』を垣間見かいまみせるタナトスに、ロキは呼吸を止める。

　そして次の瞬間、タナトスは短剣を取り出した。

　フィン達が驚愕の眼差しを向ける先で、唇を吊り上げて、己の胸に突き刺す。

「なっ!?」

　ごふっ、と口から漏れる血液。

　胸に深く突き刺された刃。

　言葉を失うロキ達を他所に、致命傷を刻まれた神の肉体が死ぬまいと、下界禁断の『神の力アルカナム』を発動させる。

「──行けよ、ロキ。死神おれからのプレゼントだ」

　ロキは、目を見開いた。

　無数の光の玉に包まれ、発光の奥に姿を霞ませるタナトスは、最後に片手で『空』を示す。

　直後、ドンッ!!　と。

　二発目の送還の柱が天井を貫き、人造迷宮クノッソスを驀進する。

　凄まじい衝撃、天へ逆行する大瀑布。周囲ではあたかも神の威光に委縮するように緑の肉の侵攻が弱まる中、白い光輝が冒険者達の驚愕の顔を照らし出す。

　そして、大光柱が空に突き立つことで、地上への脱出口が口を空けた。

「──あの穴から脱出やぁ!!　急げええええええええ!!」

　光の柱が薄れ、天井にできあがった『大穴』を視認すると同時、ロキは叫んでいた。

　主神が言うが早いか、第一級冒険者達は動いていた。

　蹴立てた石畳を爆砕させるほどの加速、全滅の危機を振り払う超速度の反応。

　半ば無意識のうちに能力ステイタスが低い団員をティオナ、ティオネ、ガレスが抱え、光の残滓が雪のように舞う『大穴』へと跳躍する。

「ロキ!!」

「っっ！」

　他の上級冒険者達が武器を放り捨てて後に続く中、ロキもフィンに摑まれ、大穴へ。

　次の瞬間、逃がさぬとばかりに緑肉が侵攻を再開する。

「跳べ、跳べっ──跳べえええええええええええええええええええええええっっ!!」

　跳躍を重ねる冒険者達はなり振り構わず叫び散らした。

　光柱の『通り道』──地上まで貫かれた穴から穴、各階層を稲妻の軌跡のように跳躍し、上へ上へと突き進む。あの頭上の光を、星が見える宵闇を、魔窟からの脱出を、誰もが死にもの狂いで目指す。

「ぐううっ……!!」

　びりびりと空気が震え、凄まじい風圧が肌を叩く。

　フィンに腕を摑まれるロキの肩から、関節が外れかねない軋きしみが生じる。しかし抗議する暇などない。苦しむ余裕などない。悲鳴を上げる意味など存在しない。視線を下げれば、今も眼下より醜悪な緑肉が噴火のごとく猛追してきているのだから。

　あれに捕まったが最後、全てが無に帰してしまう。

「フィン！」

「急げぇ!!」

　脱出の先頭を突き進むティオナとガレスが、最後尾に位置するフィンへ叫び声を飛ばす。

　他の団員達が遮二無二しゃにむにに緑肉から遠ざかろうとする中、ロキを支える小人族パルゥムもその小さな体のどこにそんな力があるのか、更なる加速を行って跳び上がる。

　そして、とうとう地上の出口間際まぎわ。

　人造迷宮クノッソス二層に差しかかった──その時だった。




『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』




　モンスターの遠吠えが、真横から轟いたのは。


「────────」



　二層の通路、神の光柱から難を逃れた一匹の食人花。

　フィンとロキが通過する寸前、まさに罠のごとく、顎を開いて食らいつこうとする。


「────────」



　ロキが硬直する中、フィンの行動と『判断』は、光より速かった。

　右手で持つ主神の体を真上へと放り投げ、頭上にいたティオネへ託すのに一秒。

　左手で持つ《フォルティア・スピア》で迫りくる食人花を解体するのに二秒。

　誰もが時を止める中、その二秒が、フィンの明暗を分けた。

　下方から迫りくる緑肉が雄叫びを上げ、その哀れな小人族パルゥムを絶対不可避の射程圏内に置く。


「────────」



　真横から攻撃されたことで僅かに勢いを失い、一瞬の浮遊感に身を置く彼に、打開の手立てはなかった。

　見開かれるガレスの瞳と目が合う。

　愕然がくぜんとするティオナと視線を交わす。

　何かを叫ぼうとしているロキと眼差しをぶつける。

　凍りついているティオネと、見つめ合う。

　最後に、親指の疼痛が、全てを諦めたように止まった。

「団長ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!?」

　ティオネの大音声。

　それを歯牙にもかけない緑肉の肉薄。

　その碧眼に無念を滲ませ、頭上を仰ぐ小人族パルゥムの体を、あっけなく呑み込む




「──させなイ」




　その寸前。

　羽ばたく金の羽根が、呑み込まれようとしていたフィンの体を、高速で掠め取った。

「えっ？」

　こぼれ落ちるティオネの呟き、見開かれるフィンの瞳、ロキと冒険者達の驚愕。

　現れた一匹の『異端児ゼノス』。

　噴出する緑肉と壁の僅かな間隙、まさに下方の広間より急上昇した翼の怪物モンスターは、フィンの死地を拒絶する。

　魔術師フェルズの制止を振り切り、反響定位エコロケーションを駆使して生存者を探していた歌人鳥セイレーンのレイは、最後に祭壇のある広間へ辿り着き、冒険者達のもとへ駆け付けたのである。

　緑肉の猛威を躱す高速の飛行をもって、フィンの片腕に、鉤爪かぎづめを食い込ませる。

「離脱しまス!!」

　爆発的な加速、翼を持つ者にしかできない飛翔。

　フィンを連れ、自分達を一気に追い抜いて先頭に躍り出る歌人鳥セイレーンに、瞠目するティオネ達は──次には最後の力を振り絞り、大跳躍した。

　大穴の終点、地上へと、飛び出す。

「ッッッ!!」

　一過した大穴、舞い上がる夜空。

　金の翼を打つ半人半鳥の影シルエットが、小人の影とともに、満月を背に浮かんだ。

　そして、


『──────────────────────────!!』



　あたかもモンスターの咆哮のごとき轟音ごうおんを上げ、緑肉が大穴より溢れ出した。

　死神タナトスの送還によって開いた大穴は完全に塞がり、醜悪な肉で埋めつくされる。

　迷宮街に降り立ったティオネ達が、ボコボコと間欠泉のごとく溢れる緑塊から慌てて距離を取ると、


「…………止まっ、た」



　半径約一〇Ｍメドルまで醜悪な肉の泉を広げ、緑肉は停止した。

『祭壇』に蓋を施すように、完全に。


「…………」



　歌人鳥セイレーンの鉤爪に片腕を摑まれながら、それを空中から見下ろすフィンは、目を眇める。

　初めて空から見下ろす地上の光景は、あまりにも苦いものだった。

　ややあって、すぐ頭上に目をやり、口を開く。

「……礼を言う」

「……いエ」

　人と怪物の間で交わされる感謝の言葉。

　しかしそれも、今だけは虚しく闇夜に響くのみであった。





[image: ]






　この日、人造迷宮クノッソス攻略作戦『第一進攻』は成功し、失敗した。

　戦果は闇派閥イヴィルスの壊滅。及び主神タナトスの送還。

　被害は、【ディオニュソス・ファミリア】の全滅。

　派閥連合は撤退、いや『敗走』に追い込まれ、代償と呼ぶにはあまりにも多くの命を奪われたのである。

　冒険者達が攻略した筈の魔窟は──新たな『魔城』と化した。



















　約八十名と一柱。




　それが今回の作戦の犠牲者の数だった。

【ロキ・ファミリア】と【ヘルメス・ファミリア】も被害は出したものの、死者はゼロに抑えられている。予想外の『異常事態イレギュラー』を乗り越えての最小限──とは聞こえはいいが、【ディオニュソス・ファミリア】を見捨てて拾った命だ。士気の低下は止められなかった。初めて共闘した派閥とはいえ、一つの【ファミリア】が消滅したという事実はあまりにも重い。

　決して下位団員に見せることはないが、アナキティを始め指揮を担った第二軍メンバーにも陰りが見える。

　特に心傷ダメージが大きかったのは、レフィーヤ。

　同胞の少女が目の前で死亡したという事実が、まだ若いエルフの心を砕いた。

　心神喪失した彼女はアイズ達の声にも何も反応を見せず、部屋の中で座るだけのただの人形と化している。泣きながら何度も励ます同室者ルームメイトのエルフィを慮り、彼女は別室に移動されることになった。

　あらゆる準備をして進められていた人造迷宮クノッソス攻略。

　その攻略を達成した上で、土台から引っくり返された悪魔のような所業に、冒険者達も、神々も認めざるをえなかった。

　一度も表舞台に上がらなかった『都市の破壊者エニュオ』の存在を舐なめていたと。

　敵は限りなく悪辣であり、『極悪』の化身であると。




「……」

　攻略作戦の翌朝。

　ロキは『ダイダロス通り』にいた。

　護衛もつけずに一人で、建物の屋上から、迷宮街の中央地帯──人造迷宮クノッソスを眺める。

　タナトス、そしてディオニュソスの『送還』によって貫通した穴からは、件くだんの緑肉が溢あふれ出て地上にのさばっていた。森の公園でも築くがごとく広がったそれは今、一帯の改修工事という名目で巨大な天幕をもって隠されている。一般人には異変を知られてはならない。

　緑肉の侵食は人造迷宮クノッソス全域に及んでいるとされる。ダンジョンと繫つながる出入り口はベート達が機転を利きかせ、最硬金属オリハルコンの『扉』を閉じて流出を食い止めた。溢れ出ているのは、送還による二つの穴ができた、この迷宮街の中央地帯のみだ。

　緑肉の活動は今や完全に沈黙している。

　いや、『成長』が止まったというべきか。

「リーネ達を死なせてしまった時も、こんな風に眺めとったか……」

　ぽつりと落ちた呟つぶやきは、朝の風にさらわれていく。

　ロキの視線が向かうところ、天幕の周囲、監視と調査のため常駐しているのは【ガネーシャ・ファミリア】だ。不眠不休で頻りに団員へ指示を出している団長シャクティ、そして主神ガネーシャの姿が見える。

　もし今、ロキの身に何かあったとしても、すぐに駆け付けてくるだろう。

　何かあれば駆け付けられるほど、彼等もまた神経質となっている。


「…………」



　屋上から迷宮街を見渡していたロキは、ややあって手すりから離れた。

　階段を下り、路地裏へと回って、冒険者達の喧騒けんそうから遠ざかろうとする。

　そこで、

「やぁ、ロキ。こんな朝早くから奇遇だね」

「……」

　ヘルメスと出くわした。

　まるで接触する機会を狙ねらっていたかのように現れた男神に、ロキは返事をしない。

　無言で見返す。

「今から世間話でもどうだい？」

「おう、乗ったるわ。だから、さっさと本題に入れ」

　竦すくめられる肩。

　眷族けんぞくの護衛も遠ざけ、人払いを済ませているヘルメスは、浮かべていた優男の笑みを消した。

「黒幕エニュオのことについて、貴方の見解を聞きたい」

　真剣な眼差まなざしをもって、橙黄色とうこうしょくの瞳ひとみはそう尋ねてくる。

「自分と考えていることと、大して差はないやろ。見解のための情報なんて限られとる」

「そりゃそうだ、オレ達は何も知らな過ぎる。黒幕エニュオの手がかりも、動機も、全て」

　ロキ達が知っていたことと言えば、『都市の破壊者エニュオ』というふざけた記号のみ。

　いるかどうかもわからない、ぼんやりと浮かぶ影のような不確かな存在だったからこそ、ロキ達はまともに追おうとしなかった。

　正確には、追えなかった。

　だが真の敵は、明確な悪意とその本性をもって、ロキ達に牙きばを剝むいた。

　己おのれの存在を高らかに主張するように。

　哄笑こうしょうを上げるように。

「じゃあ、これまで誰が黒幕エニュオと推理していたか、せーので言い合わないか？」

　ヘルメスはそこで一転して、唇を曲げながら提案してくる。

　だがやはり、その瞳だけは笑っていない。

　ロキは無言でそれに応じる。

　せーの、というヘルメスの唇の動きをなぞって、口を開いた。




「「ディオニュソス」」




　同じ音が、二重に響き渡る。

　一致したその名前に、ヘルメスも、ロキも表情を崩さなかった。

「どうして、そうやと思った？」

「時機タイミングが良すぎた。事件に巻き込まれた切っかけといい、ロキに接触する際といい……全て『後付け』したようなきな臭さがあった。少なくとも、オレにはそう見えた」

　ロキが問うと、ヘルメスはすかさず答えてくる。

「知ってたかい？　24階層の事件の後、オレが真っ先に接触したのはディオニュソスだったんだぜ？」

「……最初から疑っていたっちゅうわけか」

「決めつけていたわけじゃない。ただ探っていた、それだけさ」

　飄々ひょうひょうと抜かすヘルメスだが、ロキも感じていたことだ。

　ディオニュソスは『動き過ぎていた』。

　一時いちじは──『27階層の悪夢』を迎えるまでは都市上位に食い込むほどの派閥だったとはいえ、現在は精々団員が多い中堅どころ。徹底した秘密主義で【ファミリア】の実力を隠してはいたようだが、闇派閥イヴィルスの残党と怪人クリーチャー等ら地下勢力の事件を相手に立ち回るには、あまりにも役者不足であった。攻略作戦直前まで、Ｌｖ．３のフィルヴィス・シャリアしか協力できていなかったのがいい証拠だ。

「オレとディオニュソスは天界の同郷……オリンポスの盟友だ。ロキ、貴方よりあの男神おとこのことはわかっていたつもりではある」

「『発作』を起こして、殺し合いを仕掛けてたっちゅうやつか？」

「おっと、知っていたか」

　他ほかにも不審な点はある。

　過度にウラノスへ反発し、ロキ達との協力を妨げていた節があった。

　ウラノス側も『異端児ゼノス』という『爆弾』を隠し持っていたため、今の今まで結託することこそできなかったが、ディオニュソスの頑かたくなな発言が対立に一役を買っていたのは確かだろう。

「天界の頃ころのディオニュソスには危うさがあった。それをなしにしたって、あいつは騒動の中心に居過ぎた」

　だから同盟などという口約を結び、監視していたのだと、二重諜報ダブル・スパイをしてのけていた男神は締めくくる。

「こちらからも質問をしていいかい？　疑っておきながら、何故なぜディオニュソスを人造迷宮クノッソス攻略に帯同させたのかを」

「……あまりにもボロを出さんかったから、ちゅうのが一つ。敵の本拠地で、こっちの懐ふところにいれば、どんなに慎重やろうが我慢強かろうが行動アクションを起こす……そう踏んどった」

　こっそり、ガレスには有事の際のことを伝えていた。

　だが当のディオニュソスが実際に起こした行動アクションは、ロキの懐から離れるというまさかの展開となってしまったが。

「後は……疑いきれんかった」

「……」

「噓うその臭いはうちも大概敏感やが……男神ディオニュソスからその臭いを嗅かぎ取れんかった」

　それはロキの本心だった。

　ディオニュソスの言動には確かに『きな臭さ』が付いて回っていた。

　しかし、彼が口にする意志は、秘める神意しんいは全て『本物』だった。少なくともロキにはそう聞こえてしまった。

　決定的だったのは先日のことだ。

　眷族の墓場の前で捧げていた彼の『誓い』を、ロキはどうしても疑えなかったのである。

「ディオニュソスの言う言葉は『本物』やった……。これでだまくらかしているのだとしたら、もう逆立ちしても敵かなわん。やられてもしょうがない、そうも思っとった」

「ロキにそうまで言わせるとは……なら、やはりオレ達のディオニュソスへの疑いは、偏見に勘繰りを重ねた濡ぬれ衣ぎぬだったということかな？」

「気障きざったらしく振る舞って、じゅうぶん胡散うさん臭かったアレにも落ち度はあるやろ」

　違いない、とヘルメスは軽く笑った。

　笑って、空を仰ぐ。

「疑って悪かったなぁ……ディオニュソス」

　神の柱が昇ったばかりの天上を。

「罪悪感か？」

「はは、まさか」

　ヘルメスは顔を戻すと、帽子の鍔つばに指を添え、目もとを隠すように引き下げる。

　かと思うと、ロキに顔を近づけ、鍔の縁から鋭く細められた目を覗のぞかせた。

「オレはね、ロキ……悔しいんだ」

「……」

「まんまと謀られた。これはそういうことだろう？　ディオニュソスは生贄スケープゴート、オレ達の注意を引き付けて足並みを乱した挙句、一方の黒幕はその間に悠々と暗躍していた。ああ、どこの神かは知らないが、悔しくてしょうがない」

　確かにヘルメスに罪悪感などという可愛かわいい感情はなかった。

　眼前の瞳の中にあるのは、怒りだ。

　自分が踊らされていたという事実を認めた上での、口惜しさ。

「ロキはいいのかい？　オレは『なんちゃって』に過ぎないけど……天界のトリックスターが手玉に取られた。これ以上の屈辱はないだろう？」

　ヘルメスは顔を離して、おどけるように両の手の平を空に向ける。

　ないと言えば噓になる。

　しかし今、自分の胸に去来している乾いた風にも似たこの感情が何であるのか、神であるロキ自身にも説明できなかった。

「……まぁいい。ロキがオレと同じ考えでいたことはわかった。ディオニュソスに関連した線で調べてみよう」

「捜査、っちゅうことか？」

「ああ。ここからは──元凶探しだ」

　その言葉を残し、ヘルメスは歩み出す。

　去り際、ロキの手の中に盤棋チェスの駒──黒の王キングを忍ばせ、去っていった。

「……」

　男神の後ろ姿が消えた後、ロキは路地裏の壁に背中をつける。

　手渡された黒の王キング、黒幕エニュオを象る駒をしばし見つめた後、頭上を仰ぐ。

　広がっているのは青空だ。

　まるで何事もなかったかのように雲一つない、澄みきった蒼穹そうきゅう。

「なに昇天してんのや、自分は……」

　路地裏の形に切り取られた空に、ロキは気付けば呟いていた。

　沢山の眷族達とともに空へと消えた一柱ひとりの男神おとこに向かって。

「本当に、踊らされてたんか、ディオニュソス……」

　今はもう光柱の欠片かけらすらない青空に問いかけても、答えが返ってくることはない。

　ディオニュソスは天界から、今のロキを見下ろしているのだろうか。

　あるいは、下界を覗き込んでいる神々の連中には、全てお見通しなのだろうか。

　ロキともあろう者が情けない、と指差してゲラゲラ笑っているかもしれない。

　普段ならば想像するだけで頭にくるが、今だけは何故か、そんな気分にはなれなかった。

「……」

　らしくもない感傷を振り払い、ロキもヘルメスに倣ならう。

　今しなくてならないのは過ぎ去ったことに目を向けるのではなく、前に進むことだ。

　ひとまず、ロキは考えてみた。

（ディオニュソスは本当に『道化』やったのか？　ヘルメスの言っていた通り、うちらの注意を引きつけるための……？　だとしても、ディオニュソスがなんで都合良く、黒幕エニュオの思惑通り踊っとるんや。一体どうして、いやどうやって？）

　ロキを悩ませているのは、それにつきる。

　これならまだ、『ディオニュソスは黒幕と繫がっていた』という見解の方がマシだ。

（ドチビ達の話を聞く限り、男神ディオニュソスに過激なところがあったのは確かや。昔のうちみたく）

　退屈という毒に侵され、発症する神の奇病。

　ロキも神々に殺し合いをさせていた。

「ディオニュソス達の領地……天界の十二席を巡って殺し合いに発展しかけたっちゅう例の話。十二神とうじしゃ以外の、他の神々も巻き込んで──」

　そこまで思考を巡らせていたロキは、ふと、考え方を変えてみた。

（もし……本当にもし……その頃からディオニュソスが踊らされとったとしたら？　過激な言動を繰り返させ、その段階からもう生贄スケープゴートにされておったら……黒幕エニュオが暗躍するための『隠れ蓑みの』に）

　一気に飛躍した、そのあまりにも突拍子もない推測を、この時のロキは一笑に付すことができなかった。

　しばらく思考に埋没していると──ぬっ、と。

「……ロキ？」

「ぬおっ!?　ソ、ソーマ!?」

　何の前触れもなく、黒髪の男神が姿を現していた。

　思わず仰天するロキに、ソーマと呼ばれた彼は、緩慢な動作で小首を傾かしげる。

　ソーマは酒盃しゅはいを司る神で、下界に降りてきた理由は『美味うまい酒』を作るため、という神々の中でも奇特な神物じんぶつだ。【ファミリア】も商業系に片足を突っ込んでおり、本拠ホームとは別に酒蔵も所持しているほどだ。酒といえば自分ロキ、自分ロキといえば酒、と豪語できるロキは、彼手製の酒を飲みたいがために少しばかりの交友と面識があった。

「こんなところで、何をしている……？」

「それはこっちの台詞せりふや！」

　男性にしては髪が長く、瞳も前髪で隠されている。

　陰気という言葉が形をなしたという表現も間違ってはおらず、引きこもって酒造りに没頭する彼をロキは『趣味神』と揶揄やゆしていた。そんな屋内主義インドアの神が外出しているのだから、度肝を抜かれるロキの心情も当然と言えば当然である。

「『ダイダロス通り』の近くに、俺おれの酒蔵がある……」

「あー……確かそんなこと言っとったなぁ、自分。近道っちゅうわけか？」

「ああ……」

「でも、ここは今、立ち入り禁止やぞ？　バレたらガネーシャがすっ飛んでくるで？」

「だから、人目がつかないように、移動している……」

　ぼそぼそと喋しゃべるソーマに呆あきれてみせる。まさか彼が『都市の破壊者エニュオ』だったとしたら、もはやロキは馬鹿馬鹿ばかし過ぎて戦う気力も持てないだろう。

　これでも最初に会った時より、随分と『主神』らしくなった。

　どのような心境の変化があったかは知らないが……今のロキには構っている余裕はない。

「誰にも言わんといてやるから、はよ行け」

「そうする……」

　手を振って去ることを促うながす。

　溜息ためいきをつくロキの前を、若干じゃっかん猫背が入った男神はふらふらと歩いていく。

　しかし、

「──神酒しんしゅ」

　すれ違う瞬間、ソーマはぴたりと動きを止め、弾はじかれるように振り向いた。

「はっ？」

「──『神の酒』の匂においがする」

　前髪の奥、瞳を見開いた無表情で、ソーマは詰め寄ってきた。

　突然豹変ひょうへんした男神に、ロキは確かに気圧けおされてしまった。

「ロキ、神酒しんしゅに覚えは？」

「ばっ、馬鹿抜かせぇ！　うちは自分が作った本物の神酒ソーマなんて一滴も口にしてせえへんぞ！　そもそも自分、うちに分けてくれなかったやん！　めっちゃ飲みたかったんやからなー！　ちゅうか今も超絶に飲みたいんやからなぁー!!」

　あまりの迫力にロキは唾を飛ばしながら身の潔白を訴えるが、ソーマは、否定した。

「違う。俺の神酒さけじゃない。俺の作った神酒ものの香りじゃない」

「はぁ？」

「俺以外の誰かが、作った神酒さけだ」

「そ、それこそ馬鹿抜かせ。自分以外の誰が、『下界』で神酒しんしゅを作れるんや……」

「だが、確かにロキから匂いがする」

　犬のようにくんくんと頻りに鼻を鳴らし、断言するソーマに、ロキはたじろいだ。

　一応ロキも女神であるのだが、何の遠慮もなく顔を近付けて匂いを嗅ぐアホ神に拳骨げんこつの一つでも落としたくなったが……試しに腕を持ち上げて鼻を鳴らしてみる。

　しかしやはり、無類の酒好きのロキですらそんな酒気の欠片も感じ取れなかった。

「直接飲んだ類たぐいのものじゃない……恐らく、誰かに匂いをもらった……」

「匂いを、もらった……？」

「ロキ、知り合いに酒飲みは？」

　ソーマは身を乗り出してくる。

　茫洋ぼうようとして摑つかみどころのなかった筈の男神は、文字通り目の色を変えていた。

「ロキ、俺は知りたい。この下界で神酒しんしゅを作った俺以外の存在を」

「ま、待て待て!?　だからうちは何の覚えも……！」

　饒舌になって詰め寄るソーマを、突き出した両手で押さえようとするロキは、

「製法も、酒の種類も異なる……これは、『葡萄酒ワイン』か？」

　その言葉を聞いた瞬間。

　ドクンッ、と胸の奥を鳴動させた。


「…………」



　電流が走る。

　思考が明滅する。

　鼓動が常より強く鳴っていることを自覚する。

　そして喉のどを震わせながら、たった一つの『心当たり』を導き出した。

「まさか……」

　目を見開いたロキは、次には走り出していた。

「ソーマ、ちょっと付いてこい！」

　弾かれるように駆け出すロキに、ソーマも追従した。




『ダイダロス通り』を抜けて向かったのは、都市南東部。

　直接訪れたことはない、けれど情報として知っているとある場所。

　警戒の意味合いもあって近付こうとしなかった一つの『本拠地』。

　息を切らし、通りを行く人々とぶつかりかけながら、ロキはその建物の前に辿たどり着いた。


「はぁ、はぁ……！　ここや……」



【ディオニュソス・ファミリア】、その本拠ホームである。

　帰る者がいなくなった豪奢な館は、やはり人の気配が一切いっさい感じられなかった。

　主神の送還が原因で【ファミリア】が解散あるいは壊滅した場合、その私財は『ギルド』が回収する手筈になっているが、【ディオニュソス・ファミリア】が全滅したのは昨日の今日。

　様々な対応に追われている『ギルド』も余裕がないのだろう。

　物品は何も押収されていない筈だ。

「匂う……こっちだ」

　ロキが尋ねるより早く、ソーマはそう言って本拠の裏手側に回った。

　犬のような奴やつと口にする余裕もない。彼に付いていき、館裏手の塀をよじ登る。本来ならば見張りの団員に見つかってすぐに御用だろうが、その団員も今はいない。

　裏庭に出て、鼻を鳴らす男神ソーマの案内のもと館に侵入し──地下室に繫がる階段を発見した。

「ここは……」

　扉を開けた先に広がるのは、壁に並べられた棚と、数えきれない酒瓶ボトル。

　ディオニュソスが設けていた貯蔵専用庫ワインセラーである。

　数え切れない銘柄の貯蔵数は、普段のロキならば宝の山だと喜んでいただろう。寒くすらあるひんやりとした空気に息を震わせながら、貯蔵専用庫ワインセラーの奥へ足早に向かう。

　やがて、鼻を鳴らしていたソーマが、棚の一角の前でぴたりと足を止める。

　じっと直視する彼の視線に導かれるように、ロキは一つの酒瓶ボトルを手に取り、棚から抜いた。

　震えかける指を押さえ、栓を抜く。

　広がるのは、とろけそうな馥郁ふくいくたる香りである。

「……間違いない。『神酒しんしゅ』だ」

　断言するソーマに、息を呑のむ。

　彼は衝撃と興味を隠せないまま、言葉を続けた。

「俺の神酒さけより……極まっている」

　その発言に、瞠目どうもくする。

　趣味神にして酒の醸造において右に出る者はいないソーマを超える？

　ありえない、信じられない。

　彼にここまで言わせる酒を、一体誰が──。

　疑問が止められないロキの思考を、断ち切るように。

　ソーマは最後に、次の言葉を口にした。




「これなら……神さえも完全に酔わせるだろう」





「────」



　その言葉が。

　その意味が。

　ロキの脳裏に閃光せんこうを走らせた。

　踊らされていたディオニュソス。『道化』となっていたディオニュソス。

　酔う。酔う。酔う。──酔っていた？

　ディオニュソスは酔っていた？

　もし彼がこの『神酒しんしゅ』を日頃から飲まされていたとしたら？

　気付かぬうちにこの『神酒しんしゅ』を毎日飲み、酔って、操り人形にされていたとしたら？

　本人の自覚がないまま、ロキ達の注意を引き、都市の秩序を守るウラノス側の勢力と敵対するように、『酩酊めいてい』状態になっていたとしたら？

（できる……できてしまう！　この神酒さけなら!!）

　漂う香りだけで五感を奪おうとしてくる目の前の酒を見つめ、確信してしまう。

　それと同時に、鼻腔びこうを突く葡萄酒の香りが、ロキに記憶に波紋を広げた。

「……知っとる。この香り、うちは知っとる！」

　自分ロキはここではないどこかで、これと似た香りを嗅いだことがある！

　酒瓶ボトルを両手で摑みながら、仇かたきのように視線を走らせる。

（どこや、どこで嗅いだ？　うちはこの香りを一体どこで……!?）

　ラベルとして施されているのはロキでさえ見たことのないマーク。

　エンブレムに似た、盃さかずきから溢れ出す葡萄酒。

（酒場？　ありえん、こんな劇物シロモノ出すか！　発酵場？　いや違う、んなところ行ってへん！　なら酒そのものやなくて、原料？　……葡萄ぶどう……葡萄……ぶどう？）

　酒瓶ボトルの中で波打つ、血のような赤葡萄酒ワインを見つめていた時。

　靄がかかった記憶が、ぐにゃりと音を立てて、ねじ曲がる。

（あの時、ディオニュソスはあいつの隣で、葡萄酒を飲んで──）

　そうだ、あの時。

　──葡萄酒にはうるさい私が認めるよ。

　ロキを迎えたディオニュソスは。

　──これは美味い。

『あの神』の隣で、確かにそう言って──

「まさか……」

　朱色の瞳が、あらん限りに見開かれる。

　ロキは悲鳴を放つがごとく、叫んでいた。

「まさか!?」
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「ウラノス」

　ギルド本部『祈禱きとうの間ま』で、フェルズの黒衣が揺らめく。

「結果は？」

「結論から言おう。人造迷宮クノッソスは『異界』と化した」

　地上側の『ダイダロス通り』にて監視を行っている【ガネーシャ・ファミリア】に対し、フェルズは『異端児ゼノス』とともに18階層側からの調査を行っていた。

　報告のために戻ってきた黒衣の魔術師メイジは、その声を震わせる。

「精霊の『奇跡』、恐らくはそれに類するもの。剣姫達が見た24階層の食料庫パントリー、リド達が対処した30階層のものとも似ているようだが、全くの別物だ。いや上位存在と言った方がいいか」

「……」

「通路を埋めつくす緑肉が、意志を持って侵入者を抹殺しようとしてくる。迷宮そのものを相手取らないといけないというのは、初めてだ」

　醜い緑肉が精霊の『奇跡』によるものだと言うことに酷ひどい抵抗を覚えながら、フェルズは言葉の端々に戦慄せんりつを滲にじませた。

「恐らく複数の『精霊の分身デミ・スピリット』を用いた『寄生』……。術式は定かではないが、『穢けがれた精霊』の力が関わっていることに間違いはない」

　人造迷宮クノッソスはまさしく『魔城』として生まれ変わった。

　より醜悪で強靭きょうじんな要塞になり変わったと、フェルズはそう結論する。

「あれを焼いて、掘り進めるとなると……多大な労力と時間がかかる。少なくとも、一日や二日で『精霊』が潜伏している階層には辿り着けないだろう。現状、人造迷宮クノッソスへの侵入は不可能と考えていい」

　そしてそれは、都市崩壊の秒読カウントダウンが進んでいる現状では致命的だ。

　漆黒の手袋グローブを握り締めていたフェルズは、そこで息を吐くように、拳こぶしを解ほどく。

　祭壇に設置された四炬よんきょの松明たいまつが揺らめく中、ウラノスは口を開いた。

「恐らくは、最初から狙っていたのだろう。【ロキ・ファミリア】が人造迷宮クノッソスを攻略してこなければ、悠々と都市を破壊する時を待つ。そして攻め入ってくれば……今回のように闇派閥イヴィルスの残党を生贄いけにえとすることで、殲滅せんめつする算段だった」

「闇派閥イヴィルスの残党は、捨て駒だったと？」

「利用価値のある道具、といったところか」

　細められるウラノスの蒼あおい瞳に、フェルズは力なくフード部分の黒衣を横に振る。

「悪魔の所業だ……。闇派閥イヴィルスも、我々も、【ロキ・ファミリア】でさえ、ずっと黒幕エニュオの手の平の上で踊らされていたということか？」

「そう言わざるをえない」

　フェルズはもう一度、顔を横に振った。

　敵の狡猾こうかつさに、顔の見えない神の姿に、確かな畏怖を覚える。

「……『異界』と化した人造迷宮クノッソスの調査は続けるとして、問題は、未いまだに『都市の破壊者エニュオ』の素性も知れないことだ。我々は敵の正体どころか、容疑者すら絞れていない」

　その言葉を、ウラノスは否定する。

「容疑者は、揃そろっている」

　老神は闇に塞ふさがる天井てんじょうを見上げ、告げた。

「この地にいる、全ての神々だ」

　都市が──いや『魔城』となった迷宮が今も嗤っている。

　くすくすと声を上げ、問いかけてくる。




『犯神エニュオはだぁれ？』



















　闇が囀さえずる。

　下界を離れた天上だけが、全ての答えを知っていた。



















あとがき







　締め切り破りの常習犯と化している原作者が送る外伝十一巻となります。

　ＧＡ文庫編集部さん、はいむらきよたか先生、関係者の皆様、本当に本当に申し訳ありません……！




　最近妙に多くなってきた、あとがきネタバレが今回も始まりますので、どうかご注意くださいませ。

　えっちらおっちら書かせて頂いた本巻ですが、ずっと続いていた戦いも大詰めということもあり、『契機』の巻とさせて頂きました。

　何だか諸方面（漫画やゲームやアニメの関係者の皆さん）に怒られそうな内容だとは理解しつつ、やっぱりこうなりました。自分の中で『結末』は決まっていて、果たして本当の正解なのかはわかりませんでしたが、踏み切らせて頂いた次第です。外伝八巻のようなミラクルも今回は起こりませんでした。救うとしたらこの巻だったんだろうな、と後で散々後悔するかもしれません。何だか執筆した作者が一番未練タラタラなのでこの話はやめます。

　無理矢理明るい話に移りますが、本巻、とうとう聖女様のバトルシーンを描くことができました。外伝一巻（本編ですと四巻）から出てきた聖女様ですが、なかなか外伝チームと合流して共闘することができず……今回、苦しい物語の中でも一番テンションが上がっていたと思います。はいむら先生が切ってくださったキャラデザインの中でも実はお気に入りのキャラで、いつか活躍させてあげたいなと考えておりました。

「実はアミッドさんにはこういう設定があってですねぇ！」「それがこうなってああなって何とこんなカップリングが成立してしまう恐れが！」「とにかく何が言いたいかというとすごい強い！　ちょー強い！　オメガ強いんですわー！！」と初稿提出時にご機嫌で編集さんに語っていたのですが「別外伝クロニクルで書きなさい（ニコリ）」と仏の顔で言われました。必ず原稿にするという無責任の約束はしたくない、そんな大人でありたくない、という作者の主張が通ったかは定かではありませんが、きっと聖女様は今後もちょくちょく活躍してくれると思うので、どうか末永く見守って頂けると幸いです。とりあえず、はい、原稿もっと沢山書きます。

　また話は変わりますが、物語を書かせてもらって最近よく思うことは、『伏線』って難しい、ということです。

　当時はちゃんと回収できると踏んで設置しておいた伏線も、後になると「あ、まずい」と頭を抱えることが往々に起こります。原因は作者の認識の甘さだったり、ディティールの詰めが足りなかったりなど様々なのですが、一番はやっぱり『経験値』の無さなのかと感じています。

　当たり前ですが、新しい本というのは作者にとっても読者の皆さんにとっても『未知』です。自分が思い描く景色に辿り着けるのか、割と冒険の連続です。そんな中でも『伏線の回収』は数えるほどありません。少なくとも現状、自分の作品の中では。

　戦闘のリズムは最近わかってきました。わかってきたつもりでいます。けれど『伏線の回収』とそれにまつわるカタルシスは絶賛迷走中です。

　伏線を張るのが怖い、とまでは言いませんが、伏線の配置に勇気が要るようになってきました。神経質すぎるのかな、別に回収しなくても、なんてことも思いますが、そこはやっぱり物語に彩いろどりを添えたいと欲が出ます。もともとこういう計画だったんだ！　とドヤ顔だってしたくなります。物語の中の登場人物達と一緒に。

　今回はちゃんと回収できたのかと、いつだって不安になりますが、これからも伏線という名の魔物と戦っていきたいと思います。

　それでは謝辞に移らせて頂きます。

　担当の高橋様、北村編集長、今回もお世話になりました。編集部に何度もカンヅメさせて頂いてすみません。沢山のイラストを描き上げてくださったはいむらきよたか先生、ぜひ今回採用されなかった素晴らしいキャラデザインを別の機会で使わせてください……！　刊行を支えてくださっている関係者の方々にも、深くお詫び申し上げます。そして拙作せっさくを手に取って頂いている読者の皆様、いつも本当にありがとうございます。

　次の十二巻で、長かった戦いに決着をつける予定です。

　とゆーか何で本編十三巻に引き続いてこんな大量虐殺が巻き起こっているんだ、なんでこんな計画プロットを切ったんですかエニュオさん、もう勘弁してください、などなどという弱音も次の巻で報われる筈です……。どうか読者の皆様と一緒に、希望を信じて最後まで走り抜けさせてください。

　最後までお付き合いしてもらえたら幸いです。

　ここまで目を通して頂いてありがとうございました。

　それでは失礼します。


大森藤ノ









著者

大森藤ノ（おおもり　ふじの）

　念願だった聖女様の活躍がようやく描けました。狐妖術師、悲劇の予言者に並ぶ三大チートです（設定上は）。

　そんな聖女チートも盛り込まれた外伝11巻になります。よろしくお願いいたします。




イラスト

はいむらきよたか

　先日ＰＣ周りを一新したばかりですが、最近のテクノロジー情報を見るにつけ、「…コレもう、ＰＣ要らんのでは？」と思う事が割と増えてきました。

　タブレットとデジペンと無線キーボードだけで仕事が行える日も近そうだ…！








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜送付先はこちら＞

ga-info@cr.softbank.co.jp
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〈あて先〉

〒１０６－００３２

東京都港区六本木２－４－５

SBクリエイティブ（株）

ＧＡ文庫編集部 気付




「大森藤ノ先生」係

「はいむらきよたか先生」係




https://ga.sbcr.jp/









ＧＡ文庫

ダンジョンに出会いを求めるのは間違っているだろうか外伝　ソード・オラトリア１１


大森藤ノ
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